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「やぁ、我こそは神！」

　突とつ然ぜんに現れた少女は、開口一番そう言った。

　周りを見回しても何もない。ただ、闇やみがあるばかりだ。

「君に頼たのみたいことがあるんだ。聞いてもらえるかな」

　自じ称しよう『神』はにっこりと魅み力りよく的てきな笑えみを浮うかべて、口を開く。

　それが――全すべての始まりだった。







第一章　行きて帰りし異世界







　その日。津つ守がみ風かざ也やは、いつも通り異世界に来ていた。

「出たな……【獰猛なる豚騎士オーク・ナイト】」

　眼前には二足歩行の豚ぶたが居る。手には長ちよう剣けんを持ち、体には簡易的な鎧よろいを身に着けていた。

　荒あらい鼻息を漏もらしこちらを睨にらみつける様は、どう見ても友好的なものではない。

　だがそれは風也としても同じことだった。自分は今、彼かれ（もしくは彼かの女じよ）を倒たおす為ためにここへ立っているのだから。

　不意にオーク・ナイトが地を蹴けった。けたたましい鳴き声と共に、振ふりかざした剣を大上段から振り下おろす。

　通常であれば鋭するどい刃やいばがこちらの体を真っ二つに切きり裂さき、血ち飛沫しぶきを飛ばすのだろう。

　だが切っ先が風也の頭上辺りに達した時、鋭い音と共に火花のようなものが散った。

　相手の武器はまるで見えない壁かべに阻はばまれているかのように、そこで止まっている。

　オーク・ナイトが不満げに何度も鼻息を鳴らし、力で押おし込むようにするが、さりとて無理が通るわけでもない。

　風也が視線を斜ななめ上うえに向けると、そこには横に倒した長い棒状のようなものが空中に浮かんでいた。丁度、ゲームなどで表示されるＨＰバーを思わせる形だ。

　赤い色を宿したバーはわずか、目を凝こらさなければ分からないほどだけ縮んでいた。

「無む駄だだ。そんな攻こう撃げきじゃ今のオレには通じない」

　風也は余よ裕ゆうを見せて微笑ほほえむと、目の前に手を翳かざす。

「我わが手に現れよ、全てを断たち切る天の武器――蒼そう穹きゆう王おう！」

　声と共に空中に光の粒りゆう子しが現れては集結し、突とつ如じよとして一本の剣を生み出した。こちらの身長をゆうに超こえるほどの長さと大きさを持つそれは、分厚く武骨な刃を持っている。

　風也は柄つかを両手で握にぎると、大剣を持ち上げた。見た目にそぐわず重さはそれほどでもない。せいぜいが軽めのダンベル程度だ。

　こちらが得物を構えたのを見て、オーク・ナイトはあからさまに怯ひるんだ。

「人々にあだなす悪あしき魔ま獣じゆう！　我が名に於おいて、お前を断罪する！」

　風也は一歩踏ふみ込むと、大剣『蒼穹王』を高々と掲かかげる。

　と同時に、気合と共に刃を振り下ろした。

　オーク・ナイトは咄とつ嗟さに自分の持つ武器で防ぼう御ぎよしようとする。

　が、甲かん高だかい音が鳴ったのは束つかの間ま。瞬しゆん時じに風也の大剣はぶつかった武器を真っ二つに両断し、それどころか、そのまま相手の体を鎧ごと真まっ直すぐ切り裂いた。

　断だん末まつ魔まの声が上がる。オーク・ナイトがふらつくように下がっていくと、やがて、ゆっくりと倒れていった。

「悪く思うな。これも――運命さだめの為だ」

　風也は息をつくと大剣を放ほうり投なげた。途と端たんにそれは粒子となって消え去っていく。

　同時に、頭上の辺りで高らかな音が鳴った。さながら往年のＲＰＧで言うところ、レベルアップをした際のＳＥにも似ている。

　指先を上げて空間をなぞるようにすると、目の前に四角い画面のようなものが現れた。先さき程ほどのバーと同じようなものが幾いくつも縦に並んでおり、一番上には数字が書かれている。

「よし！　無事にクリア！　経験値も溜たまってレベルアップだ。まあ、新しいスキルを得るにはまだ少しかかりそうだけど……」

　確かめた後で風也が今度は逆方向に指を動かすと、画面が消え去った。

　それを横目で見ながら懐ふところに手を入れると、今度はサイコロに似た四角い箱を取り出す。側面についていた小さな扉とびらを開けて、倒れたままのオーク・ナイトへと向けた。

　すると相手の体が一気に消失し、代わりに光の球になって、箱へと吸い込まれる。

　扉を閉じると、再び懐へと戻もどした。これで全ての作業は完かん了りようした。後は帰き還かんするだけだ。

　と――その時。小さな悲鳴が、遠くから聞こえてくる。明らかに人間の出すものだ。

　だがここに普ふ通つうの人間はいない。居るとすれば自分と同じ存在だ。

「もしかして、新しい【来らい訪ほう者しや】か……？」

　呟つぶやくなり風也は走り出していた。森を駆かけていくと、不意に開けた場所に出る。

　そこに居た。赤い鱗うろこがびっしり生えた大きな蜥蜴とかげのような化け物だ。その前に腰こしを抜ぬかした女性も居る。

「【灼熱の蜥蜴サラマンダー】か……」

　自分のように幾らか経験を積んだ者ならば大した相手ではない。ただ、勘かんが当たっているとすれば『初心者』にはいささか分が悪かった。

　風也は素す早ばやく襲おそわれている人の前に滑すべり込むと、手を前に出した。

「我が手に現れよ、凍いてつく嵐あらしを纏まとう武器――雹ひよう結けつ王おう！」

　粒子が集結し、青く美しい細身の剣が現れる。柄を握って切っ先を突つき出した。

　剣の刃はぼやりとした膜まくのようなもので覆おおわれている。周囲の気温は幾らか高いはずにもかかわらず、それによって、得物の近くに生えていた草だけに霜しもがついていった。さながら狭せまい範はん囲いだけが真冬になってしまったかのようだ。

　サラマンダーが口を開ける。喉のど奥おくに小さな火が灯ともると共に、大量の火か焔えんが吐はき出された。

　だがすかさず風也が剣を振り上あげると、膜が刃を離はなれて飛び、炎ほのおをかき消した。

　いや、それどころか膜がサラマンダーを覆い尽つくした――瞬しゆん間かん。

　相手は全身に霜を帯び、完全に凍こおり付ついた。

「消え去れ、禍まが々まがしき灼しやく熱ねつの竜りゆうよ！」

　近付いて風也が蹴りを喰くらわせると、サラマンダーの体は容易たやすく粉々に砕くだけ散ちった。

　箱を取り出して扉を開け、先程のオーク・ナイト同様に、バラバラになった破は片へんを一つの光として吸収する。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　怪我けがとかしてません？」

　箱を仕し舞まいながら、風也は振り返かえった。

　その瞬間、女性の姿をはっきりと確かく認にんした風也は、硬こう直ちよくする。

「……ええ。問題ありません。助かりました」

　女性は艶つややかな長い黒くろ髪かみを腰の辺りまで伸のばし、白く透とう明めい感かんのある肌はだに切れ長の目が魅力的な、息を呑のむ程ほどに整った顔立ちをしていた。最近では死語になりつつあるような、いわゆる『大和やまと撫子なでしこ』をそのまま形にしたような人物だ。

　が、愕がく然ぜんとなったのは何も女性が見目麗うるわしい女性であったからではない。
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　彼女は見覚えのある制服を身に纏っていたのだ。

　まさか、そんなバカな、と思った。だが間ま違ちがいない。この女性は。彼女は――。

「……御み子こ戸と先せん輩ぱい？」

　風也の言葉に、女性――御子戸千ち紘ひろは、小さく首を傾かしげた。

「ええ、そうですが。どこかでお会いしたことがありますか？」




　御子戸千紘は、風也の通う公立武ぶ南なん高校において、一年上の先輩だ。

　彼女には、少なくとも風也が知っている限り、三つの渾あだ名ながあった。

『絶対零れい度どの女じよ帝てい』『天上の美び姫き』『聖域の女め神がみ』。

　全て千紘の美び貌ぼうや雰ふん囲い気き、立たち振る舞まいからつけられたものだ。

　他の生徒が話していたところによると、千紘は入学当初から既すでに人々の目に留まっており、一カ月もしない内に非ひ公こう認にんのファンクラブまで出来てしまうほどであったそうだ。

　無理もない。彼女は類たぐいまれなる美しさに加えて入学試験を歴代トップの成績で通過するほどの学力を持ち、体育の授業を見た各運動系クラブの部長がこぞってスカウトに来るほど、優すぐれた身体能力をも兼かね備そなえている。

　ただ人気はあるものの、千紘は、『絶対零度』の名の通りいかなる時も笑みの一つもこぼさない。加えて『天上』の人間であるかのように周囲に人を寄せ付けぬ厳しい雰囲気を常に漂ただよわせているが故ゆえ、彼女の周囲何メートルかは『聖域』であるように侵おかし難がたい空間となっている。

　その為、誰だれも千紘に近付こうとはせず、ただ遠巻きに眺ながめてその美しさや気品さに息をつくだけだった。

　噂うわさでは千紘の家は古くから続く財ざい閥ばつであるらしく、父親は政財界にも顔の利きく大人物だそうだ。彼女の持つ空気感もむべなるかなというところである。

　なぜそんな千紘が、掃はいて捨てるほどあるような何の変へん哲てつもない今の高校に通っているのかは目下のところ、武南校生徒にとっても最大の謎なぞとされていた。

　ともあれ――一方の風也と言えば、どこをどう切り取っても平へい凡ぼん中の平凡、辞書で【没ぼつ個こ性せい】と項こう目もくを引けば代表例となりそうなほど、ごく普通の高校生である。

　当然だが千紘と接点があるどころか、まともに会話を交かわしたことすらなかった。

　ただ姿を見かける度たびに、この世にこんな人がいるんだなぁ、と、憧あこがれを抱いだきつつ、間ま抜ぬけ面をさらす程度のものである。

　しかし、縁えんというものはどこでどう結ばれるのか分からない。

「……まさか、先輩までこっちに来ていたとは」

　風也は船から港へと降りたったところで、思わず呟いた。

「こっち、とは？　それにここはどこなの？」

　千紘は辺りを見回しながら尋たずねてくる。少し前に簡単な自己紹しよう介かいをしたことによって、風也が同じ高校に通う後こう輩はいだと判明したせいか、彼女の口調から丁てい寧ねいさは抜けている。それでも相変わらずの、無機質かつ冷たさを伴ともなう声であることは変わりないが。

　ともあれ――詳しよう細さいは落ち着いたところで、と言って未いまだ一いつ切さいの説明をしていないので、彼女にとっては未だ理解不能な出来事が続いていることだろう。

「今から説明します。なにか質問とかありますか？」

「質問、ね。君、津守君だったわね？　じゃあ、津守君――」

　千紘は視線を落としていたが、不意に顔を上げると、大おお真ま面じ目めな態度でこう言った。

「何なの？」

「先輩、はしょり過ぎです」

　いきなり何なのと訊きかれても、それが何なの、と訊き返すことしかできない。

「…………。それもそうね。ちょっとだけ待って」

　千紘は額に手を当てて、何やら考え込んだ。

（もしかして……結構、混乱してるのか？）

　皆みんなの話で聞く限りの冷静さが少し欠けているように見えた。状じよう況きようが状況だけに仕方ないかもしれないが、こと、千紘に至っては珍めずらしいように思える。

「先輩も動どう揺ようしたりするんですね。いつもこう、クールで動じない気がしていたので」

「……津守君。いきなり見たこともないところに放り込まれて、遭あったことも無い獣けものに襲われたの。一いつ介かいの高校生が泰たい然ぜんとしていたら、そちらの方が不気味でしょ」

　低い声で言って、眉まゆをほんの少し吊つり上げる千紘に、風也はひやりとした。

「え、あ、そ、そりゃそうですよね。すみません。……怒おこりました？」

「別に怒っていないわ」

　とてもそうは見えないのだが、と思ったのだが、ひとまず追つい及きゆうするのはやめておいた。

「それで、ここは一体どこなの？」

「――異世界グリムヴェリアです」

「いせかいぐりむうぇりあ？……異世界ってなに？」

「異なる世界と書きます。なんていうか、常識とか文明とか物理法則とか生態系とか、そういうのをひっくるめてオレ達の居る世界とは何もかも違ちがうのが、異世界です」

「……そんな、ここが別の世界？　信じられるわけないわ」

「なら、訊きますが。先輩、ここへ来るまでに色んな人が居たと思いますが、明らかに日本生まれじゃないと思われる人も、沢たく山さんいましたよね」

「それがどうしたの。外国ということじゃないの？　そっちの方がまだ受け入れられるわ」

「もし仮にここが外国なら――どうして彼かれ等らは日本語で話していたんです？」

　千紘の動きが止まった。口を小さく開く。違い和わ感かんに気付いたのだろう。

「……確かに、そうね。でも、どうして？」

「それを説明する前に、先輩、この世界で目が覚める前に誰かに会いませんでした？」

「誰かにって、別に……あれ、少し待って」

　千紘が額に手を置いた。しばらく唸うなっていたが、

「……そういえば、会ったわ。六、七歳さいくらいの。確か、真っ暗な場所で」

「それ、オレも会ったんですよ。というか、この異世界――グリムヴェリアに来る人達たちは必ず出会うようになっているんです」

「一体、誰なの？」

「神様です」

　答えると千紘が睨みつけてきた。絶対零度の名に相応ふさわしい、凍こごえるような眼まな差ざしだ。

「津守君。何を信じるかは個人の自由だけど、誰の前でも躊躇ためらいなくそういう話をするのは止やめた方がいいと思うわ。忌き避ひ感かんを覚える人もいるだろうし」

「い、いや、あの、ご忠告ありがとうございます。でも別に新興宗教とかそういうことではありません。あれはグリムヴェリアの神様なんです」

「……あくまでも譲ゆずらないのね。いいわ。仮に神様だということにしておきましょう。でも、そのグリムヴェリアの可愛かわいらしい神様は、なぜ私や君の前に現れたの？」

「オレ達をこの世界に呼んだのが彼女だからです。……先輩、女の子から色々と聞きませんでした？　グリムヴェリアのこととかオレ達が召しよう喚かんされた理由とか、後は――その為に与あたえられた『力』とか」

「それは……あれ。そういえば、何か色々と話していたわね。要約すると、この世界を助けて欲ほしい……とか、そういうことだったような気がするけど」

「ええ、そうです。オレ達はこの世界、グリムヴェリアを救うために神様からスカウトされた戦士なんですよ。こっちの人達からは『来訪者』なんて呼ばれてますが」

「そんなバカげた話が……でも、君の言う単語には段々と聞き覚えがある気がしてきたわね。まさか、本当なの？　ここが異世界……？」

　少しずつではあるが信じ始めてきたらしい。千紘の声からは当初のような疑いの色が薄うすまり始めていた。

「とりあえず、現状は把は握あくできましたか？」

　ここを納なつ得とくしてもらわなければ、延々と堂どう々どう巡めぐりをすることになってしまう。

　黙だまり込んでいた千紘は、やがて頷うなずいた。

「分かったわ。ひとまずは呑み込む。でも……どんな訳があるにしろ、いきなり何の覚かく悟ごも無く異世界に来たのよ？　津守君はどうしてそんなに何でもないように振る舞えるの？　元の世界に帰りたいとは思わない？」

「いや、滅め茶ちや苦く茶ちや気軽に帰れますよ。現に今日、オレ、学校が終わってから来ましたから」

　千紘が柳りゆう眉びを顰ひそめる。予想外だったのだろう。来たばかりの頃ころの自分もそうだった。

「先輩、服にポケットとかついてます？　探さぐってみてください」

　千紘は言われた通りに制服のポケットに手を差し込んだ。しばらく指先を動かしていたようだったが、やがて、何かを探り当あてたのかわずかに表情が変わる。

　抜いた掌てのひらの上に載のる小さな緑色の石を見て、千紘が「なにこれ」と首を傾げた。

「転てん移い石せきです。この世界に呼ばれた際、神様からもらうものは四つありまして、その内の一つがそれです」

「転移石って……ああ、神様が言ってたわね。ここと異世界を繋つなぐもの、だったかしら」

「ええ。まあ、ＲＰＧとかの転移呪じゆ文もんと似たようなものですね」

「何を言っているのかさっぱり分からないわ」

「先輩、テレビゲームやりませんか？　あるいは、漫まん画がやラノベとか読んだりは？」

　千紘は首を横に振った。現代日本の若者で漫画もライトノベルもゲームも知らないとは、ある意味で貴重な人材だった。

「ううん。じゃあ、実際にやってみた方が早いかな。握って意識を集中してみて下さい。その時、行きたい場所を思おもい浮かべるんです。ええと、最初は学校の屋上にしましょうか」

　千紘が転移石を握りしめたので、風也も同じように懐から取り出した。

　目を閉じて、千紘が「こう？」と眉み間けんに皺しわを寄せた瞬間――。

　周囲に闇が満ちて、すぐに晴はれ渡わたった。すると、辺りの景色は一変している。

　高いフェンスによって囲まれた向こう、稜りよう線せんの向こうに沈しずみ始めた太陽が、紅くれない色いろの光で住宅街を照らしていた。下のグラウンドからは生徒たちがクラブ活動をする声が聞こえ、午後五時を知らせるチャイムが鳴なり響ひびく。

「……学校の屋上ね」

　千紘は立て続けに自分の身に起こったことへ必死に追いつくように、足元の地面を何度か足で蹴った。

「まさか、現実にこんなことがあるなんて――あれ、君、鎧をつけてなかった？」

　千紘は少し呆ぼう然ぜんとした後で、こちらを見てきた。

「ああ。こっちの世界に戻ると行った時の格好に戻るんですよ。便利でしょう」

「なるほど。さすが神様といったところね。……それにしても、こんなにすぐ帰ることが出来るなんて」

「神様も無む理り強じいをするつもりはないようですよ。だからまあ、気軽なものです」

「確かにそうみたい。でも、それなら一層気になることがあるわ。津守君は、戻ることが出来るのに、どうしてあっちに居たの？」

「ああ。それは簡単な話です。グリムヴェリアが楽しいからですよ」

「……楽しい？」

「はい。オレ、ゲームが大好きなんですけどね。あっちは本当、リアルでゲームみたいな体験ができる場所なんですよ。何せ武器は使えるし魔獣は倒せるし、島を探たん索さくは出来るし。ＦＰＳのオープンワールドやヴァーチャルリアリティどころの騒さわぎじゃありません」

「でも、危険なこともあるでしょ。その、魔獣っていうのが襲い掛かかってきたらどうするの」

「その辺りは神様も考えていたのか、ちゃんと解決してあります。詳細は省きますが、多少のスリリングはあるものの、命にかかわるようなことはありませんよ」

　風也は顔を綻ほころばせ、胸を叩たたいた。

「来訪者は楽しくあの世界を冒ぼう険けんして、その結果でグリムヴェリアの人達は助かる。良いこと尽ずくめでしょう」

「それは、そうかもしれないけど……」

「先輩、オレの目標はね、グリムヴェリアを攻こう略りやくし尽くすことなんです。あの世界には見たことのないものがまだ沢山ある。それらを全て最初に目にするのが夢なんですよ」

　だから、放課後になるといそいそと異世界へと転移しているのだ。それこそ、何よりも魅力的な体験をする為に。

「ワクワクしたりドキドキしたりすることが盛もり沢だく山さんで、もう、夢中なんです」

　千紘は俯うつむいた。こちらからは彼女が何を思っているのかは分からない。

「ただ、先輩は無理しないでいいですよ。さっきも言いましたけど全くの安全というわけではありません。オレみたいな奴やつはともかく、何の理由も無いなら行かない方が無難です」

「でも、私も神様に選ばれたのよね。それなのに、そんなことをしてもいいの？」

「別にペナルティはないんじゃないですかね。オレや先輩以外にもグリムヴェリアに来訪者はいて、何人か会ったことあるんですけど、個人的な事情で引退する奴いましたよ。気晴らしにふらっとまた来た時、話を聞いたら、別に何もないそうです」

「それはまた、随ずい分ぶんと寛かん容ような神様なのね」

「まあ、あっちも無理やりに呼んでるようなものですから。それくらいの配はい慮りよはあるんじゃないですか。なので、嫌いやなら行かなくていいです」

　風也の言葉に、千紘は目を伏ふせ「……そうね」と小さく零こぼす。

「ええ。もし先輩が希望するなら、オレが喜んで案内役を買って出ますけど、ね」

　冗じよう談だん混じりに笑って、風也は頭を下げた。

「というわけで、オレ、そろそろ失礼します。先輩と意外な形で交流できて幸いでした」

「いえ。こちらこそ、色々とありがとう」

　とんでもない、と千紘に手を振って、風也は踵きびすを返す。

「……ワクワクと、ドキドキ……か」

　屋上の扉を開ける間ま際ぎわ、千紘の独り言が聞こえた気がした。




　異世界を攻略する戦士と言えど、現代に帰ればただの一高校生だ。

　風也は次の日、目覚めたばかりのぼけた頭で登校して、眠ねむ気けを誘さそう授業を何とかやり過ごした。昼休みになったところで、空すいた腹を買ってきた弁当で満たす。

「なんつうか、毎日、毎日、暇ひまだよなぁ」

　前の席に座すわっている前まえ崎さきがぼやく。風也とは中学時代から付き合いのある男子生徒だ。

「高校に入ったら美少女が居たり、やたら権力を持った生徒会が学園を支配したり、深夜の学校で密ひそかに化け物と戦う部隊があったりすると思ってたのよぉ」

「漫画とラノベの読み過ぎだお前は」

　風也が苦く笑しようしていると、隣となりの席から別の生徒が振り向いてくる。

　鮎あゆ川かわという女子で、こちらも前崎と同じ時期からの友達だった。

「いやぁ、分かるよ。自分が突然に某ぼう国こくのお姫ひめ様さまだったことが発覚して、護衛のイケメン男子が同級生として転校してくるとかさぁ。学校で大人気の男子五人くらいがあたしを取り合って火花を散らすとか、そういうのを期待したいわけよ、女子高生としても！」

「お前、いっつもそんな妄もう想そうしてるの？」

「そうですが？」

　きりっとした顔で鮎川が言う。彼女も前崎も色んな意味で病やんでいる、と風也は思った。

「刺し激げきがねぇんだよ。おれが毎日、何やってると思う？　ソシャゲ三ざん昧まいだぜ。楽しいけど、なんかこう、もっと青春を謳おう歌かするものがあるんじゃねぇかなぁって思うわけさ」

　前崎が天てん井じようを見上げて嘆なげく。

「いやー、同意だわー。毎日毎日、画面の奥おくに居る恋こい人びとに話しかけてさぁ。まあそれはそれで悪くないんだけど、なんていうか、時折ふっと虚むなしくなるというかさぁ！」

　鮎川と前崎は「だよねー！」と風也の机越ごしに握あく手しゆし合った。が、

「じゃあ、ソシャゲやめれば？」

「「それなら人間やめるわ」」

　こちらの問いかけに声を揃そろえる。いつのまにそこまでの廃はい人じんになっていたのかこいつら、と風也は慄おののいた。

「なんかさぁ、面白おもしろおかしいこと起こらないかねえ？　突然、異世界に召喚されるとか」

「はははは。ないない」

　前崎の言葉にどきりとしたが、感情が面おもてに出ないようにしながら、風也は首を振った。

「ま、そうだろうけどよぉ。そうじゃなくても、ほら、たとえばあの御子戸先輩が突然、おれに声をかけてくるとか」

「いやそれは異世界に召喚されるより確率低いわよ」

　鮎川の突っ込みに前崎が「そこまでかよ！」と机に突っ伏ぷす。

　異世界に召喚された上、千紘に声をかけられるどころか会話すら交わしたと言ったら、彼らはどうするだろう。風也はふと考えたが、もちろん、実行するつもりはなかった。

「わっかんねぇだろ、今にも御子戸先輩が教室の扉を開けて、おれの元へと――」

　前崎が自分の妄想話を続けようとしたその時だった。

　勢いよく教室の扉が開き、生徒達のざわめきが一いつ瞬しゆんにして途と絶だえる。

　何事かと風也が顔を向けると――そこには、御子戸千紘が立っていた。

　彼女は教室中をその鋭い眼差しでゆっくりと見み渡わたし、ある点で動きを止める。風也達が居る方向だった。更さらには迷いも無く歩き出すと、真っ直ぐこちらに近付いてくる。

「お、おいおいおい！　まじかよ、夢だったのに、夢じゃなかった!?　御子戸先輩！　そんな、先輩がおれのことを想おもってくれていたなんて――！」

　前崎が歓かん喜きの表情で両手を広げた。が、千紘は前崎に対して、

「悪いけど、あなたに用はないの」

　一刀両断した。加えて極ごつ寒かんを宿した視線に真っ直ぐと射い貫ぬかれた前崎は、胸を押さえる。

「そ、そうですよねー！　おれなんかに、おれみたいなゴミに先輩から用事なんて！　ああ、でも、その路みち傍ばたに転がる邪じや魔まな石を見るような目、なんだか、癖くせになりそう……！」

　風也は、こいつそっちのケがあったのかと思っていたが、周りに居る何人かも彼と同じような反応を示している。千紘の眼差しには、人に何かを目覚めさせる効果があるようだ。

「津守君、放課後に予定がないなら少し付き合ってくれないかしら。校門の前に居るから」

「え!?　あ、は、はあ。別に構いませんけど」

　急に振られた風也が答えると、千紘は「それじゃ」と来た時と同じように堂々と帰っていった。

　教室内には、相変わらずの静せい寂じやくが満ちている。

　が、間もなくそこかしこで囁ささやき声が聞こえてきた。

「おい、御子戸先輩が津守を誘ったぞ。あの御子戸先輩だぞ。侵されざる聖域が!?」

「ありえない……天上の美姫が下々の者に興味を持つなんて。どういうこと？」

　鮎川が、興奮した様子でこちらに身を乗り出してくる。

「ね、ねえねえ、ねえねえねえ。風也、御子戸先輩とどういう関係？　主従を結んだの!?」

「なんでオレが先輩の従者になるんだよ……」

「じゃあもしかして、恋人同士とか!?　うっそー！」

　他の友人と共に黄色い声を上げる鮎川。

「違う違う、そういうことじゃないって！」

　慌あわてて否定したが、既にクラスメイト達は完全にそうと思い込んでいるようだ。興きよう味み津しん々しんといった眼差しを送ってきた。無理もない。絶対零度の女帝が誰かに自ら声をかけたことなど、今まで一度たりとてなかったのだから。

「くっ……ぐっ……津守いいいいいいいいいいいいいっ！」

　突然、前崎が立ち上がって制服の襟えり首くびを掴つかんできた。

「お前！　いつから！　いつからー！　くっそおおお！　だが！　だがあああ！」

　こちらから手を離すと、前崎は敬礼する。

「嫉しつ妬とは見苦しい！　ここは血けつ涙るいを呑んで友人の春を応おう援えんしよう……！」

「おお！　前崎！　いいよ、あなた、いいよ！　男だね！」

　鮎川が盛大な拍はく手しゆを送ると、クラス中がそれに倣ならった。風也も感動する。

「前崎……お前、良いい奴だな。でもそういうことじゃないって。ちょっとした縁だよ」

「なんだよ、ちょっとした縁って!?　そのちょっとした縁はどこで売ってるんだ!?　いくらで買えばおれも結べるんだ!?」

「落ちつきなさい、前崎。言っている意味が謎過ぎる」

　鮎川がとりなす。風也は、どうにも厄やつ介かいなことになったと心中でため息をついた。

　その後もクラスメイトから様々な御子戸先輩との勘かん繰ぐりを受けながら、どうにか全てを流し、ようやく放課後になった。

　このまま居ても質問攻ぜめに遭うだけだと思い、風也は帰り支じ度たくをすると、教室を出る。

「どこへ行く津守いいいいいい！　さては先輩とデートだなああああ！」

　前崎からの怨えん嗟さの声を背に走り、息を切らせながら校門へと着いた。

　既に千紘は立っていて、こちらの姿を見かけると声をかけてくる。

「どうしたの？　随分と疲つかれているみたいだけど」

「……先輩があんなところでオレに話しかけてくるから、えらい目に遭いましたよ」

「何か不味まずいことした？　君と接せつ触しよくするのは、教室が一番都合が良いと思ったんだけど」

「いや、あの、先輩、自分の立場を分かってます……まあいいか」

　説明すると長くなるだろうと思って、やめておいた。恐おそらく千紘は自分が高校でどう思われているか知らないのだろう。

　ひとまずここは人目につくので、風也は千紘を連れて、少し離れた公園まで歩く。

　誰もいないことを確認して、一つだけあったベンチに二人で腰かけた。すると、

「……ねえ、津守君。君、今日、グリムヴェリアに行くつもり？」

　千紘が開口一番、質問してくる。やや面食らったものの、風也は素す直なおに答えた。

「ええ。習慣みたいなものですから。……ひょっとして、オレを止めようと思ってます？」

　無む茶ちやは止めなさいと忠告をしにきたのかもしれない、と風也は思ったのだ。確かに言葉だけではあの世界が大体は安全であると理解できるわけではない。その上で心配になった可能性はあった。

　千紘は何も言わず、ただ、こちらを見つめてくる。が、それだけでも妙みように圧あつ倒とうされてしまう。彼女が漂わせる、言い知れぬ威い厳げんからくるものかもしれない。

（ぐっ。な、なまじ顔が整っているだけに迫はく力りよくがあるな……でも……オレは負けないぞ！）

　風也は気合を入れ、少ない勇気の貯金を全て引き出した。

「い、いや、先輩！　お気き遣づかいは嬉うれしいんですが、本当にグリムヴェリアは――」

「私も一いつ緒しよに連れて行って欲しいの」

「……はい？」

　反射的に訊き返してしまう。それほどに想定外の要求だった。

「私もグリムヴェリアに行こうと思うの。でも、まだ不慣れでしょ。だから君に指導をお願いしたいんだけど。ほら、前に案内役を買って出るって言ってくれたから」

　分かり辛づらいと思ったのか、千紘は詳くわしく話し始める。だが、そういうことではなかった。

「ま、待って下さい。言いましたけど、先輩、本当に行くんですか？　どうして？」

「行きたいからよ。だって楽しいんでしょ？　あの世界は。君が言ったことじゃない」

「そりゃ、確かにオレにとっては楽しいですが……」

　どういうつもりなのだろうと思いつつ、風也は続ける。

「先輩、ゲームや漫画に興味ないんでしょう？　だとしたらオレと同じ気持ちにはなれないんじゃないかと思うんですけど」

「いつ、私がゲームや漫画に興味が無いと言ったのよ。知らないだけよ」

「え、そ、そうだったんですか？　じゃあ、あるんですか!?　興味！」

　千紘が頷いた。意外だ。意外過ぎた。風也はつい、まじまじと千紘の顔を見つめてしまう。

　こちらの様子に彼女は「……なによ」と少し怪け訝げんそうな表情を見せた。

「ああ、いや。すみません。まさか先輩がそういう趣しゆ味みを持っていたとは……」

「どう？　無理にとは言わないわよ。君に迷めい惑わくがかかりそうなら、私独りでやってみる」

　風也は立ち上がって、制服のポケットから、転移石を取り出す。

「いえ、構いません。あの世界へ先輩が行ってみたいというのなら、大だい歓かん迎げいです」

「……本当？　ありがとう。お願いね」

　千紘も同じように腰を上げると、こちらの手を取った。冷やりとした体温と柔やわらかな感かん触しよくに、風也の胸が高鳴る。

「い、いえ……それじゃ、早さつ速そく、行きましょうか」

　まさかこんなことになろうとは、予想もしていなかった。あの御子戸千紘と行動を共にする――正直なところ、異世界に呼びだされた時よりも、信じられない気持ちが強い。

　千紘と風也は取り出した転移石を握り、目を閉じた。

　そして、異世界グリムヴェリアへと、二人で飛ぶ。現れた先は、だだっ広い場所だった。

「……ここは本当に元いた世界とは違うところなのね、津守君。つまり、あなた以外で同じ学校の生徒は居ないと」

　周囲を見回していた千紘が呟く。

「へ？　あ、ああ、多分、そうなんじゃないかと思いますが」

　彼女が何を言いたいのか分からずに、風也が眉を顰めていると、

「……った……」

　不意に千紘が声を漏らした。次いで彼女は身を屈かがめ、急に震ふるえ始める。

「先輩？　どうかしました？　気分でも悪いんですか？」

　急な変化に風也が戸と惑まどった――直後。

「やったああああああああああああ！　自由だああああああああああああああああ！」

　突如として大声を出すと、千紘は両手を広げて勢いよく天を仰あおいだ。加えてそのままのテンションで振り返ると、こちらの両りよう腕うでを掴んで迫せまってくる。しかも全開の笑え顔がおで。

「ねえねえ！　それで今日は何するの!?　どんなことするの!?　冒険、冒険的な!?　あ、それともまずは腹ごしらえ？　異世界スイーツ!?　がっつり異世界飯!?　どうする、どうするの、津守君!?　自由！　何をするのも私達は自由よ!?」

「せ、せ、先輩!?　いや、っていうか、先輩ですか!?」

　先程までのクールビューティーさが砂上の楼ろう閣かくの如ごとく消え去って、あるのはテンションマックスの無む邪じや気きな女子高生だった。

「先輩よ!?　私、君の先輩！　御子戸千紘っていうの、宜よろしくね！」

「いや知ってますけど！　なんですかそのノリ!?　無理してません!?」

「してないわ！　全然してない！　寧むしろこっちが素す！」

「そうなんですか!?」

　あまりに普ふ段だんと違い過ぎる。一体何があったらそうなってしまうのだろうか。

「あのね、私、小さい頃から父に、家いえ柄がらに相応ふさわしく常に上品かつ冷れい徹てつであれって言われてたのよ。だから学校や家では何事にも動じない優等生である風を装よそおっていたわけ。でもここには誰の目もないでしょ？　だから気を遣つかう必要もないって寸法よ！」

「な、なるほど。そういうことだったんですか。先輩も大変ですね……」

「そうよ、大変なのよ！　漫画もラノベもゲームも全部、ぜんっっぶ、触ふれたくて触れたくてたまらなかったんだけど、世せ俗ぞくに塗まみれたものは御子戸家の人間に必要ないって、父に許してもらえなくて！　だ・か・ら！　異世界でくらいはっちゃけるわよ。いい!?」

「え、ええ、別に構いませんが……あの、オレがバラすとか思わないんですか？」

「……。……ああ!?」
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　千紘は、しゃがみこんで頭を抱かかえる。

「嬉し過ぎてその可能性を忘れてた……」

　アホですかあなた。思わず口にしかけた言葉を、風也は呑み込んだ。

「いや、まあ、言いませんよ。先輩も困るでしょうし」

「本当？　本当ね!?　約束よ？　嘘うそついたら、煮にえたぎった鉛なまりを呑んでもらうからね？」

「嫌ですよ恐こわいな!?　針千本よりリアルで本当にやられそうですよ！」

「嘘よ。でも、言わないでくれると有あり難がたいわ」

「分かりました。絶対に言いません」

「じゃあ、指切りしましょ」

　言って千紘が立てた小指を差し出だしてきた。年上の異性と肌を触れ合あわせることに風也が戸惑っていると、彼かの女じよは構わずにこちらの指に絡からめてくる。冷たい感触に胸が高鳴った。

「……よし！　じゃあ、このグリムヴェリアとやらを堪たん能のうしてやろうかしら！」

　千紘は前を向き、颯さつ爽そうと歩き始めた。

（ぜ、全然知らなかった。先輩、本当はあんな風に笑える人なんだな……）

　いつもは近寄り難い雰囲気がある分、ギャップがあり過ぎて夢でも見ているようだ。

（……でも今の先輩の感じも悪くないな。いや、それどころか、良い）

　目を見張るほどの美人なのに、幼い子どものようにはしゃぐ姿は、妙に愛らしかった。

「ねえねえ、これは誰かしら？」

　千紘が立ち止まってある場所を指差す。二人が今居る場所に建物などはなく、中央に美しい女性を象かたどった大きな石像があるだけだった。

「神様ですよ」

　風也の答えに千紘は無言になった。ただこちらに向けられる眼差しが彼女の気持ちを雄ゆう弁べんに語っている。

「分かってますよ。全然似てないっていうんでしょう？　オレもそう思いました。でもこっちの世界の人は神様を見たことがないんですよ」

「それにしたって違い過ぎるわよ！　私達たちのような人から姿を聞いたことはないの？」

「言っても笑って信じてくれません。随分と昔から神様――この世界につけられた名前の元にもなってる、グリムヴェリア神はこの姿だったそうです」

「えええええ。全然納得いかないわねえ。津守君、これから一緒に神の真の御お姿すがたを布教する活動をしない？」

「やめて下さい。罰ばちが当たったらどうするんですか！」

　風也が止めると、千紘はいかにも渋しぶ々しぶといった感じで引っ込んだ。これ以上、グリムヴェリア神のことで議論をしても意味はないと判断したのかもしれない。

「ところで、この間、転移石を使った場所とは違うところみたいだけど」

「ああ。帰った時の場所は任意で決められますけど、転移石でこっちに来る時は必ずここに現れます。危険性とか色々配慮した結果じゃないですかね。いわゆるリトライポイントです」

「りとら……なに？」

「ゲームなんかでやり直しをする時、設定されている場所のことです。ちなみにここは中央大陸の首都レアンカスです。大陸の中でも一番大きい街ですよ」

「そうなんだ。首都ということは国が存在しているの？」

「ええ、幾いくつか。レアンカスがあるのはハインアート王国。と言ってもオレ達来訪者には、国に関して特に関係があるわけじゃないですけど。とりあえず、ついてきて下さい」

　風也は歩き出し、中央広場から放射状に延びる三つの道の内、真ん中を選んだ。

　街には大勢の人間が行き交っていた。旅装をした者から鎧よろい姿の者、大きな荷物を抱えた者、中には馬車を使って移動している者もいる。

　簡易的な造りをした屋台なども多くあって、魚ぎよ介かい類るいを串くしに刺さして焼いたり、スープに仕立てたものを売る威い勢せいの良い声があちこちでしていた。

「へえ、昨日も思ったけど、確かにどう見ても現代じゃないわね。服装や移動手段を見る限りまるで中世ヨーロッパみたい。でも、文化的にそうじゃない部分もあるし……」

　背後で千紘が物もの珍めずらしそうに声を上げた。

「そうですね。オレ達の世界の歴史とはかなり違っているみたいです」

　答えながら風也が足を進めていると、通りがかった男が声をかけてきた。

「よう、カザヤじゃないか。最近の収しゆう穫かくはどうだ？」

「そこそこかな。今日も行くから何かとってくるよ」

「おう、期待してるぜ。お前が島に出ると、いいものを持って帰ってくれるからな」

　男は笑って、「いつもありがとうな」と手を上げると、去っていった。

「今の人、知り合いなの？　津守君、ひょっとして人気者？」

「そんなこともないですけど。まあ、色々やってきましたから」

　曖あい昧まいに言って、風也は更に多くなった人の波を上手うまくかわしながら進んだ。

「いやぁ、それにしても、面白いわね！　行ったことはないけど、遊園地ってこんな感じなのかしら。我が慢まんしないと、ついニタニタ笑っちゃいそうになるわ」

「いいじゃないですか。オレも見てみたいですよ、先輩のそんな顔」

「セクハラよ、津守君！」

「ええ!?」

「冗談よ」

「心臓に悪いこと言わないで下さい」

「ごめん、ごめん。お詫わびに法ほう廷ていでは減げん刑けいを求めてあげるから」

「セクハラで訴うつたえられてるじゃないですか!?」

　風也が突っ込むと千紘はけらけら笑った。本当にいつもの彼女とは別人だ。ほとんど別人格といってもいい。それほど学校では強固な仮面を被かぶっていたということだろう。

（……だったらこっちの世界でぐらい、全力で自分を出してもらった方がいいよな）

　千紘が楽しそうにしているのは、見ているこちらも和なごんだ。だったら、自分がそれにいくらでも付き合おう。風也はそう決心した。

「でも、不思議。言葉はともかく文字は見たことが無い形なのに、前から知っているように読めるわ」

「それも神様の力みたいですね。オレ達が過ごしやすいようにしてくれてるんですよ」

　風也は左右に軒のきを連ねた低い建物の内、赤い屋根のところで足を止める。

　看板には『春はる鐘がね亭てい』と書かれていた。

「来訪者はグリムヴェリアで活動する際、拠きよ点てんとなる店を決めます。大たい抵ていは宿屋か、宿しゆく泊はく施し設せつを用意している酒場になりますね。この春鐘亭は料理が美味おいしくて部屋も清潔なので、人気なんですよ。オレも気に入っていて、こっちに来る時は必ずこの店を利用します」

「ということは、泊とまることもあるということね？」

「場合によっては。来訪者の中には一週間くらい居る人もいますよ」

　観音開きの扉とびらを押おして足を踏ふみ入いれた先には、広い室内に幾つかのテーブルや椅い子すが並んでいた。既すでに客が何人か座って、赤ら顔で陶とう製せいの器うつわを手に一いつ杯ぱいやっている。中身は恐らく麦酒ビールか葡萄酒ワインだろう。

　奥の方にはカウンターがあって、一人の男性がグラスを磨みがいていた。彼かれの後ろには酒さか瓶びんがびっしりと並んだ棚たながある。

「おお、カザヤじゃないか」

　男性が手を止めてにこやかな顔になると、周囲の客がこちらを見て、何かを囁き始めた。

　が、ちらりと視線をやると彼等らは慌てて顔を背そむけて、また酒を飲み始める。

「この店にいる人は皆、来訪者なの？」

「全員がそうではないですが、大体はそうですね。こんにちは、バドさん」

　風也がカウンターへと近付くと、バドは千紘を見て目をしばたたかせた。

「おや？　お嬢じようさんは初めて見る顔だね」

「ええ。この人は御子戸千紘っていうんですけど、今日からこっちで島の攻略を始めることになりました。何かあったらここでお世話になると思います」

「何なに卒とぞ、宜しくお願い致いたします」

　丁てい寧ねいに一礼する千紘を見て、バドは「こちらこそ」と朗ほがらかに笑う。

「あれ、バドさん、ニーナはどうしたんですか？」

　風也の質問に、バドが「ああ」と返してきた。

「ちょっと今、買い物に出てもらってるよ。カザヤが来てたって知ったら、どうしてこんな時にお使いなんて頼たのんだのかって怒られそうだな」

「すみません、また彼女が居る時に来ますから。果実水を二つお願いします」

　注文をすると、風也は空いている机に、千紘と向かい合う形で腰こしかけた。

「ニーナって？」

「この店で働いている子です。バドさんの一人ひとり娘むすめなんですよ」

「ふうん。津守君の彼女？」

「いやいや、ただの友達ですよ」

「からの？」

「だから友達ですって！」

「いずれは？」

「友達です！　なんでそっち方面に持って行こうとするんですか！」

　千紘は長い髪かみを手で払はらって、意味ありげに微笑ほほえんだ。

「それはね――津守君。私が、すごく面白いからよ！」

「……さて、先せん輩ぱいがグリムヴェリアで冒険するというのなら、この世界のことについてお話しする必要がありますね」

「あ、流した！　ひどくない!?」

「今のを流す以外の選せん択たく肢しがあったなら教えて下さいよ！　それで、何から聞きたいですか？　沢たく山さんあってオレもどこから説明すればいいのか判断つきかねるので」

　千紘は少し考えるように俯く。その間にバドが飲み物を運んできたので、風也は料金を渡した。中身を見たまま、千紘が「これはなに？」と陶とう器きを持ち上げる。

「果実水です。数種類の果か汁じゆうを絞しぼって牛乳と混ぜて、蜂はち蜜みつを入れたものですよ。まあ、ミックスジュースみたいなものですね」

　一口飲んで、千紘は目を丸くする。

「美味おいしい！　こういうご当地的なものを口にすると、俄が然ぜん、異国感が出るわね！」

「異国っていうか世界そのものが違ちがうんですが」

「細かいことはいいのよ。……そういえば、例の転移石ってこの世界ならどこからでも帰れるのよね？　なら、どうして初めてあなたと会った時は、船で戻もどってきたの？」

「ああ。先輩に異世界だって実感させるには、こっちの物とか人にある程度は触れた方が納得してもらえるかと思いまして」

　千紘は「ああ、そういうこと」と納得したように顎あごを引いた。

「ふむ。じゃあ、質問ね。まずこの世界がどんな感じなのかを知りたいわ」

　風也はポケットから小さく折りたたまれた羊皮紙を取り出し、机の上に広げる。

「了りよう解かいです。これがグリムヴェリアの世界図です」

　独特の色合いを持つ紙には、大きな陸地を取り囲むように無数の島々が描えがかれていた。

「グリムヴェリアは今、オレ達がいるここ」と、風也は中心にある大陸を指差す。「『中央大陸』と呼ばれるところと、数十の島々によって形成されています。島には食料や生活に必要な資源なんかがあるんですが、恐ろしい化け物も同時に生息しています」

「私が遭あったような生き物のことね。ええと……そう、【魔ま獣じゆう】だったわね」

「そうです。オレ達来訪者の目的は島に渡り、魔獣を退治したり資材や食料を確保して、中央大陸に持ち帰ること。魔獣も解体すれば食えたり生活に必要なものに加工できたりするので、そっちも確保します」

　千紘は首を傾かしげた。

「なぜ私達がそれをするの？　この世界の人達は？」

「もちろん、中には渡と航こうする人もいます。でも極ごく々ごく一部だけですね。グリムヴェリアの人達は皆みんな、平和的で友好的なんですが、逆を言えば争いを極きよく端たんに嫌きらうんです。武器すらろくに持ったことのない人達が大半で、だからオレ達が必要になる」

「なるほど……。この大陸に資源は？」

「昔はあったらしいんですが、今はほぼ尽つきている状態みたいですね」

「それなのに島へ渡らないの？　ふうん。少し……いえ、かなり変わっているわね」

「オレもそう思いました。どうも神様がわざわざ異世界から人を呼びだしている辺り、何かの理由があるとは思うんですが」

　そのことについて神様は何も語っていない。話す必要がないのか、もしくはそうしたくないだけだったのかは分からなかった。

「うん、理解してきたわ。だから津守君はあの時、島に居たのね」

「そういうことですね。……まあ、話としてはこんな感じです。来訪者に関してはまだ色々あるんですが、後は島に渡ったり、その為ために必要なことをしている内に分かってくるかと。というわけで、やるべきことがあるのでそろそろ行きましょう」

　風也は机に手をついて立ち上がり、バドに挨あい拶さつをしてから店を出た。

　酒場を離はなれてからしばらく道なりに行くと、目的の場所に到とう着ちやくする。看板には緑色をした転移石の絵が描かいてあった。

「来訪者の登録所です。名めい簿ぼに書くと証明カードがもらえるので、それで島に渡れます」

　扉を開いて中に入ると、机で細くて背の高い男が本を読んでいた。

「ノットさん、新規の来訪者登録をお願いします。こちらの人を」

「ん？　おー、カザヤ、ひさしぶり。おや、これは綺き麗れいな人だなぁ。カザヤの恋人かな」

「そうです」

　速そつ攻こうで千紘が肯こう定ていする。

「ちょっ、いや、否定して下さいよ!?」

「あら、別にいいじゃない。ニーナって子が彼女じゃないなら私でも」

「そ、そういう問題でもないですよ、大体、先輩はオレなんかでいいんですか!?」

「もちろんよ」

「…………」

「……ご、ごめん。ちょっとからかおうと思ったんだけど、そんな、本気の顔するなんて」

「え、ええ!?　いやそんな、ほ、ほ、ほ、本気だなんて、べ、べ、別に、そんなんじゃないですし！　全然ですし！　どこでそう思ったのか不思議だしいやぁ先輩って本当に良く分からないなぁ！　オレは全然まったくそんなじゃないのになぁ！　ははは！」

　まくしたてながら全身に脂あぶら汗あせが流れる風也だった。

「なんか面白い組み合わせだねー。登録了解。美人さん、お名前は？」

「御子戸千紘と申します」

　ノットは頷うなずき、引き出しから取り出した帳ちよう簿ぼを開いて、ペンで『ミコトチヒロ』と書いた。次いで別の引き出しから名めい刺し大だいの羊皮紙を出すと、そこにも名前を記し、傍そばにあった蝋ろう燭そくの蝋を垂らす。固まり切らない内に判子を押すと、転移石の絵が写された。

「はいこれー。来訪者であることを証明するものねー」

　渡わたされた紙を千紘は受け取り、「ありがとうございます」と一礼する。

「これを使うのは、船に乗る時だけなの？」

　店を出たところで、千紘が証明カードを裏返しながら訊きいてきた。

「いえ、他にも特典がありますよ。島を探索する際に必要な道具とか防具とか安く買えたり、食事代や宿しゆく泊はく代だいも割引になります」

「随分とサービスがいいのねぇ」

「こっちの人達たち曰いわく、自分達が生活出来ているのは来訪者のおかげだからだそうです」

　納なつ得とくしたように、千紘は頷く。

「ところで今、防具って言ったけど、来訪者以外でも防具を使うの？」

「ええ。さっき、一部の人も島に渡ったりするって言ったでしょう。ただ危険なので基本的に来訪者以外の渡航は歓かん迎げいされてなくて、防具なんかも結構高値で売り付けられるんですよ。それを売るということは、無む謀ぼうさに手を貸すということなので」

「ああ。ハードルを高くして挑ちよう戦せんできなくしているのね」

　そうです、と答えて風也は足を止めた。目の前には鎧の絵が描かれている店がある。

「というわけで、これから先輩の防具を揃えます。一応、身に着けるものがなくても攻こう撃げきは受けないようになっているんですが、念ねんの為ですね」

「身に着けるものがなくても攻撃を受けない？　どうして？」

「まあ、それは後で説明するってことで。――お久ひさし振ぶりです、ルマさん」

　風也は扉を開けると、奥のカウンターに座っていた女性店員に挨拶した。

「あらぁ、カザヤちゃん。来るならそう言ってくれればいいのに。あたしにも心の準備ってものがあるのよ？」

「どうしてです？」

「だって、カザヤちゃんが来店するなら、もっと胸むな元もとが開いていて、生足が見えるような衣装に着き替がえないといけないじゃない」

「ど、どういう意図ですか！」

「うふふ、分かってる癖に」

　ルマは嫣えん然ぜんと微笑んだ。彼女はたまにこういった、反応に困ることを言ってくる。

「……ええと。こちら、御子戸千紘さん。オレと同じ来訪者で、今日から攻こう略りやくを始めますから。女性だし、出来るだけ軽い防具を用意してくれませんか」

「ふうん？　分かったわ。でもその前にちょっと質問いいかしら？　そのチヒロちゃんは、カザヤちゃんの恋人？」

「……へ？　い、いや、どうしてですか？」

　先さき程ほどと同じ質問をまた受けたせいで、風也はつい、気の抜ぬけた声を上げてしまう。

「決まってるじゃない。それによってあたしの対応も変わってくるからよぉ」

「ええええ。どうしてそうなるんですか」

「い・い・か・ら。重要な問題なので早く答えて」

「そうで――むぐっ」

　風也は答えそうになった千紘の口を手で塞ふさいだ。また同じ展開になっては困る。

「い、いや、恋人とかじゃないですよ。全然。学校の先輩です」

「むぐもがぐぐまが」

「あら、なにかそちらの美人さんが重要なことを伝えたい素そ振ぶりを見せているけど？」

「気のせいです、気のせい」

　千紘の眉まゆ尻じりが下がった。無念といった感情がこちらに伝わってくる。

「まあ、いいけどぉ。ガッコウというのは、そっちの世界で勉強をするところだったわよね。そういうことなら、いいのよ。今後とも、うちの店を宜しくね、チヒロちゃん」

「……ええ、宜しく」

　ようやく風也の手から解放された千紘は顔を背けて返す。ルマからは見えないが完全にむくれていた。

「じゃ、ちょっと待っててねぇ。見み繕つくろってくるから」

　ルマは腰をくねらせながらカウンターを離れて、店内に置かれた防具を選び始める。

「先輩、なんでそんなに、その、オ、オレの恋人宣言したいんですか」

　風也は小声で千紘に話しかけた。

「せっかくの異世界よ。どうせだから危険な要素も入れたいじゃない」

「オレを巻き込まないで下さい」

「……そうね。私みたいな女が彼女じゃ、津守君だって迷惑よね」

「え!?　あ、いや、そういうわけじゃなくて、嬉しいっちゃ嬉しいですけど、でも」

「って言って男の心を惑まどわす女って、結構計算高いから気を付けなさい」

「……あ、はい」

　風也が頷くと、千紘は「宜しい」と笑って頭を撫なでてきた。どうにも上手く掌てのひらの上で転がされている気もする。ただ、遠い存在であったはずの彼女とこういう何でもない掛かけ合いをしていることが、なんだか新しん鮮せんであり、同時に面白くもあった。

「ところで、あのルマって人、いつもああなの？」

「いや、知り合いに聞くところ、オレ以外はごく普ふ通つうの接客態度らしいんですけどね。まあ、オレより歳としが六つ上だし、姉が弟をからかっているようなものだと思うんですが」

「……や、まあ、その可能性もあるけど、ね」

　千紘は意味ありげに息をついた。風也が眉まゆを顰ひそめていると、

「お待たせぇ。女の子だと、この辺りがいいんじゃないかしら」

　帰ってきたルマがカウンターの上に、台車で運んできた幾つかの鎧を並べ始める。

「どれも胸と肘ひじ、それに腰と足の一部だけを守るものだけど、来訪者さんだと十分だと思うわ。でもお勧すすめは、こ・れ・よ」

　と言ってルマが持ち上げたのは、繋つなぎ目めが細い金属になっていて、胸の部分だけを覆おおう形になっている鎧だった。おまけに下は際きわどい角度で大事な部分を隠かくすだけになっている。

「見た目に比べると、とっても頑がん丈じようなんだから」

「なにこれ、すごい！　服の上から着るの？」

　千紘がしげしげと眺ながめながら問いかけた。するとルマは笑顔のままで、

「なに言ってるのよ、チヒロちゃん。素す肌はだに直接身に着けるに決まってるじゃないの」

「ビキニ鎧でしょそれ!?　ダメダメダメ。先輩はそんなの装備しません！」

　思わず風也は突っ込んだ。

「えー。いいと思うんだけどねぇ。動きやすいわよ？」

「動きやすければいいってもんじゃないですよ」

「お手軽に痴ち女じよにもなれるしぃ」

「お手軽に痴女になってどうするんですか！」

「津守君、私、これにするわっ！」

「先輩も生き生きとしないで下さい！　ダメです！」

　目を輝かがやかせながら露ろ出しゆつ度どの高い鎧を手にする千紘に、風也は盛大に首を横へ振ふる。

「えー。どうしてよ。どう見ても日本じゃ着れない衣装よ」

「外国でもどうかと思いますが、先輩、恥はずかしくないんですか？」

「恥ずかしいけど、その恥ずかしさが、段々と癖になっていくかもしれないじゃない！」

「特とく殊しゆな道に逸それることを望まないで下さい！」

　とりあえずそれは除外、と手で押しのけた。ルマは「おすすめなのにねぇ」と口を尖とがらせて、持っていたビキニ鎧を仕し舞まう。

「むうううう。津守君の、けち」

「ケチとかそういう問題じゃないですよ……それに先輩の肌はだを大多数の前にさらすとか、嫌いやですからね、オレ」

「えっ……そ、それは、オレの前でならいいって、そういうこと？」

　千紘が不意に頬ほおを赤らめるものだから、風也は動どう揺ようする。

「そ、そういうわけじゃないですよ!?　あ、いや、そういうわけもあるのかもしれないという感じがなきにしもあらずなりけりだとは思ったり思わなかったり……思ったり」

「……ちょっとあるんだ」

「そ、そりゃありますよ！　先輩のそんな姿！　見たいです！」

　思わず勢いで本音を口にしてしまうと、千紘は目を何度か瞬まばたかせ、

「そ、そうなの。ええと……ありがとう」

　軽く咳せき払ばらいして、頭を下げる。顔はまだ赤かった。こちらも照れくさくなってくる。

「あらー。やっぱり二人とも付き合ってるじゃないの？」

　ルマが興味ありそうな顔をするので、風也は「ち、違いますって！」と否定する。

「でもあんな鎧で、どうやって身を守るのかしら？」

「……いや、守れませんよ。あれ、多分、ルマさんの趣味で置いてるだけです」

「身を守れない防具なんて、なんの為に作るの？」

「それはまあ、あの、戦い以外で夜のプレイっていうか……」

「夜のプレイ？」

「なんでもありません。ルマさん、これを下さい」

　風也は千紘でも体の負担にならないと思われる、胸当てと肘ひじ当あてだけの防具を指した。ルマは「かしこまりましたぁ」と料金の計算をし始める。

「ねえ、夜のプレイって？　ねえねえ」

　上手く流そうと思ったのに、千紘は尚なおもこちらの服の裾すそを引っ張ってくる。

「気にしなくていいですよ。先輩には一生関かかわりのないことですから」

「そんなこと、分からないでしょ。君といつかそのプレイをする時が来るかもしれないし」

「き、来ませんよ!?」

　来たら嬉しいけど、と思いつつ、風也は声を上うわ擦ずらせた。

「お待たせ。全部で二千ガルスになるわ」

　これ以上ここに居ては不味いことになる気がする。風也は懐ふところから取り出した革かわ袋ぶくろから、紙し幣へいを二枚取り出して置いた。

「それじゃ、どうも。また来ます」

　鎧を持って、二人で急ぎ、店を出る。

「ね、さっき払っていたのって、この世界のお金？」

「ええ、そうです。見ますか？」

　立ち止まって、風也は革袋から数枚の硬こう貨かと紙幣を取り出した。

「ガルスっていうのはグリムヴェリアで流通しているお金の単位です。硬貨は百まで、紙幣は五百から千までありますね。大体、日本円に換かん算さんして十倍くらいです」

「なるほど……さすが異世界ね。こちらの世界の通貨とは似て非なるものだわ」

　感心したように頷いた後で、千紘はふと気づいたように顔を上げた。

「日本円に換算して十倍ぐらいって……なら、その鎧、二万円もするの？」

「そういうことですね。これでも来訪者価格でかなり安くなってるんですよ」

「そう。分かった。今、日本のお金しかないけれど、払っておくわね」

　千紘が財さい布ふを取り出したのを見て、風也は制止する。

「いいですよ。オレの奢おごりってことで」

「後こう輩はいにお金を出させる訳にはいかないわ。後でそれを口実に物もの凄すごいことを要求されるかもしれないしね」

「しませんよ！　人をなんだと思ってるんですか」

「ジョークよ。でも、大だい丈じよう夫ぶ。それくらいなら持っているから」

「そういうことじゃなくて……今回は先輩へプレゼントします。来訪者になったお祝いとして。ここではオレが先輩ですからね」

　風也の言葉に千紘は少し戸惑っているようだったが、やがて、財布を仕舞い直した。

「そう……なら、遠えん慮りよなく貰もらうわ！　ありがとう、津守君」

「どう致しまして。似合うといいんですが」

　こちらが渡した防具を、千紘は受け取った。しかしすぐによろめいて後ろに下がる。

「うわ、意外に重いのね！　ところでこれ、どうやって着けるのかしら」

「あ、そうか。分かりませんよね」

　自分の時は別の来訪者から教えてもらったんだった、と思いながら、どうしたものかと思おもい悩なやむ。

「ねえ、津守君。悪いけど、着けてもらえないかしら」

「……え！　オレが!?　いいんですか!?」

　それはつまり千紘の体にいやおうなしに触れることなるのだが、と思っての確かく認にんだったのだが、彼女は瞬きを一つするだけだった。

「ええ。君が不ふ愉ゆ快かいでなければだけど。……あ、もしかしてエッチな想像してなかった？　ダメよ、そういうのは。お姉さん、許さないから」

　言って、妖よう艶えんな笑えみを浮うかべる千紘。顔の造りが整っているだけに、そうすると驚おどろくほどの色気が醸かもし出される。

「え、ええ!?　し、してませんし！　全然してませんし本当に！　ふ、ふ、不愉快など、とんでもない話ですが！　了解です。不ふ詳しよう、私わたくしめが着けさせて頂きます！」

「なぜ不必要にかしこまるのか分からないけれど、頼むわね」

　風也は深々と深呼吸をすると、気合を入れ、千紘から渡された鎧を手にとった。彼女の後ろに回って、胸当てを固定する。指先が震えてしまうのは致し方かたないことだった。

　更さらに留め金が上手くはまらずに、つい手で軽く押しながらやることになった際、妙みように服の下に硬かたい感触を感じると、

「あ。……えーっとね、津守君。少し手の位置をずらしてもらってもいいかしら」

「え？　どうしてですか？」

「そこ、下着があるところだから。さすがに恥ずかしいわ」

「おうわっ!?」

「それとも、後々の勉強の為に、ちょっと外してみる？」

　顔をこちらに向けて、口元を緩ゆるめる千紘。

「いいいいえいえいえいえいえいえいえとととととんでもない！」

　素すっ頓とん狂きような声が喉のどの奥おくから出て、急いで留め金を嵌はめると、風也は凄すさまじい勢いで下がった。自然と土下座の体勢になる。

「すすすす、すみません！　腹切ります！」

「ちょ、ちょっと、腹は切らなくていいし土下座もやめて。ごめんね、ありがとう」

「ととと、とんでもない！　あの、じゃあ、肘の方をやらせて頂きます……」

　今度は慎しん重ちように、と心がけ、どうにか無事、風也は肘当ての装着に成功した。

「……終わりました」

　自分の体を見下ろした千紘は、やがて、くるりとその場で一回転する。ふわりと制服のスカートが優ゆう雅がに舞まった。

「ありがとう。とても良いい感じよ！　でも、この格好じゃ派手な冒ぼう険けんは出来ないかしら。汚よごれてしまうかもしれないわね。下着が見えてしまうかもしれないし」

「ああ。そうですね。でもまあ、今日のところは簡単なものにしますから、そこまで気にしなくても良いかと」

「うん。次回はきちんとした服を着てくるわ。……でも、改めて嬉うれしいな」

　千紘の言葉に、風也が首を傾げていると、彼女は続けた。

「学校では完かん璧ぺきな優等生を演じなきゃいけないから、こんな風に誰だれかと気軽に話をすることが出来ないのよ。自分の感情を面おもてに出さないよう努めると、自然に顔の筋肉を動かすのも最低限にしなきゃいけないし。そのせいで無表情っぽくなって、近寄り難がたいって思われてるみたい。おかげでいつも一人よ」

「え、じゃあ、たまに人を睨にらんでいたりするのも、その影えい響きようで？」

「……別に睨んでるつもりはないのよ。でも、冷徹に接しなきゃ、接しなきゃって思う度たびに、どうしたって顔がそうなってしまうのよ。いつも申し訳ないと思ってるんだけど」

　頭を抱えて嘆なげく千紘。では、自分や前崎に対した時の態度もそうだったというわけだ。

「ねえ、やっぱり私、嫌われてるのかしら？　恐い女だって思われて、避さけられたりするんじゃない!?」

「い、いえ、そんなことはないと思いますよ!?」

　むしろその行動がファンを増やしているところもあるのだが、ひとまずそこは黙だまっておくことにした。

「でも、あの、友達とかは？」

「クラスメイトは話しかけてくれるけど、深い付き合いをしてるわけじゃないわね。今はもう慣れたけど、たまにすごく寂さびしくなったりもする」

「それ、全すべてお父さんの言いつけのせいですよね。ちょっと酷ひど過ぎると思います！」

　風也が憤いきどおると、千紘は苦く笑しようした。

「そうね。でも御子戸の家に生まれた以上は仕方がないわ」

　次いで、そっと目を閉じると、

「だけどここ――グリムヴェリアに来た時、思ったの。誰も私を知らない場所なら、やり直せるんじゃないか。ずっとしたかった冒険や友達作りが出来るんじゃないかって。だから後先考えずに突つっ走ぱしって、君に声をかけたのよ」

「……そうだったんですか……。なら、こっちに召しよう喚かんされたのは幸運でしたね」

「とてもね。だから私、頑がん張ばろうと思うの！　津守君、色々教えてもらえると助かるわ！」

「もちろんです！　グリムヴェリアに関することなら何でも訊いて下さい」

　顔の前で拳こぶしを握にぎって見せると、千紘は深く頷いた。

「それじゃあ、防具も揃そろえることが出来たし、いよいよ島に行ってみましょうか」

「ええ、お願いするわ！　ううう、テンション上がってきたーっ！」

　心底から嬉しそうに言って、千紘は両手を上げる。そんな姿を見ていると、先程聞いた彼かの女じよの事情と相まって、風也自身も高こう揚ようしてきた。

　風也は手を上げて、千紘とハイタッチする。

「カザヤさん！　みーつけたっ！」

　その時、突とつ然ぜん、風也は誰かに抱だきつかれた。視線を向けるが誰もいない。が、少し下を見ると、そこには少女が居た。

　年ねん齢れいにすれば十三、四歳さい程度だろう。ふわふわした金色の髪をもち、まだ幼さの残る顔つきに、大きな丸い目と焼き立てのパンみたいにふっくらした頬が特長的だった。チェック柄がらの服とホットパンツを思わせるような短いズボンの上から、エプロンをつけている。

「やあ、ニーナ。元気だった？」

「はい！　ニーナは元気です！　すごい偶ぐう然ぜんですね！」

　こちらを抱き締しめたまま、ニーナは顔を上げて、満面の笑みを浮かべた。相変わらず、天てん真しん爛らん漫まんを絵に描いたような人物だ。足元に紙かみ袋ぶくろを置いているところを見ると、買い出だしの帰りなのだろう。

「こんなところで会えるなんて、ニーナ、嬉しいです。これはきっと、運命ですね！」

「そんな大げさなものでもないけど」

「いいえ、運命です。ニーナとカザヤさんはどんな状じよう況きようであっても結び付けられる定め、つまりはですてにーです！」

「ディスティニーね。オレが教えた言葉、覚えてたのか」

「毎日、寝ねる前に復唱していますから！」

　偉えらいな、と風也が褒ほめると、ニーナは誇ほこらしげに目を細めた。

「あ、この子がさっき言っていたニーナちゃんね！　可愛かわいい！」

　しかし風也の隣となりに千紘が立つと、彼女ははっとした顔で少し離れる。

「し、知らない人がカザヤさんの隣に居る！　誰ですか！」

「初めまして、御子戸千紘よ！　宜よろしくね、ニーナちゃん。抱っこしていい!?」

「ダメです！　初めまして！　ニーナです！」

　千紘に挨拶を返すなり、ニーナは風也に向かって手を上げた。

「この方はどなたですか、カザヤさん！　ニーナ、存じ上げませんよ!?」

「オレが居る世界で通ってる学校の先輩。学校は教えたよな」

「はい、ニーナ、知っています。なぜそのセンパイが今ここに？」

「この人も来訪者なんだ。昨日呼ばれた。今日からオレと一いつ緒しよに島を攻略する」
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　風也の言葉にニーナがショックを受けたような顔で、二、三歩、後ろに下がる。

「カザヤさんと一緒に攻略するということは……常に隣に居るということですね……？」

「まあ、そうなるかな」

「はうわっ！」

　急にひときわ大きな声を上げると、ニーナは振り返かえってしゃがみこんだ。

「これは思わぬ危機的状況ですよ……今までカザヤさんが常連にしている宿屋の店員ということで他よりも抜きん出でていたニーナが、初めて追いつかれる……いや、追おい抜かれる相手が登場したかもしれません……」

「ニーナ？　なにぶつぶつ言ってるんだ？」

　様子がおかしいと声をかけた風也に、ニーナが立ち上がり、再び前を向いた。

「ミコトさん！」

「チヒロでいいわ！　ニーナちゃん、頭を撫で撫でしていい!?」

「ダメです！　チヒロさん！　一ついいですか！」

　ニーナは勢いよく指を突き出すと、それを千紘へと向ける。

「ニーナは、カザヤさんがこちらの世界に来て、うちのお店に入ってきてから、ずっとお世話をしてるんです！　右も左も分からなかったこの方に色々とグリムヴェリアのことを教えたんですよ！　そうですよね、カザヤさん！」

「うん。感謝してるよ」

「どういたしまして！　だからこそ、ニーナとカザヤさんはなんていうか、こう、親しいというか、もっと仲が深いというか……そう――ただならぬ関係なのですよ！」

「ニーナ。言い方考えて」

　千紘に大きな誤解を与あたえてしまう、と風也は訂てい正せいを促うながしたが、ニーナは聞く耳を持っていなかった。

「だからですね、ガッコウのセンパイだからといって、昨日今日現れたあなたにニーナとカザヤさんの仲に入り込む余地はないのです。そのことをよく胸に刻んでおいて下さい！」

　立て続けに喋しやべると、ニーナは満足そうに腰に手を当てる。どことなく、どうだ思い知ったか、という謎なぞの勝ち誇りが窺うかがえた。

「そう！　分かったわ！　ところで高い高いしていい!?」

「だからダメですってば！　どうしてさっきからニーナを可愛がろうとするんですか！」

「だって可愛いからよ！　だけどね、ニーナちゃん。君と津守君の間に絆きずながあっても、油断しちゃダメよ！」

「ど、どうしてですか！」

「だって私と津守君は、これからグリムヴェリアでも向こうの世界でも同じ時間を過ごすのよ。つまり倍よ！　倍の速度で絆を深めていくの。君に勝てるかしら!?」

「は、はうわああああああ!?」

　衝しよう撃げきの事実に気付いたかのように、ニーナは目をいっぱいに開いて、後ろに下がる。

「そ、そうでした……ニーナ、迂う闊かつ……！　う……わあああ！　カザヤさああん！」

　突然に雄お叫たけびを上げると、ニーナは風也の後ろに隠れてきた。

「ニ、ニーナを！　ニーナをカザヤさんと同じ世界に連れて行って下さい！」

「いや無理だよ。こっちの人はオレの世界に来られないようになってるだろ」

　転移石を使ったところで効果を発揮しないことは判明している。グリムヴェリア人が地球に来たら大変なことになるので、当然の措そ置ちだろう。

「な、なら、カザヤさんがずっとこの世界に住んだらいいじゃないですかー！」

「無む茶ちや苦く茶ちやなことを言うなよ……」

「諦あきらめなさい、ニーナちゃん。津守君は私のものよ！」

「うわあああああああああん！」

「先輩、ニーナをからかわないで下さい。この子、純じゆん粋すいだからすぐ信じるんですよ」

　ため息をついた風也を、千紘はきょとんとした顔で見てきた。

「いや、本気だけど？」

「ええ!?」

「津守君は私にとって、家族以外で本当の自分を受け入れてくれた、初めての人よ。君との関係はとても貴重なの。だからそれを奪うばおうとするなら、相手がこんなに可愛い子でも本気で対たい抗こうするわよ！　だから覚かく悟ごしなさいよおおお、ニーナちゃあああん！」

「ひいいいいいいい強敵出現んんんんん！」

　ニーナは怯おびえたように風也の腰の辺りへ顔を押おし付つける。

「……ど、どうも、ありがとうございます」

　ストレートに言われてどうにも恥ずかしくなり、風也は俯うつむいた。

「ん？　どうして君がお礼を言うのよ。寧むしろ私の方が言いたいぐらいよ」

「い、いや、まさか先輩にそんな風に言われる日が来るとは思わなくて……」

　全身がこそばゆい感覚に囚とらわれてしまう。

「うううううう。仲が良い。仲が良いよぉ……」

　ニーナはぐすぐすと洟はなを啜すすり上あげる。

「まあ、それはともかくとして、これから私とも親しくしてね、ニーナちゃん」

「むううううううう。……分かりました」

　渋しぶ々しぶといった感じでニーナが答えると、千紘は彼女の頭を撫でた。

「とりあえずニーナ、オレ達たち、これから港まで行くんだけど。一緒に行く？」

　こちらの服に顔を押し付けながらも、ニーナは頷いた。

　三人で通りを歩きながら、しばらく進んでいくと、やがて遠くの方に海が見え始める。

　それと共に、風也達のように鎧よろいを身に着けた者が増え始めた。来訪者だ。

「酒場の時にも思ったけど、来訪者って若いわよね。皆、十代か二十代ぐらい？」

　千紘の推測は当たっている。グリムヴェリア側に来るのは大半がその範はん囲い内ないの若者だ。

「神様が、一番体力のある年代を選別しているんじゃないですかね」

「そういうことね。地球以外から来ている人はいるの？　宇宙人とか」

「さあ、中央大陸も広いですから。今のところ、オレは会ったことありませんが」

　とは言え、相手が誰であってもグリムヴェリアに居る限りは言葉が通じる。たとえ別の星の誰かが交じっていても、人の形をしていれば、こちらでは判断つかないだろう。

「あっれ。カザヤじゃねーか！　ひっさしぶりだなぁ！　ニーナもいるのか！」

　と、不意に短たん髪ぱつでがっちりとした肉体を持つ少年が、こちらに近寄ってきて、体をばんばんと叩たたいてきた。防具は身に着けておらず、右みぎ腕うでのみ巨きよ大だいな鉄の塊かたまりを装着している。それは拳までその形をなぞるように覆っており、甲こうの部分だけが不自然に膨ふくらんでいた。一見するとテレビアニメに出てくるロボットのアームのようにも思える。

「やぁ、宗そう谷やか。偶然だな」

「なんだよ、水みず臭くさいな、トオルって呼べよ！　俺おれとオマエの仲だろ！　はっはっはぁ！」

　少年は尚も繰くり返しこちらの体を叩いてくる。

「うっせーわね、トオル。声のボリューム絞しぼって話せって何度も言ってんでしょ」

　彼かれの後ろからやってきた少女が、心底から嫌そうに顔をしかめて耳を塞いだ。彼女の方は千紘と同じく簡易的な胸鎧をつけており、腰こしにはナイフを一本だけ差している。

「琴こと蕗ぶきも居たのか。二人で一緒に島の攻略をしに行くのか」

「聞き捨てならねーわね、カザヤ。なんであたしがこんな脳のう味み噌そ筋肉声デカ熱血バカと一緒に行動しなきゃならねーのよ」

「物凄い言いようだな」

「はっはっはぁ！　当たってるから何も言い返せないぜぇ！」

　豪ごう快かいに笑い飛ばす少年。それを見て少女は一層、渋しぶい顔になった。

「トオルさん、イズミさん、こんにちは！」

「よぉ、ニーナ！」「相変わらずちっちゃくて可愛いわね、あなたは」

　二人に挨拶をしたニーナは、彼かれ等らから交こう互ごに撫でられ始める。

「津守君、お知り合い？」

　後ろから服を引っ張って、千紘が訊いてきた。

「ええ。二人とも、オレ達と同じ来訪者。宗谷貫とおるに琴蕗泉いずみ。ちょいちょい島攻略の時に一緒になることがあって、年も同じだから仲良くなったんです。春鐘亭にも良く行くから、ニーナも顔見知りですよ」

「ふうん。じゃあ、私と津守君と同じ、コンビの来訪者ってわけね」

「いや、琴蕗が言ってたのは照てれ隠しでもなんでもなくて、本当に彼等はたまたま偶然、一緒になることが多いんです」

「あら、そう。んん、じゃあ、来訪者って大体、一人で行動するの？」

「そういうわけでもないですよ。何人かで組んでることも多いです。二人も別の人と行動することもあるらしいですしね。まあ、そっちの方が島を攻略するのは便利なので」

　千紘に説明していると、泉がこちらに視線を向けてきた。

「ん？　そっちは新人？」

「ええ、御子戸千紘よ！　宜しく！」

　頭を下げた千紘に、泉もまた会え釈しやくする。

「ん、宜しく。あ、こっちの脳味噌筋肉声デカ熱血バカは宜しくしないでいいから」

「おいおいおい、ひっでぇなぁ、イズミ！」

　耳元で大声を出した貫は、泉から「うるせーわよ！」と遠慮なく蹴けられる。

「いってぇ！　いってぇなぁ、はっはっは！」

　朗ほがらかな顔で笑って、一いつ切さい気にしない貫。

「……なんだか面白おもしろい人達たちね」

「ええ、色々と」風也は千紘の言葉に頷きつつ、「ところで二人とも、どこの島に行くの？」

「ああ。第だい一いち島とうよ」

　泉の答えを風也は意外に思った。

「第一島って、オレ達も行くところだよ。でも、あそこは初心者向けだろ。琴蕗達には簡単すぎるんじゃないか」

「そうなんだけど、行きつけにしてる酒場に、第一島にしか生えていない植物が欲ほしいって依い頼らいがあってね。で、向かおうとしたらこのバカに出くわしたってわけ」

　言いながら、泉は傍にいる貫を睨みつけた。

「俺は別の依頼で魔ま獣じゆうを倒たおしに行くんだぁ！　はっはっは！　イズミ、これはひょっとして俺達、運命の赤い糸で結ばれてるんじゃないかぁ!?」

「シンプルに殺すわよ」

「はっはっは！　こえぇ、こえぇ！」

　そういうことか、と相変わらずの二人のやりとりを聞きながら、風也は納得する。

「そっちは新人の指導？　珍めずらしいわね、カザヤが他の来訪者と一緒に居るなんて」

「そうなの？」

　千紘が泉に対して首を傾かしげると、彼女の代わりに貫が言った。

「おう、カザヤはいっつも一人でいるからな！　俺も何度か誘さそってるんだが、なんだかんだで断られるんだよなぁ！」

「あたしもそうよ。だから、誰かとつるむのは苦手なのかと思ってた」

「別にそういうわけじゃないけど……基本的にネットゲームでもソロプレイが中心だったからさ。多分、性に合ってるんだよ」

　風也は言いながら、千紘に顔を向け、

「あ、でも、先せん輩ぱいと一緒に居るのが嫌いやってわけじゃないですからね！　先輩が一人でもやっていけるようになるまで、ちゃんと色々教えますから」

「ええ、ありがとう、津守君」

　千紘が微笑ほほえむと、こちらを見ていた泉は肩かたを竦すくめ、

「ま、よく分かんないけど、頑張ってね。それじゃ、あたしはそろそろ行くから」

「俺も行くぞぉ！」

「だからトオルはついてくんなっつってんのよ！」

「たまたま行く方向が同じなだけだぁ！　はっはっはぁ！」

　貫を蹴りながらも、泉は彼と共に港へと向かって行った。

「あの二人、いつもあんな感じなの？　水と油ね」

「まあ、大体。あれはあれで仲が良いんですよ」

　肩を竦めて、風也は再び歩き始める。が、それからも、

「あっれ、よぉ、カザヤじゃねえか。元気か？　島攻略しに行くのか」

「やぁ。この前の島に居た長おさ、倒したのカザヤだろ？　相変わらずすごいよな」

「えー、あれがカザヤなの！　うっそ、初めて見た！」

「わたしも。意外に普通っぽいんだねえ」

　風也は様々な人間から声をかけられ、物もの珍めずらしそうに噂うわさされることを繰り返す。グリムヴェリア側の人間も来訪者も関わりなく、こちらを見るなり何らかの反応を示した。

「……津守君ってやっぱり人気者なのねぇ」

　千紘が驚いたように言ってくる。

「当然ですよ！　カザヤさんは数いる来訪者の中でも頂点に座する人なんですから！」

　答えようとした風也より先に、ニーナが声を上げた。

「数カ月前にこちらに来て以来、目覚ましい成果を上げ続け、難関と言われた島の攻略に何度も成功しているんです！　その度に持ち帰ってくる資材や食材、価値のある宝物なんかでレアンカスの経済はまさしく右みぎ肩かた上がり！　近く王様から直々に名めい誉よ勲くん章しようが授じゆ与よされるなんて話まであるんですから！」

「へえ！　すごいのね、津守君」

「大したことじゃありません。面白がって夢中になってる内に、そうなってただけです」

　風也としてはゲームのクエストをコンプリートしようとしているようなものだと思っている。その為ため、過か剰じように評価されている現状にはいささか戸と惑まどうところも多かった。

「学校の教室で座すわっている時の君からは、全然想像できないわね！」

「はは。まあ、地味ですからね。特別な取とり柄えもないし」

「何言ってるのよ。人間、肝かん心じんなのは心の強さよ！」

「フォローしてくれるのは有あり難がたいですけど、遠回しにオレの言葉を肯こう定ていしないで下さい」

「……何のことかしら」

　露ろ骨こつに目を逸らす千紘。本当のことだから別に構わないが、と風也は頭を掻かいた。

「でも、君、この世界では英えい雄ゆうなのよね。すごいわ」

　千紘に言われて、風也ははにかんだ。誰に言われるより、彼女にそう告げられる方が嬉うれしかった。

「ううううううううう」

　が、隣で妙に顔を膨らませているニーナが気にかかって注意を向ける。

「なに？　ニーナ」

「……なんでもありません」

　不満げに顔を背そむけるニーナを怪け訝げんに思いつつ、風也は港へと辿たどり着ついた。

　波は止と場ばには幾いくつかの小さめの船が停とまっている。これで島へと向かうのだ。

「いよいよですね、先輩。グリムヴェリア探たん索さく、開始です」

　千紘は全開の笑え顔がおで「ええ！」と頷うなずいた。

「それじゃあ、ニーナ。行ってくるよ。またね」

「はい！　帰ってきたら、絶対にうちの店に寄って下さいね！」

　ニーナに手を振られ、風也達は船に乗り込んだ。

　間もなく出港し、穏おだやかな海を切きり裂さくようにして、軽快に進んでいく。

「それにしても、まさか帆はん船せんで孤こ島とうに向かう日が来るなんて、思ってもみなかったわ」

　物珍しそうに甲かん板ぱんの縁ふちに手をかけた千紘が零こぼした。時折吹ふく潮風が、彼女の長い髪かみをはためかせる。

「……父にバレたらどうなるかしら」

　千紘は呟つぶやいて、少し笑った。自分の叱しかられる姿を思い浮かべたのかもしれない。

「でも、まあ、話すわけにはいかないわね。言っても嘘うそだと馬ば鹿かにされるだけでしょうし」

「ええ。転移石は神様からこっちに呼ばれた人しか使えませんしね」

「そうなのね。あまり多くの人に来られても困るからかしら」

「それもあるでしょうし、人の選別ってこともあるでしょう。悪意を持った人間を呼んでとんでもないことになっても何ですし」

「なるほど、それもそうね。出来るだけ無害な人を召喚しているということか。なら、神様の為にもこの世界のことを誰かに告げないでおきましょうね！」

「ええ。内ない緒しよですね」

「そうね。……二人だけの、秘密よ」

　言って千紘は、細く長い指先を、薄うすい桜色をした唇くちびるにつける。そのどこか悪戯いたずらっ子このような仕草が、彼女の大人びた容姿とのギャップで、妙に魅み力りよく的てきに思えた。

（二人だけの秘密、か……）

　良い響ひびきだ、と風也は噛かみ締める。

　体感的に数十分ほどすると、船は島へと辿り着いた。

　浜はま辺べまで板が出されて、それを渡わたって、二人は無事に降り立つ。

　自分達以外にも何人かの来訪者が居て、彼等はそれぞれ島の奥へと消えていった。

「さて、それじゃあ行きましょうか。ここの魔獣は比ひ較かく的てきに弱い奴やつ等らばっかりなんで、あんまり恐こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶですが、それでも油断していると――」

「すごーいっ！　南国みたいーっ！　ひょーっ!?」

　浜辺へ降りるなり、千紘は全力疾しつ走そうする。

「ちょ、ちょっと！　こっちの話を聞いて下さい！　先輩！　先輩ってばーっ！」

　慌あわてて風也は追いかけた。浜辺を突っ切るとその先には森がある。一歩踏ふみ込めば、鬱うつ蒼そうと茂しげった木々が太陽の光を覆おおい隠かくし、昼なお暗い世界が広がっていた。

「津守君！　魔獣はどこ!?　どこにいるのどうやって倒すの倒すと何があるの!?」

　目を輝かせながら、千紘は森のあちこちに視線をやる。

「魔獣との遭そう遇ぐうを遊園地のキャラを探すようなノリで求めないで下さい！」

「こら、津守君！　遊園地のキャラは倒しても警察が来るだけじゃない！　一緒にしたら魔獣に失礼でしょ！」

「そっちを擁よう護ごするんですか!?」

　荒あらく息を切らせながら風也は言った。

「と、とりあえず落ち着いて下さい。今、色々と説明しますから」

「分かった、分かったから、早く、早く早く早く！　津守君、早く！　ハ、ハアハア！」

　千紘は爆ばく発はつしそうな気持ちを抑おさえ切れないように興奮して、その場で激しく足あし踏ぶみする。本当にこれがあのクールで泰たい然ぜんとした御子戸千紘なのだろうか。学校の連中に言っても百パーセント信じないに違ちがいない。

「だから落ち着いて下さいってば。あの、先輩、来訪者には四つの物が与えられるって言ってましたよね」

「あ、そうね、言ってたわね。一つが転移石だとして、後の三つは何？」

　風也は視線を巡めぐらせる。地面に手ごろな石が転がってるのを発見して、拾い上げた。

「これ、持って下さい」

　投げた石を千紘が受け止めた。何をするつもりか分からないからか、小首を傾げている。

「それをこっちに投げて欲しいんです。思い切り」

「え、でも、そんなことしていいの？　怪我けがするじゃない」

「大丈夫ですから。早く」

　急せかすと、千紘はしばらく躊躇ためらっていたものの、やがては大きく振ふり被かぶった。

「――うりゃあああああああ！」

　同時に、勢いよく石をこちらへと投とう擲てきしてくる。

　風を切った石ころが風也の額を直ちよく撃げきする、その寸前。

　激しい音と共に目の前に障しよう壁へきのようなものが生まれ、それにぶつかった石は、そのまま力無く地面へと落ちた。

「本当に思い切り投げましたね、今!?」

「だって君がそう言うから！　せっかくのチャンスだと思って！」

　なんのだよ、と風也が思っていると、千紘は転がっている石を眺ながめる。

「それより、今の何？　壁かべみたいなものが出来た気がしたけど」

「【守しゆ護ご結けつ界かい】と言いまして。神様の御ご加か護ごみたいなものですね。敵の攻こう撃げきを受けたり、今みたいに不意の事故で何かに傷つけられそうになった時、見えないバリアみたいなものが出てこっちの身を守ってくれるんです」

「……あ。そういえば神様が話してたわ。意識を集中すれば耐たい久きゆう度どが分かる、とか」

「そうです。やってみて下さい。掌てのひらで空間を撫なでるようにしてイメージするとやりやすいかもしれません」

　風也の指示に従って、千紘は何もない場所をそっと手でなぞった。

　すると彼女の右みぎ斜ななめ前まえ辺りに赤い棒状のものが浮かび上がる。

「それが耐久度です。ゲームで言うところのＨＰみたいなものですね。このバーが最後まで減ると、守護結界は壊こわれてしまうから、要注意です」

「壊れてしまうと、傷を受けるようになってしまうの？」

「いえ。レアンカスの広場へ強制的に戻もどされます」

　これはペナルティというよりも、来訪者の命を守るためにという神の配はい慮りよなのだろう。

「だからなるべく気を付けて行動をしなきゃいけません。守護結界の減少に注意を払はらいつつ探索をする。これがグリムヴェリアにおける来訪者の基本的なやり方の一つですね」

「分かったわ！　ところで、この守護結界って来訪者にしか与えられていないの？」

「みたいですね。グリムヴェリア人は使えないって言ってましたから」

「島に渡る物好きな人も？」

「多分」風也は頷きつつ、「絶対数が少ないからってのもあるでしょうけど、どうも、神様はグリムヴェリア側に関してはあまり自ら干かん渉しようしないようにしてるみたいなんですよ」

　来訪者の存在にしても、本来ならやるつもりはなく、何らかの理由による緊きん急きゆう措そ置ちということなのかもしれない。

「で――残る二つは【御み業わざ】と【虫むし籠かご】ですね。こっちは実際にやってみた方が分かりやすいんですけど……」

　風也が話していると、草むらが急にざわめいた。と思うと間もなく、何かが現れる。

　一見すると道みち端ばたに捨てられたゼリーのようだった。着色料を使ったような毒々しい水色をしていて、小刻みに震ふるえている。ただし生命を持っていることを証明するように、なめくじの如ごとく蠕ぜん動どうしながら、少しずつこちらに移動してきていた。

「うわ、なにこれ！」

　不気味な存在に恐おそれを感じたのか、千紘は風也の後ろに隠れる。

「魔獣【蠢く軟体スライム・ゼリー】ですね。丁度いい。これは初心者向けの相手です。先輩、戦ってみましょう」

「え、私がやるの？」

「オレが倒しても仕方ないでしょう。今日は先輩に来訪者としてのやり方を教える為に連れてきたんですから」

「えー。でも、うごうごしていて気持ち悪いし、もう少し普ふ通つうの魔獣にしない？」

「そんなのいませんよ。魔獣は気持ち悪いか恐いか強いか面めん倒どうくさいかのどれかです」

「……大変なのね。でも、やっぱりこういうタイプのものはちょっと」

「先輩、向こうの世界ではともかく、こっちではオレの方が先輩なんですよ。言うこと聞いて下さい」

　あえて強気で言った方がいいだろう、と思って口にすると、千紘は口を尖とがらせた。

「あ、そういうこと言う？　ずるいわよ。津守君。いつからそんな乱暴な子になったの。昔はもっと素す直なおで優やさしく、おぼつかない足取りで、私の後ろをついてきていた癖くせに」

「思い出をねつ造しないで下さい！……ここを突とつ破ぱしなきゃ来訪者なんてやれませんよ。獅し子しは子を千せん尋じんの谷になんとやらというやつです」

　しばらくすると、千紘は軽くため息をついて、前に出る。

　その間もスライム・ゼリーは少しずつ、だが確実にこちらに迫せまりつつあった。

「よぉし。ならやってやるわよ！　さあ、かかってこい！」

　千紘は固めた拳を構えてじっと佇たたずんだ。が、しばらくすると、こちらを向く。

「で、どうすればいいの？」

「なんで今ちょっと出来る感じになってたんですか」

「ノリよ。いいから教えて。ほら、なんか、ちょっとずつ嫌いやな感じで距きよ離りを詰つめて来てるから。このタライモベリーが！」

「スライム・ゼリーです！　なんですかタライモベリーって。不自然過ぎる合成をしないで下さい。ええと、御業を使うんです。敵を倒すぞっ！　という気持ちのままに、意識を集中して下さい」

「と言われても――こう？」

　千紘は手を前に出して、目を閉じた。間もなく、光の粒りゆう子しが空中に現れ、それは集結して一つの形をとる。

　弓だった。と言ってもアーチェリーではなく、日本で使われる和弓のような形をしている。ただし、矢はつがわれていなかった。

「わ、すごい！　なんか出たわよ！」

「弓ですか。先輩には似合ってますね。御業の名前は？」

「えっと……【神しん弓きゆう】だって。頭の中に浮うかんだわ」

　瞼まぶたを上げると同時に千紘は左手に持った弓を構える。続いて弦げんにまるで見えない矢でも握っているかのように右手を当て、ゆっくりと引いた。

　直後、彼女の手に眩まばゆいばかりの輝かがやきに包まれた矢が出現する。まるで、神話の女め神がみが邪じやを払う為に生んだ力のようだった。

「いいですよ。そのまま放って下さい！」

　指導の通り、千紘は手を離はなす。瞬しゆん間かん、矢は勢いよく虚こ空くうを貫つらぬいた。

　が、それはそのまま、スライム・ゼリーの横を素す通どおりする。

「……津守君の嘘つき」

　千紘がワニのように目を細めて睨みつけてきた。

「当たるとは言ってませんよ。最初は難しいです。何度もやって下さい」

「分かったわ！　ええいっ！」

　再び弓を放つ千紘。しかし矢は先さき程ほどと同じくスライム・ゼリーを綺き麗れいに逸それ、地面に突き刺ささって消えた。

「えいえいえいえいえいえいえいえいえいえーいっ！」

　何度も攻撃するが、どれも見けん当とう違ちがいな場所へ落ちては無む駄だ弾だまに終わる。スライム・ゼリーが動いているわけではない。単純に千紘の矢が訳の分からない軌き跡せきを描えがいているだけだ。

「先輩……滅め茶ちや苦く茶ちや下手ですね」

　ついぽろっと本音を口にしてしまい、肩で息をしていた千紘がびくりと体を竦ませた。

「へ、へ、下手じゃないわよ！　初心者！　初心者だからこれは仕方なくて！」

「いや、だとしてもこれはちょっと……あの……なんていうか、個性的な腕うでですね」

「今いま更さらそういうフォロー要いらないから！　ああ、もう、教えてよ！」

　顔を赤くして怒おこる千紘に、風也は頭を掻く。

「と言ってもオレも弓は専門外なんですが……とりあえず落ち着いて、矢の焦しよう点てんを敵の体の中心辺りに向けて下さい。本来なら風向きとか色々あるんですが、御業にはその辺が関係ないので。ただあんまり真ん中ではなくて、少しずれるようにしておいた方がいいです」

　千紘が慎しん重ちような仕草で弦を引ひき絞り――「こんな感じ!?」と撃うった。

　瞬間、風を切った矢が真まっ直すぐと飛び、吸い込まれるようにスライム・ゼリーの体に突き刺さる。魔獣が大きく震え、飛び上がった。

　千紘は警けい戒かいする様に退いたが、急に相手の動きは止まる。

　かと思えば盛大な音を立てて、爆発した。魔獣はバラバラの破は片へんとなって、地面に散る。

「や、やったああああああああ！　やった！　やったわ！　津守君、倒せたーっ！」

　飛び上がった千紘は駆かけ寄よってくると、こちらを抱き締めてきた。甘あまい匂においと柔やわらかな感かん触しよくに、風也の心臓は跳はね上がる。

「ちょっ……あ、あの、先輩!?」

「ねえ、今の見た？　見たでしょ!?　すごいわ、学校の授業なんかよりずっとすごかった！　津守君、教えてくれてありがとう！　君のおかげよ！」

「い、いえ、そんな。おめでとうございます……」

　動どう揺ようしながらもなんとか答えると、千紘はそこでふっと我に返った。

「あ……あら。ご、ごめんなさい。つい」

　頬ほおを染めてこちらから離れると、千紘がスカートの裾すそを握って俯く。そんな年とし頃ごろの女の子らしい反応にも風也は益ます々ますドキドキしてきて、同じように顔を伏ふせた。

　しばらく互たがいに気き恥はずかしい想おもいに沈ちん黙もくしていたが、打ち破る為、風也から口を開く。

「さ、さっきのが魔獣に対して効果を持つ特別な『力』ですよ。人によって持ってるものは違って、オレの御業は【魔ま剣けん】っていいます」

　風也が手を上げると、掌に一ひと振ふりの剣が現れた。装そう飾しよくのないシンプルな造りだ。

「特定の魔獣を倒すと、その能力を基もとにした力を持つ『剣』を使えるようになるんです」

「へえ、すごいのね！」ようやく平静さを取り戻したのか、千紘がこちらの持つ剣を眺めてくる。「これって、幾つも持てるの？」

「ええ。倒した魔獣の数だけ」

「ずるいわね。私なんて、弓だけなのに。交こう換かんして！」

　不満そうに手を差し出してきた千紘に、風也は苦く笑しようした。

「無理ですよ。御業は与えられたものを使うしかありませんから。まあ、確かに他の人に聞く限り、似た御業を持ってる来訪者はいないから、レアなのかもしれませんね。でも先輩の神弓も成長すればもっと強くなりますよ」

「成長？」

「魔獣を倒せば倒すほど、御業は力を増したり、別の能力を使えるようになっていくんです。いわば経験値を積んでスキルの段階を上げていくってことですね」

「はい！　さっぱり分からないわ！」

　千紘に手を上げられて風也は悩なやむ。自分はゲームが好きなので、どうしてもそちら方向に例えてしまうところがある。どう伝えれば彼かの女じよには分かりやすいだろうか。

「ううん。目に見える努力というか。目標が設定されていて、そこに到とう達たつすれば自動的に今より前に進めるんですよ」

「ああ、そういうことね。完全に理解できたわ」

「それはなによりです。オレ達来訪者はそのまま『レベルアップ』って呼んでますけどね。さっきと同じように、守護結界の耐久度を出だしてみて下さい」

　指示に従った千紘に、風也はゲージが表示されているのと別方向を指差した。

「そっちの上下に数字が二つありますよね？　大きいのと小さいの」

「ええ、あるわね。１と10……？」

「上が今の先輩のレベルで、下が２になる為に倒さなきゃいけない魔獣の数」

「10匹ぴきも倒さなきゃいけないってこと？」

「単純にはそうですけど、強い魔獣は弱い魔獣の何十匹分とかにカウントされることもあるから、倒す相手によっては一気にレベルが上がることもありますね」

　なるほど、と頷いて、千紘は目の前に出ていた表示を消した。

「テレビゲームの経験者には分かりやすいんですけどね。先輩もその内に慣れますよ」

「ううん。ゲームってこういうものなのね。なんだか興味深いわ」

　好こう奇き心しんを刺し激げきされたように、千紘は微笑んだ。

「それじゃ、最後の手順に移りましょう。先輩、こっちに来た時、転移石とは別に小さな箱を持ってませんでしたか？」

「ああ、あったわ。これ、なんだろうと思っていたんだけど」

　千紘は取り出した四角形の箱を、掌の上に載のせた。

「ここへ来る前にも言いましたが、オレ達来訪者の目的は島を探索し、食材や資材になるものや宝を中央大陸に持ち帰ることです。魔獣も解体すれば色々と利用できるから、それも運びます。でも、いちいちそんなものを持ち歩いてたら、戦いに影えい響きようがありますよね」

「ええ、そうね。重くて嫌になって全すべてを津守君に任せて自分は楽したくなるわ」

「ならないで下さい！」

「楽になって――やるのよ！」

「真ま面じ目めな顔で決意もしないで下さい。そこでこの虫籠を使うんです。方法は簡単。横についている扉とびらを開いて、手に入れたいものに向けるだけです」

　言われた通りに千紘が虫籠の扉を開く。途と端たんにスライム・ゼリーの欠片かけらが震え、やがては光の球となって、箱に吸い込まれた。

「わっ、掃そう除じ機きみたい。これ、便利ね！」

「ですよね。これは扉を閉じて、『解放』って言葉と共に開くと、中にあるものが外に現れます。ちなみに吸い込む場合は獲え物ものの半径一メートルぐらいにいなきゃダメです。以上が来訪者に与えられた四つの力。ちなみに全部、使えるのは島に居る時だけだから気を付けて下さい」

「ふむふむ。正に神の御お力ちからね。異世界に来ていなければトリックがあると思うところよ」

　確かにそうだ。しかもこれらをやってのけているのが、あのやたらと馴なれ馴れしくて偉えらそうな女の子だというのだから、余計である。

「じゃ、チュートリアルは終わりです。その内に自分で思い出したり分かったりするんですけど、経験者が語った方が理解しやすいでしょうしね」

「ええ、とても分かりやすかったわ。それじゃあ基本も学べたということで、どんどんと先に行きましょう！　ＧＯ！」

　段々とテンションが上がってきたのか、千紘は一人で突つっ走ぱしろうとした。

「ああ、待って、待って！　今日のところはオレの後ろに居て下さい！　さっきも言いましたけど初心者向けの島とは言え、危険なんですよ」

「危険を顧かえりみずに突き進すすむのが探究者、そうよね！　じゃっ！」

　再び駆け出そうとした千紘の腕を、風也は慌てて掴つかんだ。

「ちょっと！　いいですか、約束して下さい。オレの後ろをついてくる。急に飛び出さない。面白いものがあっても不用意に近づかない。落ちてるものや変なものを口に入れない」

「なんか幼児みたいな扱あつかいされた！　私、君の先輩なのに」

「いや、だったら年上らしい行動を心がけて下さいよ!?　こっちの世界に来てからの先輩の行動、どうかすればオレより年下ですからね！」

　ため息をつく風也を、千紘は腰に手を当ててじっと見ていたが、

「……まあ、それもそうね。ごめん、ちょっと自由過ぎたわ」

　そう言って戻ってくると、こちらの後ろについた。

「じゃ、頼たよりにしてるわね、津守君」

　小さな声で呼びかけられて、くすぐったいような変な気持ちになる。

　風也は咳せき払ばらいして、森の探索を再開させた。

「ところで、今日はどこまで行くの？」

「うーん。行けるとこまで行ってみようかと思うんですけどね。オレが居るし、出来れば長は倒しておきたいです。魔獣たちのボスで、他の奴やつらと違って段だん違ちがいに強いんですけど、それだけにもらえる経験値も多いんです。先輩のレベルを一気に上げられますよ」

「へえ。でもなんだかそれって、ずるくない？　うら……なんだっけ、裏の技わざ、的な？　ゲームにそういうのあったわよね？」

「これくらい別に裏ワザじゃないですよ。先輩プレイヤーの付き添そいで初心者がレベル上げるなんて、ネトゲじゃ当たり前にやってることです」

「そうなんだ。ネットマナーってやつね！」

「全然違います。先輩、ネットもやってないんですか」

「……そ、そうよ。やってないわよ。津守君みたいに、えっちな動画とかも見てないわよ」

「オ、オ、オレも見てないですからね!?　未成年ですし!?」

　アイドルの公式ＨＰで配信されている水着のグラビア動画ぐらいならあるが、という告白はそっと胸に仕し舞まっておく風也だった。

　と、話している内に、またもや前方を魔獣が遮さえぎる。

　濁にごった黄色い目に長い鼻をもっていて、痩やせぎすの体に薄うす汚よごれたベストだけを羽織っていた。手には刃はが欠けた剣を持っている。

　間もなく、その魔獣の後ろからぞろぞろと別の者達が現れる。十匹以上はいるだろうか。いずれも先頭に立つ奴と同じ姿をしていた。

「また出たわよ、なんか大勢で！」

「【群れる子鬼クラス・ゴブリン】か……必ず集団で行動していて厄やつ介かいなんですよね。こいつらを一人で倒せるようになると、来訪者として一人前って言われてるんですよ」

　風也はクラス・ゴブリンの前に手を翳かざした。

「血肉を喰くらい、神に唾だ棄きする衆しゆう愚ぐども！　オレの力にて成敗してくれる！　我わが手に現れよ、嵐あらし巻き起こす死の刃やいば――風かぜ斬きり王おう！」

　呼び声に応こたえ、風也の手に剣が出現する。叩けば折れてしまいそうなほど細い刃を持っていた。風也の行動にこちらへの敵意を感じたのか、クラス・ゴブリンは耳みみ障ざわりな声を上げ、一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくる。

「先輩は下がっていて下さい。オレに全て任せて！」

　言った後で、風矢は無造作に刃を薙ないだ。轟ごう、と大気を掻き乱みだす音が鳴なり響く。

　同時に凄すさまじい衝しよう撃げき波はが起きて、クラス・ゴブリンは纏まとめて吹き飛とんだ。

「眠ねむれ、風斬王。我が手に現れよ、罪過を劫ごう火かで薙ぎ払う意志、灼しやく熱ねつ王おうッ！」

　風矢の言葉に風斬王が消失し、すぐに別の剣が生まれた。刃が燃え盛る炎ほのおを纏っている。

　何なん匹びきか相手が起き上がろうとしているのを見み逃のがさず、得物を地面に突き刺した。

「忌いまわしき魔獣を、焼き尽つくせ！」

　直後――クラス・ゴブリン達たちのすぐ下にある地面から、マグマが噴ふき出す。彼等は逃にげる暇ひまもなく、一いつ瞬しゆんでそれに巻き込まれた。焼やけ焦こげた集団が、次々と倒れて行く。

「……凄まじいわね。もう終わったわ」

　千紘が目の前で起こった光景に見入る。

「いえ、まだ終わってません。手加減したから、全員、かろうじて生き残ってます。先輩が倒さないと経験値が入らないんですよ。矢でやって下さい」

　千紘は頷くと、神弓を呼びだし、次々と矢を放っていった。

　さすがに学習能力が高いのか、コツを掴んだ彼女の攻撃は、全てクラス・ゴブリン達の体に突き刺さった。彼等は完全に動かなくなる。

「よし。それじゃ、虫籠を使って下さい」

　指示に従って千紘が虫籠を開き、魔獣の体を吸収していった。

　すると、何処どこからともなく軽快な音が聞こえてくる。

「なに、これ。どこから？」

　耳を塞ふさいで辺りを窺うかがう千紘に、風也は告げた。

「気にしないでいいですよ。神様からレベルアップしたってお知らせがあっただけですから。確かめてみて下さい」

　千紘が頷き、経験値を表示させる。そこには新たに『２』と『15』の文字が書かれていた。加えて二つの数字の横には更さらに『後：３』という表記もあった。

「あ、本当だわ！……ん。別の場所に新しいスキルが使えるようになったって書いてある」

「スキルを取得すると、それがどんなものか神様が教えてくれるですよ。ちなみに『後：３』っていうのは、三つレベルを上げると新しいスキルを覚えられるってことです」

「ああ、そういうことね。ふむ、どうやら、多少の時間はかかるけど、光の矢を大きくして威い力りよくを増すことが出来るみたい」

「チャージショットってことですか。いいですね。この調子で、どんどんと敵を倒してレベルアップしていきましょう」

「ええ！　ところで津守君、一つ訊きいていい？」

　歩き出しながら、風也は「はい？　なんですか？」と訊き返した。

「さっき戦ってた時、どうしてちょっとカッコイイ感じになってたの？」

　思わず足を止める。

「……な、なってましたか？」

「うん。血肉を喰らい、神に唾棄するとか。後、魔ま剣けんを使う時もすごい長々と難しいことを言ってたけど、あれって呼び出す時に絶対必要なの？　私の時はいらなかったけど」

「い、いや、あの、ええと、あれは、ですね。別に、必要、というわけではなく……」

　しまった。風也は背筋を冷たい汗あせが伝うのを感じた。いつもの癖が出てしまったらしい。

「必要じゃないならどうしてやるの？　何か理由があるの？」

「それは……その……せ、せっかくだからゲームっぽい感じでやろう……とか」

　言えない。言えるわけがない。

（異世界で島には他に誰だれも居ないし、好きなゲームのキャラみたいに振る舞まって悦えつに入いってたとか、そんなの言えるわけない！　何故なぜなら、無む茶ちや苦く茶ちや恥はずかしいから！）

「え、もしかして、わざわざゲームキャラになりきってたの!?」

「ひいっ！」

　完全にバレた。

「それって、あれよね。ええと、クラスの男子が話してたわ。なんかわざと難解なことを言ったり、訳もなく遠くを見つめていたり、自分に隠された能力があると思い込んでいたり――そう！　中二病！」

「ひいいいいいいいいいいいいい！　やめて下さいっ！」

　風也は地面に膝ひざをついて顔を両手で覆う。

「津守君、病気なの？　ちゃんと病院行ってる？」

「ちちち、違うんです中二病は別に病気とかそういうわけでもなく、なんていうかちょっとした英雄願望というか、あの、本当、何でもないんです！」

「何でもないの？　何でもないのに『罪過を劫火で薙ぎ払う』とか『我が手に現れよ！』とかそういうことを言ってたの？　なぜ？　どうしてそんなことを言うの？　意味は？」

「お願いだからもうやめてえええええええええええ！」

　ゴロゴロと転がった風也は丸くなって震えた。

「……なんだか知らないけど、これ以上踏み込むのは可哀かわい想そうね。やめておくわ」

「そうして頂けると助かります……」

　ようやく立ち直って起き上がった風也に、千紘は拳こぶしを握にぎる。

「でも、津守君なりにグリムヴェリアを楽しんでたってことよね！　ならいいわ。私の前でも遠えん慮りよなく、その、なんていうか、アレな感じで頑がん張ばってしまってオーケーよ！」

「そういう気を遣つかうの本当にやめて下さいっ!?」

　泣きそうになりながら風也は叫さけんだ。が、千紘に悪気はないことが分かっているので、とりあえずはこの件は置いておくことにする。

　風也は千紘と共に、更に奥おくへと進んだ。それから現れる魔ま獣じゆうを、まず風也が痛めつけ、最後は千紘に任せるという形で次々と仕留めていく。

　千紘は最初こそぎこちない戦い方だったものの、次し第だいにコツを掴んできたのか、機き敏びんに動けるようになってきた。この辺りは運動神経抜ばつ群ぐんの彼女らしいと言えるだろう。

「先せん輩ぱい、今です！」

　風也の指示で、千紘が最大限に力を溜ためた光の矢を放った。

　洞ほらが目と口のようになっている木の魔獣【意思もつ大樹ウツド・ソルジヤー】に当たると、胴どう体たいに大きな穴が空く。相手は絶ぜつ叫きようして、大きな音と共に倒たおれた。

　虫籠にその身を仕舞ったところで、何度目かの音楽が鳴り響く。

「津守君、やったわ！　レベル５よ！　二つ目のスキルを覚えたみたいね。矢を二本扱えるようになって、しかもそのどちらかの方向を自由に操あやつれるみたい」

「おめでとうございます！　スキルも使い勝手が良さそうですね」

　自分の助けがあるとは言え、一日でレベルを５にすれば十分すぎるほどだろう。

「……うん。そろそろ長おさを捜さがしにいこうかな。本音を言えば後一つか二つは欲ほしいけど、結構時間も経たってしまいましたし」

　見上げると、太陽は既すでに西へと傾かたむきかけていた。

「本当……ねえ、グリムヴェリアって時間の流れは地球と同じなの？」

「ええ、そうみたいです」

「……不味まずいわね。津守君、私、門限があって。六時半を過ぎると父からひどく叱られてしまう上、家から出してもらえなくなるの」

　風也はスマートフォンを取り出して現在時刻を確かく認にんする。五時前だった。

「うーん。まあ、大丈夫だと思います。ただ、長がすぐに見つかるといいですけど」

　千紘は少し迷っていたようだったが、結局、こちらの言葉を信じることにしたのだろう。頭を切り替かえる為であるように、質問してきた。

「長は決まった場所に居ないの？」

「魔獣と言っても生き物ですからね。この辺りを巣にしてるってのはありますけど、たまに移動してきていますから」

　そう風也が答えていると、物もの陰かげから音がして何かが姿を見せる。

　敵かと警戒したが、そこに立っていたのは、港でも会った貫と泉だった。そういえば彼かれ等らも同じ島に来ていたことを思い出す。

「よぉ、カザヤ！　奇き遇ぐうだなぁ、おい、はっはーっ！」

「やぁ。依い頼らいの方はどうだった？」

「まー、なんとかな！　そっちの新人指導はどうだよ!?」

「的確なアドバイスで、なんとかやってるわ」

　千紘が微笑ほほえむと、貫は「そりゃよかった！」と豪ごう快かいに笑った。

「ところでまた二人で一いつ緒しよにいるのね。やっぱり君達、仲が良いいんじゃない？」

　千紘の問いかけに泉がむすっとする。

「あたしが依頼されたものを取りに行く場所を、たまたま偶ぐう然ぜんこいつが追ってる魔獣が住すみ処かにしてたの。だったら協力した方が効率いいっしょ？　それだけよ！」

「おいおい、照れんなよ、イズミ！　本当は俺と一緒に居るのが好きなんだろ!?」

「うっせー！　いいからちょっと声量抑えなさいよ、この低体脂肪率男！」

　泉から肘ひじ鉄てつを喰らい、貫は「いってぇなぁ！」とまるで痛がっていない様子を見せた。

「低体脂肪率男って、もはや何の悪口でもないよ」

「本当に仲が良いのか悪いのか分からない二人ねえ……」

　風也と千紘が話していると、

「大体、トオルはあたしがノートにメモをとってる時にも横から何書いてるの何書いてるのってうるさいのよ！」

「だってよぉ、気になるじゃねえか！　俺、文章なんて一行書いただけで滅茶苦茶頭痛くなって倒れるんだぜ!?　泉ってすげぇなぁと思ってさぁ！」

「地面突き抜ぬけて裏側に行ってるぐらいの最低レベルの奴に褒ほめられても、なんにも嬉うれしくないのよ！　きええ！」

　今度は泉が手刀の先で貫の鳩尾みぞおちを突いたが、当の本人は至って気にせずに「恥はずかしがんなよー！」と見当違いな返答をしていた。変わったコンビだと風也はつくづく思う。

「じゃあ、そういうわけでよ！　俺らはそろそろ行くから！」

「あなただったら問題ないとは思うけど、油断しない方がいいわよ」

　貫と泉が立ち去ろうとするのに、風也は声をかけた。

「あ、そうだ。二人とも、この島の長がどこにいるか知ってる？」

「ん？　ああ、さっき見たわよ。今ならまだ巣にいるんじゃない？」

「寝ねてたからなぁ！　しばらくは起きないぜ、あれは！」

　ありがとう、と風也が頭を下げると、貫と泉は「気にしないでいい」というジェスチャーをするように手を振った。間もなく、居なくなる。

「あの二人も、津守君と同じ理由でグリムヴェリアに来てるの？」

「いえ。宗谷は学校で登山部をしていて、自然が好きだからだとか」

「確かにそういう人にはぴったりの世界でしょうね。琴蕗さんは？」

「ああ。あの子、ああ見えて……ってのも失礼か。作家志望でして。しかもファンタジー物を書きたいらしいから、ぴったりなんですよ。グリムヴェリアで冒ぼう険けんするの」

「それは……また、幸運だったわね」

　自分もそう思う、と風也は顎あごを引いた。ここでのことを反映させれば、実にリアリティのある異世界物語に仕上がることだろう。

「色々な目的でこの世界に来ている人がいるのねえ」

「そうですね。じゃ、オレ達はオレ達の目的を果たす為ために行きましょうか」

　貫と泉の言葉に従って、風也は目指すべき場所へと向かった。

　森を横切るように進行して、しばらく。やがて、地じ響ひびきのような音が聞こえてくる。

　風也は唇くちびるに指を当てて、静かに、と指示をした。物陰に隠れ、顎で前を指す。

　そこには奇き妙みような生き物が居る。譬たとえるなら羽を毟むしられた巨きよ大だいな鶏にわとりだ。

　桃もも色いろの寒々しいような肌はだを晒さらし、尖ったクチバシと飛べそうにもない小さな翼つばさを持っていた。枝のように細い脚あしは先が三みつ又またになっていて、しっかりと地面を踏みしめている。

　ただその目は閉じられていて、一向に動こうとしなかった。近くには藁わらで作られたドーナツ形の何かがある。巣だ。

「【騒々しい鳥パニツク・チキン】だ。この島の長ですよ」

「確かに鶏のお化けみたいね。大きい！　フライドチキンにしたら、何人前くらいあるかしら。一時間もあればいけそうだけど、もっとかかるかしらねぇ」

「いや先輩、食べる前提で話をしないで下さい。後、一人でたいらげるんですか、あれを」

「心配しなくても、津守君にもあげるわよ。骨と骨の間についた肉とか」

「それフライドチキンで一番食べにくくて最終的に諦あきらめる場所じゃないですか……！　いや、それはともかく。さっきの二人が言うように、眠っているみたいですね。運が良いです。仕し掛かけましょう」

「え、あんな大きな生き物と戦うの？」

「長は大たい抵ていがあれくらいの大きさですよ。大だい丈じよう夫ぶ。見た目ほど強くありません」

　小さく呟つぶやいて魔剣を呼び出す。特に何の能力も無く、最初から風也が持っているものだ。相手が弱くて手加減したい時、もしくは持っている能力を確かめたい時などに使っている。

「あいつで気をつけなきゃいけないのは『鳴き声』だけです。つまり鳴かれなければ楽勝ってことですね。まずオレが攻撃します。弱くなったところで止とどめを刺して下さい」

　千紘が頷うなずいたのを見て、風也は動いた。慎重にパニック・チキンへと近付いていく。

（喉のどを切って声を出せないようにする。次は足を切って倒せば終わりだ）

　この魔獣とは何度もやりあったことがあった。手順は体に染しみついている。

　風也はぐっと体を屈かがめた。喉までは幾いくらか距離はあるが、この程度なら問題はない。

　グリムヴェリアに召しよう喚かんされた来訪者は、幾らか身体能力が向上することが分かっていた。戦いやすいようにということだろう。

　故ゆえに風也が地を蹴けった時、その体は、一気に数メートルほど上がる。

　目の前に魔獣の喉があった。剣を振ふり上あげ、横一文字に切きり裂さこうとする――。

　瞬間、けたたましい雄お叫たけびがすぐ近くで聞こえる。視線を傾けると、千紘の近くに別の魔獣が居た。人間ほどの大きさもある鼠ねずみに似た【大食い鼠グラン・マウス】だ。

「しまった！　先輩！」

　声をかけたが、彼女も慣れたものだ。最初のように慌あわてることもなく弓を呼び出すと、すぐに攻撃を開始した。放たれた矢がグラン・マウスを仕留め、相手は倒れ込む。

　しかし、問題はこちらだった。

　風也が前に向き直ると、パニック・チキンの目は見開かれている。完全に起きてしまったらしい。改めて得物を構えたがもう遅おそかった。クチバシを開いた直後――。

　鼓こ膜まくが引き千切れるかと思うような鳴き声が響ひびき渡わたった。耳元で黒板を盛大に爪つめで引っかかれたかのような不快感に、耳を塞ぐ。これがパニック・チキンという名の由来だ。

　たまらずそのまま着地すると、風也はすぐに相手からの突とつ進しんを受けた。守護結界が直接のダメージは防いだが、衝しよう撃げきで後方へと強制的に下がってしまう。

「津守君……!?　大丈夫!?」

　千紘が近寄って、こちらの様子を確かめてきた。

「バリアがあるから傷はないです。ちょっと耳がやばいけど」

　千紘の声もどこか遠くに聞こえているほどだ。

「こうなったら近付くのは無理ですね。少しでも寄ればあの声でやられる」

「どうするの。私の弓でやってみる？」

「そうですね、そうしましょう。でも普通にやってもダメです。あいつはあれで結構素す早ばやいので、避よけられると思います。というわけで」

　風也は後ろを向いた。上体を前へと傾ける。

「――とりあえず逃げます」

　そのまま疾しつ走そうした。

「逃げていいの!?」

　後ろからついてくる千紘に風也は答える。

「何かを解決する為には回り道をする必要もあるってことです」

　当然だがパニック・チキンはこちらを追いかけて来ていた。惰だ眠みんをむさぼっているところを無理やり起こされて不ふ機き嫌げんになるのは、人間も魔獣も変わらないらしい。

　風也は森の道をひたすらに駆け、大きな木を通り過ぎたところで右に曲がった。

「オレについてきて下さい。この島は新人の頃ころに嫌いやっていうほど来たから、何処どこに何があるかは頭の中に全部入ってます！」

　間もなく森が途と切ぎれる。代わりに現れたのは、左右が岩がん壁ぺきによって閉ざされた細い道だった。迷わずそこへと入る。が、しかし、しばらく進むと目の前は行き止まりだった。見上げると登るには苦労しそうなほど高い岩壁がある。

　風也は振り返かえった。パニック・チキンは大きな胴体を無理やり道に入り込ませ、岩壁を削けずりながら近付いてくる。凄まじい勢いだ。

「フッ――猪ちよ突とつ猛もう進しんとはこのことだな。だが覚えておけ、お前の勢いではオレを倒せはせず、ただ無む惨ざんに敗北を喫きつするのみだ。まるで、頑がん強きような砦とりでをたった一人で攻せめる脆ぜい弱じやくな騎き士しのようにな！……あっ」

　いつもの癖が出てしまった。慌てて口を塞いだが、千紘は微笑みと共に言ってくる。

「いいわよ。気にしなくても。そのままでいって」

「……ええと。わ、我が手に現れよ、鋼鉄の拳にて全てを打うち砕くだく――巌がん窟くつ王おう！」

　手を上げると、現れた剣を掴み取とった。刃が木に巻き付く蛇へびのように渦うずを作っている。

　それを、そのまま地面に突き刺した。風也は唱える。

「鳴らせ――『粉ふん砕さい』ッ！」

　轟ごう音おんが鳴り響いた。少し離れた場所へ、一瞬にして巨大な穴が空く。

　丁度そこへ足を振り下おろそうとしていたパニック・チキンは、こちらの目もく論ろみ通り、そのまま落下した。体の半分以上が地面に沈しずみ、苦しそうにもがくがすぐには動けない。

「先輩、今です！」

　こちらの指示にすぐ御み業わざを発動した千紘は、弓の弦を引き、矢を撃った。

　真っ直ぐ飛んだ攻こう撃げきの意志が、そのままパニック・チキンの喉を潰つぶす。

　くぐもった声を上げ、相手は白目を剥むいた。

「これであいつはもう鳴けません。後は簡単です」

　風也は巌窟王を消し、代わりにさっき持っていたのと同じ初期の剣を呼び出す。

「深しん淵えんが如ごとき絶望を味わえ、魔獣！」

　走り出し、肉にく薄はくするとパニック・チキンの体を切り裂いた。

　続けて二撃、三撃、四撃と繰くり出し、相手の体力を削そいでいく。最初は暴れていたパニック・チキンだったが、やがてはそれも弱々しくなっていった。この辺りが頃ころ合あいだろう。

「チャージショットです、先輩！」
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　振り返って指示をすると弓を構えた千紘の手に、光が集まっていく。それは時間が経つごとに大きさを増し、やがては巨きよ人じんが持つような規模にまで膨ふくれ上がった。

「いっくわよ――てやああああああ！」

　放った瞬間、地面を削るようにして虚空を駆け抜け、矢はパニック・チキンの体を貫く。ひと際きわ大きな鳴き声を上げた後――相手は、ぐったりと顔をもたげて動かなくなった。

「やった、やった、やったーっ！　津守君と私の連れん携けい勝利よ！」

　千紘が無む邪じや気きに飛び上がると、近付いて、虫むし籠かごを開く。光の球となったパニック・チキンが吸い込まれた直後、高らかな音が鳴り響いた。

「……すごい！　一気にレベルが三つも！」

　自分の状態を確かめていた千紘は目を見開く。

「長を倒たおせばそれくらい行きますよ。頑張りましたね、先輩！」

　風矢がねぎらうと、千紘はこちらを見て笑った。

「でも、津守君ってこの長と前に戦ってるのよね。一度倒せば終わりじゃないの？」

「ああ、はい。長も魔獣も、討とう伐ばつしてしばらくすると復活するんですよ」

「え!?　そうなの？　なんだ、じゃあ、あんまり倒す意味がないわね」

「そうでもないですよ。素材は手に入れられるし、長を倒せばレベル上げに必要な経験値も稼かせげます。加えて長に関しては居なくなっている期間、その島に居る魔獣が目に見えて弱体化するんです。理由は分かりませんけどね」

「ああ、そういうこと。なら長を重要視する意味も分かるわね」

「ええ。だから長を倒せる来訪者っていうのは、この世界で尊重されます。同業者にも」

　故ゆえにこそ皆みな、出来れば島の長を倒そうとする。丁度、オンラインゲームにおけるエリアボスを狙ねらうように。

「ともあれ、初の島攻こう略りやく、おめでとうございます、先輩」

「ありがとう！　いやぁ、こんな達成感、地球じゃまず味わえないでしょうね。本当、癖くせになりそう！　でも、津守君の助けが無ければどうにもならなかったわね」

「最初はそんなものですよ。オレだって知り合いに助けられたりして今があるんです」

「うん。だけど……感謝してるわ」

　千紘は深々と、こちらに頭を下げてきた。

「いやいや。あ、ところで……楽しかったですか？」

　確認したこちらに対して、千紘は大きく頷く。

「ええ、そりゃあ、もう！　最初は遊園地みたいなものかなって思ってたけど、全然違ちがうわね！　すっごく興奮したし、すっごく面白おもしろかった！　超、こういうの、超っていうんだっけ？　超楽しい？　鬼おに？　鬼楽しい？　なんていうか、そういうの！」

　夢中でまくし立ててくる千紘を見ていると、風也は我がことのように嬉しくなった。

「良かったです！　いや、いいでしょう、この世界！　なんていうか、ＭＭＯよりリアルで刺し激げき的てきっていうか、いや現実なんだから、当たり前なんですけど。それでもこう、肌で感じる異世界っていうか。それでいてシステムがオーソドックスだけどゲーム的で先輩の言うように達成感とか目的とかあるし、なんか、最初はオレも興奮しっぱなしで……！」

　力説した後で、風也ははたと気付いた。自分が物もの凄すごくオタクっぽくなっていることに。

「あ――ご、ごめんなさい。つい語り過ぎました」

「なにを言ってるのよ。いいわよ！　そんな風に心のまま、何かを語れるって素す敵てきよ！」

　千紘はまるで気にしていないというように力説した。

「……そ、そうかな。そんな大したものでもないですけど」

　褒められるとは思っていなかったので、風也は照れくさくなって頬を掻かく。

「ああ、なんだか夢みたいよ。取り繕つくろわずに自分のまま居られる上に、こんなはしゃげる場所があったなんて……。津守君にお願いしてみて良かった」

　千紘は目を細めて、大事なものを確かめるように胸に手を当てた。

「オ、オレも先輩と一緒に過ごせて夢みたいでした」

「……ふふ。ありがとね」

　微笑んだ千紘の顔に赤みが指す。風也は自分の高まる感情を誤ご魔ま化かす為に咳払いした。

「え、ええと。それじゃあ、そろそろ帰りましょうか」

「あ、そうね。無事に終わったことだし」

「いや、まだ終わってはいませんよ。最後の仕上げが残ってますので」

　風也の冗じよう談だんめかした言葉に、千紘は小首を傾かしげる。

　その後、風也は来た道を戻もどりながら、浜はま辺べとは別の方に向かった。

　しばらく進むと、急に開けた場所に出る。

　そこには高い塀へいに囲まれた小さな街があった。大きい建物が何なん軒けんか並んでいる。

「ここは島に一つはある街です。島で採れた物を渡すんですよ。後は専門業者が運びやすいように纏めたり、魔獣を解体したりして、中央大陸まで送ります。酒場や宿しゆく泊はく施し設せつなんかもあるから、長が倒されて魔獣が弱体化している間に集中して島を攻略したりしたい来訪者なんかは、ここを拠きよ点てんに冒険するんです」

「へえ。でも、魔獣に襲われたりはしないの？」

　通りを歩く人々を見ながら千紘が言った。

「島には聖域って呼ばれてる土地がありまして。そこには何故か長も他の魔獣も入ってこられない。だからその上に街を造っているんです」

　答えながら、風也は通りを少し外れたところにある店を訪おとずれる。

　広い土地を持っており、背後に学校の体育館ほどもある建物が併へい設せつされていた。

　店内に入ると、カウンターに座すわっていた初老の店主へ虫籠を渡す。

「換かん金きんお願いします」

「よう、カザヤ。お前さんがこっちに来るのは珍しいな。今日の獲物はなんだい？」

「魔獣が数すう匹ひきと長が一匹、それに果物や資材になるものです。ただまあ、場所が第一島なのでそれほど珍めずらしいものはありませんが」

「ふむ。ちょっと待ってな」

　顔なじみの店主が、奥へと引っ込んだ。

「ここはどういうところなの？　津守君」

「島で手に入れたものをこの世界のお金に換かえるところですよ。街に幾つかあるんです。と言ってもレートは変わらないから、どこを選んでも一緒ですけどね」

　間もなく戻ってきた店主は、虫籠と布ぬの袋ぶくろをカウンターへと置いた。

「裏の倉庫で確認してきた。業者に連れん絡らくして引き取りに来てもらうから後は任せな。報酬は二百だ」

　風也は礼を言って、虫籠と報酬の入った布袋を引き取った。

「ところでカザヤ、お前、いつ未み踏とう破は島とうを攻略するんだ？　皆期待してるぜ、『疾しつ風ぷう迅じん雷らいの魔剣使い』の活かつ躍やくをよ」

「……い、いやぁ。ははは」

　風也が対応に困っていると、店主は「照れんな照れんな」と笑って肩かたを叩たたいてきた。

　店を出たところで、千紘が訊いてくる。

「ねえねえ。疾風迅雷の魔剣使いって、なんのこと？」

「あ、ああー。ええと。まあ、なんだか知らない間にオレについていた渾あだ名なです。短期間で魔獣を倒しまくってたから、そう呼ばれてるんじゃないですかね」

「へえ。格かつ好こいいわね！　私も呼ばれたいな。弱肉強食の千紘とか」

「なんでそんな物ぶつ騒そうな渾名なんですか」

「なんだか強そうじゃない。後は、ええと、一石二鳥の千紘？」

「お得感を出してどうするんですか!?」

「いつも儲もうけてそうでいいでしょ！」

　満足そうに言った千紘に、風也はなんだかなぁと苦笑いした。

「それより、はい、先輩」

　風也は布袋を千紘へと渡した。

「え？　これ、私にくれるの？」

「今日、長や魔獣を倒したのはほとんど先輩でしょ」

「でも、君の助けがあったからで……」

「だから、全部じゃありません。指導料はもらってます。なので遠慮しないで下さい」

　押おし付つけるようにすると、最初は躊躇ためらっていた様子の千紘だったが、やがては布袋を両手で持った。

「……私が稼いだお金、か」

　感かん慨がい深ぶかいように呟きながら、彼かの女じよは布袋を見下ろす。その横顔は嬉しそうだった。

「先輩はバイトとかしたことないんですか？」

「ないわね。父から許されていないし。だから……なんだか不思議な感じね」

　千紘は、布袋を大事そうに胸へ抱だく。

「そっか。それは良かったです。……じゃ、春鐘亭に挨あい拶さつしてから戻りましょうか」

　風也の言葉に、千紘が頷いた。

　レアンカスに帰還し、店に寄ると、店長とニーナから歓かん迎げいを受ける。食事をしていけと誘さそわれたものの、千紘の門限がある為、丁てい重ちように断った。

　その後、二人で転移石を握って、地球へと帰き還かんする。現れたのは校門の前だった。千紘は校舎に備え付けられていた時計を見て安あん堵どの表情を見せる。

「六時五分。なんとか間に合ったわね」

　こちらを向いた千紘は、先さき程ほどまでの姿が嘘うそのように静まり返っていた。表情も硬かたく、全体として冷たさが漂ただよう。

「……もう演技してるんですか」

「こちらに戻ってきた以上は誰に見られているか分からないでしょう。油断は出来ないわ」

「先輩も大変ですね」

　千紘は長い髪かみを手で払はらって、「それほどでもないわ」と答えた。今の状態を見ていると、グリムヴェリアでの彼女が幻まぼろしのように思える。

「今日は本当にありがとう。また明日ね」

　傾きかけた陽ひの光が、こちらに手を振って立ち去る千紘のことを美しく照らしている。

　それは風也にとってグリムヴェリアにいる時よりも、非現実的な光景に思えた。







第二章　先輩と、グリムヴェリアと学校と







　それから、放課後になると千ち紘ひろと共に異世界へ飛ぶのが、風かざ也やにとっての新しい日常になった。

「あ！　津つ守がみ君、何か果物がなってるわよ！」

　ある日のこと。第だい二に島とうに渡っていた時、千紘がヤシにも似た木を見上げながら告げる。

　確かに頭上高く、生おい茂しげる葉の間に巨大な桃ももに似た実がぶら下がっていた。

「ああ。珍しいですね。バナピーチだ」

「バナピーチ？」

「桃みたいに見えるでしょ。でも味はバナナに似てるんです。だからバナピーチ」

「……滅め茶ちや苦く茶ちや安直ね」

「変にこだわると分かりにくいですからね。あれは高く売れるんだ。採りましょう」

　近くによって箱を翳そうと、風也は木に足をかける。

「待って、待って！　津守君、私がやってみるわ」

「え？　大だい丈じよう夫ぶですか？　木登りなんてやったことあります？」

「ないわ！　でもないからこそやるの。未知への挑ちよう戦せんこそが冒険の真骨頂よ！」

　千紘の目が好こう奇き心しんに輝かがやいていたので、任せてみることにした。

　彼女は木に手をかけると、ゆっくり、慎しん重ちように登っていく。

「守護結界があるとは言え、気を付けて下さいね」

「分かってるわ、慎重にいく！」

　力強い返事をした千紘の顔は、どこか子どもじみているようにも見えた。

　恐おそらくこんなことをやるのは初めてなのだろう。

　しかし中々に器用に登っていくと、千紘はバナピーチに向かって扉を開けた虫籠を翳した。

　しばらくすると光の球になったバナピーチが吸い込まれ、満足そうに頷くと、彼女は降りて行こうとする。……が、下を見たままで硬こう直ちよくした。

「大変だわ……津守君。問題が発生した」

　やけに緊きん張ちようした顔で報告してくるので、何事かと眉まゆを顰ひそめめていると、

「私、高いところが苦手だったみたい。降りられないわ！」

　威い厳げんさえ漂うほどに堂々とした態度で、千紘ははっきりと言い切った。

「……助けます？」

「出来ればね！」

　風也は木に向かうと、慣れた調子で登っていき、千紘に手を伸のばす。が、彼女はこちらを見るだけで何もしようとはしなかった。

「うん。動いたら落ちそうで動けないわね！」

「ええええ。いやいや、じゃあ、どうするんですか」

「えーっと……悪いけど、抱き締しめて降りてくれる？」

「へ!?　いや、いいんですか!?」

　予想もしていなかった展開に風也がどぎまぎしていると、千紘は小さく頷いた。表面上はいつも通りだが少し肩が震ふるえている。割と恐こわがっているのかもしれない。

　咳せき払ばらいして、風也は「……失礼します」と千紘の背中に手を回した。すると彼女は縋すがりつくようにこちらを抱き締めてくる。

「す、少しずつね。少しずつ降りるのよ？　あの、本当、ゆっくりとね!?　人生焦あせるといいことなんてないんだから！」

「木登りに人生観まで絡からめる必要はないと思いますけど、分かりました」

　風也はゆっくりと地上に向かっていく。だがその間も千紘の体温を感じて、気が気ではなかった。大地に足をつけたところで、千紘はこちらから離はなれて胸に手を当てる。

「高所恐きよう怖ふ症しようだったんですね。次からこういうところはオレに任せて下さい」

「え？　あ、う、うん。そうね。ありがとう」

　ため息をついていた為、よほど不安だったのだろうと思った風也だったが、彼女は両手を赤く染まった頬ほおに当てた。

「……と、咄とつ嗟さのこととは言え、抱き締めて欲しいだなんて、男性、それも年下に思い切ったことをしてしまったわ。恥ずかしくなってきた」

「え、ええ!?　今いま更さらですか!?」

「な、なによ。あの時はすごく恐くて必死だったの！」

「それはそうかもしれませんが、前にほら、オレに抱きついてきたし……」

「あれは無意識でしょ！　さっきは自分からお願いしたじゃない！　だ、だからなんか、こう、なんか違う感じなのよ！」

「でも、先輩がそういう感じになるとオレもなんていうか変な風に、なるというか……」

　先程のことを思い出して、風也は落ち着かない気分になってくる。結果として、千紘と互たがいに目を逸そらし合うことになってしまった。

「あ、あの、でも別に、嫌いやだったということではないのよ？　津守君が相手ならそんなに抵てい抗こうもなかったし……ああ！　でも別にそういう意味でもなくて、ええと、な、なんなのかしらねこの状じよう況きよう!?」

「わ、分かりませんね！　とりあえずあの、保留ってことにしませんか!?」

「そ、そうね！　その通りねそうした方がいいわねそうするべきよ今すぐしましょう！」

　やけに早口で言って、千紘は「行きましょう！」と歩き始める。

「……でも、上に登った時、高い場所からこの島を見み渡わたせたの。それはすごく良かった」

　口元を緩ゆるめて、千紘は空を仰あおいだ。先程、自分が見た景色を思い出しているのだろう。

「やっぱり最高ね、この世界」

　心底から噛かみ締めるように紡つむいだその言葉が、真実であることを示すように――。

　グリムヴェリアでの冒険がよほど楽しいらしく、それからも授業が終わるや否いなや彼女は学校を飛び出し、転移石を握っては異世界に飛んでいた。

　それに付き合う風也も高校での冷れい徹てつさや厳しさとは打って変わったような千紘のはしゃぎっぷりが見ていて微笑ましく、率そつ先せんして彼女に同行していた。

　ただ、そうなってから少し困ったことが起こり始めている。

「あー。腹減った。飯食おうぜ、飯ー」

「そうねー。もうぺっこぺこ。お腹なかぺっこぺこ。略してぺこ腹」

　昼休み。いつものような掛かけ合あいをしている前まえ崎さきと鮎あゆ川かわを見つつ、風也が自分も購こう買ばいへパンでも買いに行こうかと思っていると、

「失礼するわ」

　教室の扉とびらが開いて、千紘が現れた。彼女は硬直するクラスメイト達たちを気にすることなく風也の方へとやってきて、こちらの目の前に桜色の布で包まれた四角いものを置いた。

「津守君、君のお弁当を作ってきたわ。一緒に食べましょう」

「ええ!?　御み子こ戸と先輩が風也にお弁当!?」

　鮎川がこちらと千紘を何度も見比べながら驚きよう愕がくの声を上げる。周囲のクラスメイト達もざわめき始めた。

「……なに？」

　が、千紘が冷ややかな眼まな差ざしを向けると、一いつ瞬しゆんで全員が黙だまり込んだ。

「あ、ありがとうございます……なにか、悪いですね」

　教室中から注目を浴びているのを感じながら、風也は礼を述べる。

「気にしなくていいわ。どこで食べる？　ここ？」

「いや、ここはちょっと……屋上とかでいいですか？」

　風也が答えると千紘は、ちらりと鮎川の方を見る。だがすぐにこちらへと視線を戻した。

「構わないわ。先に行っているから」

　踵きびすを返し、颯さつ爽そうと去っていく。

「……おい！　津守！　津守、おい！　どういうことだよ!?」

　風也は前崎から襟えり首くびを掴つかまれて、がんがんと前後に揺ゆさぶられる。

「あの御子戸先輩の！　美び姫きの！　女め神がみの！　弁当だと！　お前、やっぱりあの人と特別な関係なんじゃないのか!?」

「い、いや、まあ、ええと」

　特別な関係かと言われればそうだろうが、多分、彼かれらの思っているようなものではないだろう。そう言おうと思ったが、ややこしくなりそうなので、黙っていた。

「はっきりしろ、津守！　前は否定したけど、やっぱり付き合ってるんだろ、なぁ!?」

「別にそういうわけじゃ……」

「いいんだよ！　死ぬほど羨うらやましいし妬ねたましいけどお前は親友だ！　それなら応おう援えんしてやる！　おれの全力でお前を応援してやるから！　そうだろ、皆みんな！」

　前崎がクラスに呼びかけると、鮎川を始めとして全員が異口同音に賛成の意を唱える。

「そうだよ！　正直、相手があの御子戸先輩だってなると嫉しつ妬とよりも良くやった感が強くなるってば！　天地がひっくり返るくらいのありえない出来事だし！」

　鮎川の言葉に他の女生徒が頷いた。

「そうそう。長く続くといいよね。わたしも応援しちゃう」

「でも二人の馴なれ初そめが気になるよね。なにきっかけなの？」

「あ、確かに。どっちから告白したんだよ。お前か？　先せん輩ぱいか？」

　加えて何人かから好奇心を剥き出しに迫せまられて、風也はたじろいだ。

「だ、だから付き合ってるとかそういうことじゃなくて……」

「なんだよ恥ずかしがんなよ。やり方は直接？　電話？　それともメール？」

「御子戸先輩のことだから、古風に手書きのラブレターとかかもしれないわね！」

「ああ、ありえそう。すげえイメージに合うわ」

「やだー。その手紙読みたいいいいい！」

　勝手に盛り上がり出した前崎と鮎川の目を盗ぬすむと、風也は教室から抜け出した。このままいくと下手をすればグリムヴェリアのことさえも聞き出されかねない。

「ああ！　津守どこへいく！　お前の恋こい路じに協力してやる代わりに洗いざらい吐はけえ！」

　後ろから前崎の声が飛んで来るが構わずに、風也は走り出した。

　階段を駆け上がり、屋上への扉を開く。

　開けた場所には何人かの生徒が昼食を食べていたが、奥おくの方に不自然なほど空いた空間があった。ベンチに千紘が腰こしかけている。皆、気にはなるが近付きづらいのだろう。

　が、当の本人は何かを考えているように、俯うつむいたままでじっとしていた。

「あの、先輩。どうかしました？」

　風也が声をかけると千紘は視線を上げ、そっと額を手で押さえる。

「ああ、津守君……いえ、またやってしまったと思って」

「やってしまった、ですか」

　千紘が隣となりを軽く叩くので、会え釈しやくして座る。何人かがぎょっとしたようにこちらを見てくるが、目を合わせようとすると逸らされた。触さわらぬ神に祟たたりなしということなのだろう。二人だけで話をするには好都合だったが。

「さっきの教室よ。普ふ通つうに訊きいているつもりだったのに、皆、静かになったでしょう。きっとまた、恐い顔になっていたのよ。後こう輩はいを威い圧あつしてしまうなんて……」

「……いや、まあ、そんなに気にしてないと思いますよ」

「本当？　本当にそう？」

　小声で、必死に訊いてくる千紘に、風也は頷いた。皆、自分と千紘の関係性の方に夢中になっていて、それどころではなかったはずだ。

「良かった……安心したわ」

　密ひそかに胸を撫なで下ろした千紘の様子に、風也は少し口元を緩めてしまった。周囲からの印象とはあまりに裏腹な態度をとる彼女が、微笑ほほえましく見えたのだ。

「なによ、仕方ないでしょ。心配だったんだから」

　周りから見えないように小さく頬を膨らませた千紘に、風也はすみませんと謝あやまった。

「……でも、もしかしてさっき、お邪じや魔まだった？」

「お邪魔？　どうしてです？」

「いえ、君の隣に女の子がいたでしょう？　その……あの子とお付き合いしてるんだったら、お昼を一いつ緒しよに食べたかったんじゃないかって」

　そう言った千紘の顔は、学校でいつも見るのと同じで表情の変化がなかった。しかし、近くで見なければ分からない程度だが、わずかに視線が泳いでいる。

「私に合わせて無理してるんだったら、気にしないでいいわよ。今からでも戻って」

「ああ、鮎川のことですか？　いや全然。付き合ってもないですよ。ただの友達です」

「そ、そうなの？……その割には随ずい分ぶんと仲良くしてたみたいだけど」

　こちらを見る千紘の目が細められた。なんだか浮うわ気き現場を目もく撃げきされて詰きつ問もんされているような気持ちになる。

「あんまりにも仲良いから、教室に入るまで結構躊躇ったわ」

「い、いや、友達ですし。でもそういう関係じゃないんで！　大丈夫です、信じて下さい！」

　なぜこんな言い訳じみたことを口にしているのか、自分でも分からなかった。

　ただ、しばらく沈ちん黙もくしていた千紘は、やがてわずかに口元を緩める。次いで、

「そう。いえ、別に、付き合っていたからと言ってどうするわけでもないんだけど……そう、そうなの。付き合っていないのね」

　そう言って、息をついた。どこか安堵しているように見えるのは気のせいだろうか。

「はい、お弁当。私が作ったから、味の保証は出来ないけれど」

「ありがとうございます。……でも、あの、鮎川はともかく、先輩、勘かん弁べんして下さいよ。先輩がうちのクラスに来ると、毎回、後で皆から色々と質問されるんですから」

「質問って、なんの？」

「いや、それは……ともかく。良かったらメールアドレスとか教えてもらえませんか。二人で話したい時とかそれで連絡取り合うので」

「ダメよ。私、携けい帯たい電話に登録するのは父と母以外禁止されてるから」

　どれほど厳格な教育なのだろうか。さすがに風也は度ど胆ぎもを抜ぬかれた。

「え、友達とかでもダメなんですか」

「ええ。毎日、チェックされているわ。それが今の高校に通う条件だったから」

「どういうことです？」

「本当は私、父の知り合いが経営している私立へ入る予定だったの。だけど無理を言ってここに通わせてもらったわ」

　眉を顰めたこちらに、千紘は続きを話し始める。

「そこはいわゆるお嬢じよう様さま学校でね。私と同じような境きよう遇ぐうの子ばかりが居るの。それは別に構わないのだけど……なんだか息苦しくなってね。中学までは我が慢まんできたけど、高校まで父の手の中だと、永遠に私の落ち着ける場所が存在しないような気がして。だから初めて少しだけ反はん抗こうしたわ。父とはまるで関係がない、家の近くにあるこの高校にしたいって。時間はかかったけど、結局、母があまり締め付けすぎるのも良くないって協力してくれて、受け入れてくれたの」

「……そうだったんですか」

「その代わり私生活の監かん視しが厳しくなったから、父としては寧むしろしてやったりといったところかもしれないけれどね。……ごめんなさい。つまらない話をしたわ」

　自じ嘲ちよう気味に呟き、千紘は目を閉じた。

「いえ。先輩のことを知れて良かったです」

　素す直なおにそう口にすると、千紘が薄うすく笑う。

「ありがとう。良かったらお弁当、食べてね」

「……。しかし、改めて思いますけど本当にあっちの世界に行った時とは違いますよね、先輩。この間までは向こうの方が不自然でしたけど、今ではこっちの方が変な感じです」

「放っておいてよ。突っ込まれるとボロが出そうになるでしょ」

　少し頬を朱しゆに染めて、千紘が囁ささやいてきた。

「君の前以外では今の私のままでいくの。早く慣れてもらえると助かるわ」

「そうですか。……分かりました」

「……？　なにを笑っているの」

「え!?　あ、ああ、いや、なんでもありません！」

　慌てて風也は表情を取り繕う。『君の前以外では』という部分に、ついにやけてしまった。

　弁当の蓋を取ると、色いろ鮮あざやかな具が目に飛び込んでくる。焦こげ目め一つない卵焼きに、ポテトサラダ、艶つややかな照りのソーセージと魚の味み噌そ漬づけに、ほうれん草の胡ご麻ま和あえ。ご飯には大きな梅干しがついていた。弁当としては理想的な中身だ。

「いただきます。……美味うまい！」

　見た目は家庭的だが味はプロ並みだった。自分の母親があまり料理上手でないこともあって余計にそう思う。箸はしをつけたが最後、怒ど涛とうの勢いでたいらげてしまう。

「……はあ。ご馳ち走そう様さまでした」

「何もそんなに焦って食べなくていいのに」

　驚おどろき半分、嬉うれしさ半分といった感じで、千紘が言った。

「それにしても先輩、料理上手うまいんですね。なんていうか、先輩みたいな家って皆、お手伝いさんがやって自分では家事とかしないと思ってました」

「普ふ段だんはそうよ。でもうちは母が料りよう亭ていの娘むすめで、料理が好きでね。父がたまの休みの日には作ったりするから、その時に私も習ったのよ。美味おいしいものは私も好きだから、自分で作れたらって思って」

「そうだったんですか……。しかし、まさか先輩の手作り弁当を食べる日がくるとは。オレ、明日、死ぬんじゃないかな」

　本気でそう思った。

「大げさなこと言わないの。君にはグリムヴェリアでいつも助けてもらってるから。この間、第だい三さん島とうに行った時も君がいなければダメだっただろうし」

「ああ。【不可視の蜥蜴インビジブル・リザード】のことですか」

　周囲の風景に溶とけ込んで姿を隠かくせる魔ま獣じゆうで、千紘は背後から狙われたのだ。間断なく仕し掛かけてはこちらの攻撃を消えて避ける厄やつ介かいな相手に、彼女の守護結界のゲージがどんどんと減っていった。

「草木の揺らぎやわずかな砂ぼこりで場所を見み抜ぬくなんて、さすがね」

「単なる経験の差ですよ。あいつとは前に依い頼らいを受けて何度か戦ったもので」

「依頼……って、そういえば、以前に会った二人も言っていたわね。来訪者は島に渡わたって物を採取したり、魔獣を倒たおすだけではないの？」

「大体はそうですけど、たまに街の人から個人的にあれを採って来て欲ほしいとか討伐してきて欲しいとか頼たのまれることがあるんですよ。そういうのを依頼って呼びます。後は、神様から求められることもありますが」

「神様から？」

「ええ。まあ、それは実際に見た方がいいと思うので、その内にまた」

　風也が言うと、千紘は頷うなずき、話題を変えた。

「ところで、津守君。あなた、毎日のように私と一緒にグリムヴェリアに行ってくれていて、それは有あり難がたい話なのだけれど――ちゃんと、それ以外のこともやっているの？」

「それ以外のことですか？」

「勉強よ。来週、テストでしょう。ちゃんと復習しないと、成績が下がるわよ」

　風也は「うっ」と呻うめいた。忘れかけていた、否、忘れようとしていた記き憶おくが蘇よみがえる。

「はあ……でもオレ、勉強って苦手で。ゲームの操作なら何度やっても楽しいんですが」

「それはやり方を分かっていないからよ。勉強も魔獣を倒したり島を探たん索さくするのと同じ。攻略の仕方を理解してればそんなに難しいものではないわ。……ふむ」

　千紘はそこで、何かを決めたように頷いた。

「そうね。じゃあ、こうしましょう。私が教えてあげる。私はもうテスト範はん囲いを復習したから、一年生に勉強を指導する余よ裕ゆうぐらいはあるし」

「え、せ、先輩が!?　そ、それって、あの、どこでやるんですか？」

「図書室は二人だと声を出さなければいけないから迷めい惑わくになるわね。かといって私の家も父に知れたら面めん倒どうになるからダメだし……君の家はどう？」

「先輩が!?　オ、オ、オレの家に来るんですか!?」

「ダメかしら？」

「ダメなわけないじゃないですか！」

　思わず立ち上がってしまった。ダメではない。ダメではないが、心臓が早はや鐘がねを打つように高鳴っている。

「そう。それじゃあ、お邪魔するわね。放課後、校門の前で待ってるわ」

　姿勢を正し、「は、はいい！」と声を張り上げるこちらを、千紘は不ふ審しんそうに見ていた。

（まさか、御子戸先輩と二人きりで勉強会とは……！）

　降ふって湧わいた幸運。これが恋れん愛あいアドベンチャーゲームであれば、いわゆるキャラの攻略ルートが確定する『フラグが立った』状態になるのは必至である。

「よ、宜よろしくお願いします！」

　風也は、この上なく深々と、頭を下げるのだった。




　千紘は準備があると言って一いつ旦たん家に帰ることになったので、風也は自宅の住所だけ教えて彼女と別れた。風也の両親は共働きだ。一人っ子なので、平日の昼間は自分だけになる。

　普段は帰る度たび、静まり返った家にわずかな寂さびしさのようなものを感じるが、今日に至っては好都合だった。

「お邪魔します」

　訪れた千紘は靴くつを脱ぬいで玄げん関かんに上がると、わざわざ振ふり返かえってからしゃがみこんで、それを揃そろえた。育ちの良さが窺うかがえる。適当に脱ぎ散ちらかしていた風也はなんだか恥はずかしくなって、同じように倣ならった。

　風也の部屋は二階なので、階段を上がることにする。

（……待てよ。オレ、部屋の掃そう除じしたっけ？）

　先週した気もするが、ひょっとすれば勘かん違ちがいかもしれない。そうだとしたら不味まずい。

「先輩、ここでちょっと待っていて下さい。軽く片付けます」

　千紘に断わりを入れてから、風也は自分の部屋の扉を開き、素す早ばやく中に入る。

　やはりというべきか、部屋は漫まん画がの単行本や携帯ゲーム機とそのソフト、加えて朝に脱いだ服が埋うめ尽つくし、散々たる有様になっている。いや、それだけならまだしも、際きわどい格好をしたグラビアアイドルの写真集が数冊、中身が開かれた状態で置かれていた。

（こんなところ、先輩に見られるわけにはいかない）

　風也は鞄かばんを放ほうり投なげて、片づけを始める。

　急いで作業を終えると、先程までの惨さん状じようが嘘であるかのように綺き麗れいになった。

「先輩、いいですよ」

　呼びかけると扉が開き、千紘が姿を見せる。が、その格好に風也は目を見開いた。

　彼女はタイトスーツを身に纏まとっており、髪を束ね、銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけていたのだ。

「ど、どうしたんですか、先輩。というか、いつのまに着き替がえたんですか!?」

「フッ――君が部屋を片づけている間よ。いい？　今日の私は女教師。ビシバシと厳しくいくわ！　その代わりにこちらの指導に君が耐たえられたら、御ご褒ほう美びをあげるからね？」

「ご、御褒美……!?」

　女教師のご褒ほう美び。とてつもなく良い響ひびきだ。めくるめく妄もう想そうが浮うかび始める風也だった。

「ち、ちなみにそのご褒美とは……」

「フフ、欲しがらないの。君が一番手に入れたいと思っているものよ」

「そ、それはまさか……まさか……！」

　千紘自身とか。期待に胸が膨ふくらみ続ける風也に、彼女は言った。

「お菓か子しの詰つめ合わせよ」

「……そうすか」

　いきなりテンションが急降下する。

「あれ!?　どうして元気なくなったの!?　男の子ってお菓子が好きでしょ!?」

　持ってきた鞄を探さぐって、ビニール袋ぶくろに包まれた大量のお菓子を差し出してくる千紘。

「好きですけど、あの、いや、もういいです。どうぞ入って下さい……」

　風也が勧すすめると、千紘は腑ふに落ちない顔をしながらも部屋の中へと足を踏ふみ入いれた。

「あら、スッキリしているのね。男の子の部屋ってもっと雑然としたイメージがあったわ」

　テレビの前のテーブルに座ざ布ぶ団とんを二つ置きながら、風也は答える。

「いやぁ、それは偏へん見けんですよ」
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　先程のことは自分の中で無かったことにする。

「そう。それで――エッチな本は何処どこにあるのかしら!?」

　が、千紘があまりに突とつ然ぜんの質問を投げかけてたので、吹ふき出した。

「な、な、ないですよ！　そんなもの！」

「年とし頃ごろの男の子なのに？　それは寧ろおかしいわ！　クラスの男子はよく話してるわよ！　隠さないでいいの、ベッドの下とか？」

「だ、だ、断じてありません！　オレ、健全なんで！」

「もしかして――タンスの裏!?」

「ごふわっ」

　変な声が出る。的中されてしまった。先程、慌あわてて写真集を隠した場所だ。

「図星ねっ！　ちょっと見たい！」

「なななな、ないですって、いや、ほんと！　やめて先輩！」

　ダッシュした千紘を風也は必死で捕つかまえた。彼女はしばらくこちらを見つめていたが、

「……まあ、そういうことにしておいてあげるわ」

　意味ありげに言って笑い、視線を本ほん棚だなへと移した。

「あら、随分と漫画が沢たく山さんあるのね！　ちょっと読んでもいい？」

　構いませんよ、と答えると、千紘は並んだ単行本から一冊を手に取り、読み始めた。

　最初、お試ためしのつもりなのだろうと思って待っていた風也だったが、五分経たっても、十分経っても彼女は立ったまま動かない。

「……先輩？　あの、今日、勉強を教えて頂く予定だったんじゃ？」

「ん？　そうだったっけ？」

「そうですよ。漫画に夢中で秒速で忘れないで下さい！」

　風也の言葉に千紘は渋しぶ々しぶと単行本を閉じた。その目は酷ひどく名残なごり惜おしそうだ。

「さて、それじゃ、勉強を始めましょう」

　千紘が腰を下ろしたので、風也もまた真向かいに座る。

「あ、ダメじゃない、津守君。そんなところにいちゃ。隣に居なきゃ、教えにくいでしょ。ノートや教科書も見にくいし。こっちにきて！」

　自分のすぐ横を叩く千紘に、風也は「え」となったまま固まった。

「なに、隣だと不味い？　私、毎日お風ふ呂ろに入ってるから臭においはしないわよ」

「そんなこと、微み塵じんも考えてませんでしたが……分かりました。お邪魔します」

　決意を固めて、風也は千紘の隣に腰を下ろした。その際に腕うでが微かすかに触ふれ合って、「ひゃっ！」と乙女おとめのような声を上げてしまう。

「ど、どうしたの。ゴキブリでも出た!?」

「いえ、そういうわけでは……」

　咳払いして、風也は鞄から教科書とノート、それに筆記用具を取り出した。

「ちなみにオレ、国語と数学と英語と社会と理科はダメです。後、保健体育が苦手です」

「それ、全部じゃないかしら」

「そういう捉とらえ方かたもありますね」

「そういう捉え方しかないわよ！」

　ため息をつくと、千紘は指先で前まえ髪がみを掬すくい上あげる。大人っぽいその仕草に、風也は緊張が高まった。

「じゃあ、その中で特に苦手なものは？　今日はその辺りを中心にしましょう」

「というと……数学と英語ですかね」

　頷いてノートと教科書を広げた風也に、千紘は口を開く。

「数学は数式を覚えれば簡単よ。当あて嵌はめていくだけだもの」

「その覚えるのが難しいんですが」

「見れば頭に入ってこない？　え、なんで入ってこないの？　普通、入らない？　どうして入らないんだと思う？」

「す、すみません！　脳がポンコツで！　オレの脳がポンコツなせいで！」

　ぐいぐい迫ってくるので謝ると、千紘は笑った。

「冗じよう談だん、冗談。今からやり方を教えて上げるから」

　言って、千紘は話し始める。数式から始まって文章問題の理解とその解き方、続いては英語の単語を記憶するのに効率の良い方法と文章の読み解き方――。

　驚いたことに、千紘の教え方は実に巧たくみだった。学校の授業は耳から入ってそのまま抜けていくのに、彼女の言葉は少しずつ頭の中に積み上がっていく。どうして今までこんなことが分からなかったのかと思うほどに、次々とやり方が把は握あくできていった。

「こういう感じね。次はこの英文を和訳してみて。……うん。いいわね。あ、でも」

　声を出だしたかと思うと、千紘はこちらに身を寄せてくる。すると不意に腕へ柔やわらかな感かん触しよくが伝わった。

「ここの単語を間ま違ちがえてる。現在進行形だから」

「そ、そ、そうですね。すすす、すみません」

　答えながらも風也の脳内はある言葉で埋め尽くされてしまう。

（おっぱいが当たってるおっぱいが当たってるおっぱいが当たってる先輩のおっぱいが先輩のおっぱいが先輩のおっぱいが）

　これはまずい。理性が少しずつ、だが確実に削けずり取とられていた。

（先輩のおっぱい……略しても先ぱいか……）

　ついでに物もの凄すごくどうでもいい発見をしてしまう始末である。

（それにしても先輩、結構、胸あるな……。痩やせてるから気づかなかったけど、Ｅカップ？　いや、それ以上あるんじゃ……）

「津守君、どうしたの？　私の話、聞いてるの？」

「え、あ、はい！　Ｆですか!?」

　我に返った瞬しゆん間かん、風也は心の声を叫さけんでしまった。

「違ちがうわ。Ｇよ」

「Ｇ!?　Ｇもあるんですか!?　すごいですね！」

「もある？　ここはＦじゃなくてＧ」

　千紘が指差していたのは英語の文章だった。

「……あ。アルファベットですか」

「英語の勉強なのよ。他に何があるの？」

「いえ、そうですね。全くその通りです。ははは、ＦじゃなくてＧですよね。なに言ってるんだろう、オレ」

　その時――「あ」と何かに気付いたかのように千紘はこちらから体を離し、咳払いする。

「ご、ごめんなさい、くっつき過ぎていたわね！」

「え!?　あ、いえいえ、別に気にしないで下さい！」

　寧ろもう少し当てていて欲しかった、と風也は胸中で残念がる。

「……津守君のえっち」

　そんな気持ちが顔に出てしまっていたのだろうか。千紘はこちらを見て、頬を赤らめた。

「な、なんのことでしょう!?　い、いやぁ、分からないなぁ、ぼかぁ！　そんな、別に胸なんて、おっぱいなんて、ねえ!?」

　慌てて誤ご魔ま化かしたが、不自然なのは明らかである。

「も、もう。勉強に集中しなさい！」

　千紘は手を伸ばすと、拳こぶしで軽くこちらの頭をこつんと叩たたいてくる。ただ、これはこれでご褒美のようなものだと思った。

　頬が熱くなるのを感じながら、風也は「よ、よし！」と気合を入れなおす。

　それから一時間半ほど、千紘から教えを受け、勉強会は終しゆう了りようする。

「まあ、今日はこんなところね。明日は別の教科をしましょう」

「了りよう解かいしました。ありがとうございます！　滅茶苦茶分かりやすかったです」

「それは良かった。でもテストが終わるまで、グリムヴェリアに行くのはお預けよ」

「ええ!?」

　悲痛な声を上げた風也に、千紘は首を横に振った。

「あの世界が楽しいのは分かったけど、学生の本分は勉強。やるべきことをきちんとやって余よ暇かを過ごしなさい。成績が下がって苦労するのは君なのよ？」

「……先輩も行かないんですか？」

「え!?　え、あ、ええ、い、行かないわよ？」

　視線が泳いでいる上に声が上うわ擦ずっている。

「ちょっと、ずるいですよ！　先輩だけ！」

「い、いいじゃない、少しくらい！　私はちゃんと勉強してるもの！」

「そんなぁ……先輩と一緒に行けるの楽しみにしてたのに……」

　項うな垂だれると、千紘はこちらをじっと見つめてくる。

「……そ、そんなに私と行きたいの？　でも、まだ君みたいに強くないし、足手まといなんじゃないかと思うんだけど」

「そんなの、関係ないですよ」風也は口を尖とがらせた。「オレ、先輩の家の事情聞いてから、向こうの世界を先輩が全力で堪たん能のうしてるの、見るの好きだったんです。色々なしがらみから解放されてはしゃいでる姿が、なんか、すっごく可愛かわいく見えて……あ、やべ」

　つい、余計なことまで口走ってしまう。風也は慌てて口を塞ふさいだ。

「ふ、ふーん。……そうなんだ」

　千紘は俯いて、頬を掻かいた。耳までが、熟した林りん檎ごののような色に染まっている。

「そ、そこまで言ってくれるなら、私も我慢しようかしら。あの、私も……津守君と冒ぼう険けんするの、好きだし。どうせなら、テストの終了まで待ってからグリムヴェリアに行って、向こうで無事に済んだことをお祝いしたいしね」

「え、ほ、本当ですか!?」

　勢いよく風也が体を起こすと、千紘は小さく頷いた。

「も、元々テスト中に向こうへ行こうと思ったのも、早く君に追いついて肩かたを並べて戦いたいと思っていたからだし……いいわよ、別に」

「ありがとうございます、先輩！」

　笑いかけたこちらに対して、千紘も口元を緩める。その後、彼かの女じよは部屋の時計を見上げ、

「あ、もうこんな時間。そろそろ私は帰るわね」

　立ち上がろうとしたが、ふと中ちゆう腰ごしの姿勢で止まった。

「……あら。これは、テレビゲーム？」

　テレビ台の中に仕し舞まわれている、据すえ置おき型がたのゲーム機のことを言っているのだろう。

「はい。この間、親しん戚せきがやってる店を手伝ってもらったバイト代でようやく買えました。最新型です。ネットに繋つないで対戦とかすると熱いですよ。やってみます？」

「……興味はあるわねえ。ただ、門限までもうあまり時間が無いから」

　無念そうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、千紘は立ち上がった。

「先輩も大変ですよね。漫画もゲームもダメだなんて。……良かったら、休みの日とかオタク系の店が多い街に、こっそり買いに行きますか？　オレ、案内しますよ」

「でも、買っても置く場所がないわ」

「オレの家で預かりますけど」

「……いえ、ダメよ！　津守君に迷惑をかけるわ」

　風也は別に構わない、と返したものの、千紘は頑がんとして譲ゆずらなかった。

「倉庫か何かを借りられればいいんでしょうけど、きっと父にばれてしまうでしょうし。秘密の隠れ家がか何かがあれば便利なんだけどね」

「秘密の隠れ家か……」

「そんな都合が良い物はないわね。忘れて頂ちよう戴だい。それじゃ、失礼するわね」

　一礼した千紘が、部屋から出て行こうとした瞬間。

「――いや。ありますよ、先輩。用意できます。二人で使える隠れ家」

　千紘の目が戸と惑まどいの色を映した。どういうことかと無言で尋たずねてくる。

「そろそろ達成できると楽しみにしていたんです」

　風也はそんな彼女に向かって笑えみを浮かべた。

「テスト明け、楽しみにして居て下さい。グリムヴェリアに行きましょう」




　千紘の協力があったおかげで、行われた中間試験は上々の出来だった。

　結果が出るにはもう少しかかるものの、風也にとっては今までで一番の手て応ごたえがある。

　最後の答案用紙を書き終えて提出すると、全すべてから解放され、晴れ晴れとした気分で久方ぶりにグリムヴェリアへと飛んだ。もちろん、千紘も一緒だ。

「先輩、上です、上！」

　風也の指示に天を仰いだ千紘は、「わっ!?」と叫んで腕で己おのれを庇かばった。同時に彼女の頭上数センチで激しい音が鳴る。

　翼つばさを大きく広げた蝙蝠こうもりのような生き物が、口に生えたドリルのようなクチバシで連続的に彼女の守護結界を攻こう撃げきした。【穿孔蝙蝠ホール・バツト】と呼ばれる魔獣だ。

　千紘は弓を構えて矢を放つ。が、ホール・バットは翼をはためかせてそれを華か麗れいに避よけた。ただ、風也はその軌き道どうを予測している。

「闇やみ深き夜に生きし者め、喰くらうが良い！　我わが手に現れよ、永遠の鎖くさりにして全てを拘こう束そくするもの――蛇じや咬こう王おう！」

　空中に現れた剣けんを握にぎる。刃はが細長く、鍔つばの部分が存在せずにすぐ柄つかへと繋がっていた。

　勢いよく振ると、剣がまるでゴム製であるようにぐにゃりと歪ゆがみ、次いで勢いよく伸のび始める。刃は瞬またたく間まにホール・バットに巻き付くと、そのまま地面に叩き落おとした。

　相手は小さな鳴き声を上げていたが、しかし間もなく、ぐったりと横たわる。

「すごい武器ね！」

　風也が虫むし籠かごに魔獣を吸収していると、千紘が関心を持ったように言ってきた。

「伸しん縮しゆく性せいのある魔ま剣けんで、鞭むちみたいに使えます。他にも利用する方法はありますけどね」

　答えながら、風也は虫籠を仕舞って歩き出す。

「たとえば、寝ねている相手の口に咥くわえさせてから、遠くで一気に柄を持つ手を離はなすとか？　ばっちーんって魔剣がぶつかって、相手はわひゃーってなる」

「なんでそんな昔のバラエティ番組みたいなことをしなきゃいけないんですか……」

「じゃあ、短たん距きよ離り走でゴールテープみたいに仕掛けて、やっと記録を更こう新しんしたと思った選手を全員スタート地点まで一気に弾はじき飛とばすとか！」

「いや発想が基本的に洒落しやれにならないレベルの悪戯いたずらなんですが!?」

　今、風也と千紘は第だい五ご島とうと呼ばれる場所に来ていた。

　グリムヴェリアを訪おとずれた際、春はる鐘がね亭ていの店主から風也宛あてに依頼が届いていることを知らされたのだ。第五島にしか存在しない、ある花を手に入れて欲しいとのことだった。

　第五島は木々が少なく、荒あれた土地がほとんどだ。その為ため、先さき程ほどの魔獣も蝙蝠のような姿をしている癖くせに食料にしているのは土だった。それほど過か酷こくな環かん境きようだということだろう。

「こんなところに、花なんて咲さいてるのかしら」

　千紘の疑問に答えるより先に、風也は目的のものを見つけた。

　目の前に、石材を組み合わせた建造物が現れる。

　大きさはそれほどでもなく、年数も経っているが、明らかに人工的なものだった。

「うん。こういうとこにありそうだ」

　言って風也は入り口を潜くぐる。長めの廊ろう下かを進んだ先は広場のようになっており、奥の方に周囲の柱や壁かべと同様、朽くち果はてた祭さい壇だんらしきものがあった。上の方に窓まど枠わくはあるが、陽ひはあまり差し込んでこない。

「遺い跡せき……みたいなもの？　でも、不思議ね。グリムヴェリアの人達たちはこの島を訪れないのよね？　どうしてこんな建物が残されているの？」

「どうも、こっちの人の話によると、昔のグリムヴェリア人は好戦的で好こう奇き心しんも旺おう盛せいだったから、中央大陸以外にも住んでいたみたいですね。その名残なごりだと思います」

「そうだったんだ。でも、それがなぜ、今みたいに？」

「さぁ……随分と前のことなので、記録があんまり残ってないらしいです。でも大きなことが起こったんだと思います。神様が直接なにか手を下さないといけないようなことが」

　そこで風也はふと視線を留めた。細さい緻ちな装そう飾しよくを施ほどこされた箱のようなものが落ちている。

「あら、なんだか変わっているわね。小学生の頃ころ、クラスの子が読んでいた絵本に出てきた宝箱みたい。何が入ってるのかな！」

　興味を惹ひかれたのか、千紘が近寄って行った。

「あ、ちょっと！　ダメですって先輩！　すぐそうやって不用意に近づくんだから！」

　慌てて止めたが、既すでに彼女は箱の前でしゃがみこんでいる。

「金貨とか、宝の地図とか、そういう豪ごう華かなものが相場よね！　どれどれ……」

　手を伸ばそうとした彼女に風也は急いで告げる。

「先輩、離れて！」

　千紘が「え？」とこちらを振り返った直後。

　宝箱が独りでに開いた。――否いな。『牙きば』を剥むき出しにした。

　蓋ふたの縁ふちにびっしりとついたらんぐいの歯で、千紘の腕を丸かじりしようとする。

　しかし守護結界に阻はばまれて、奇き妙みような声を出しながら、宝箱は後ろに下がった。

　よく見ると箱の下には触しよく手しゆのようなものが蠢うごめいており、それが足になっているようだ。

　千紘は慌てたようにこちらへと戻もどってきた。

「な、なに、この気持ち悪いの！　守護結界がなかったら腕が一本なくなってたわよ!?」

「【騙しの欲望フエイク・トレジヤー】っていわれてる魔獣で、こうやって遺跡なんかに生息しながら、手を出した人間を攻撃するんですよ。探してたのはこいつです」

「なるほど。むう。迂う闊かつだったわね」

　千紘が拳を強く握った。非常に悔くやしそうだ。そんな彼女を見て、フェイク・トレジャーは再び蓋を開いた。何度も開閉を繰くり返して、ガタガタと音を鳴らす。

「なにしてるの？　あれ」

「笑ってるんだと思います。先せん輩ぱいを」

　千紘が黙だまり込んだ。と同時に、目を細めて相手を見つめる。

　その眼まな差ざしに、何処どこか極ごつ寒かんに等しい感情を覚えて、風也は思わず喉のどを鳴らした。

「……津守君。あの箱を動かないようにして。今すぐに」

「え？　いやそんなことしなくてもオレが今から――」

「早く！　言われたらすぐにやるっ！」

　衝しよう撃げき波はのような声を浴びせられ、風也は「は、はい！」と魔剣【巌がん窟くつ王おう】を呼び出した。

　握り締しめた剣を地面に突つき立たてると、フェイク・トレジャーの真下に大きな穴が空く。相手はそこに落下し、じたばたと暴れ始めた。

「よろしい、行くわよ。――うりゃああああああああああああ！」

　千紘は神弓の力を溜ため、一気に解き放つ。

　巨きよ大だい化かした矢が上手く動くことの出来ないフェイク・トレジャーを真正面から捕らえた。吹き飛んだ相手がやがて地面に当たり、そのまま倒れる。

「や、やりましたね、先輩！」

「まだよ！　こんなものでは足りないわ！　死ねぇっ！」

　再び矢に力を溜めて、解き放つ千紘。

　フェイク・トレジャーは再度、空中に放られ、壁にぶつかった。

「まだ足りない！　まだ！　まだ！　まだ！　まだ！　まだ！　まだ！」

「え、ちょっ」

　三度目。四度目。五度目。六度目。七度目。

「まだまだまだまだまだまだまだまだまだまだ――まだよおおおおおお！」

　八、九、十、十一度目――。

「い、いやいや！　もういいですって先輩！　なんかちょっと可哀かわい想そうになってきた！」

　思わず、風也は未いまだ攻撃態勢を保つ千紘を後ろから羽は交がい締じめにした。フェイク・トレジャーは随ずい分ぶんと前から微び動どうだにしなくなっている。

「なにを言っているのよ、津守君！　魔獣に慈じ悲ひは無用。全ての魔獣を根こそぎ狩かり尽くす。それこそが来訪者の使命であり義務よ……！」

「恐こわい！　恐いから！　キャラ違ってきてるから！　先輩！　もうやめて！」

　必死で説得すると、ようやく千紘は弓を下げてくれた。

「……先輩、ひょっとして滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこってました？」

「別に」

　が、そう言う千紘の顔は眉まゆがつり上がり、紅潮している。明らかに怒っていた。

「それ以上やったら箱が粉々になっちゃいますよ。とりあえず魔獣は倒したので」

　風也はボロボロになっているフェイク・トレジャーに近付くと、体を持ち上げ、逆さにする。何度か振ると、中から何かが落ちた。拾い上げて、千紘に見せる。

　赤と緑と青、花弁にそれぞれ色がついている奇妙な植物だった。

「通つう称しよう【トレジャー・フラウ】。この魔獣の中にしかいない珍めずらしい花です」

「どうやって咲かせたの？　こんな魔獣の中で」

　冷静になったらしき千紘に安あん堵どの息を吐つきつつ、風也は答える。

「正確には咲かせたんじゃないんですよ。体の一部みたいで、これで餌えさである虫とかを引き寄せて食べるみたいです」

「へえ。食虫植物みたいなものね。食べられるの？」

　しげしげと派手な色の花を見つめる千紘。

「無理です」

「じゃあ、意味ないわね」

「なんですかその極きよく端たんな価値観は!?　質の良い染せん料りようになるみたいで、服屋や絵え描かきさんなんかが欲しがるんですよ。ひとまず、これで依頼は達成……っと」

　花を懐ふところに仕舞うと、風也はついでにフェイク・トレジャーを虫籠に吸収した。

「それにしても魔獣って不思議ね。餌は他にちゃんとあるのに人間を襲おそうなんて」

「言われてみればそうですね。なんか理由あるのかな」

　首を傾かしげつつ、風也は千紘と共に遺跡を出る。

「それはともかく――今回の報ほう酬しゆうで、なんとか目標に達成しそうです」

「目標？」

　不思議そうな千紘に、風也は笑いかけた。

「言ったでしょ、『隠れ家』を用意するって。買いに行きましょう。――オレ達の、家を」




　レアンカスに帰き還かん後、依い頼らい主ぬしに花を渡して報酬を得た風也達は、再び街に出た。

「家を買うなんて……本当にそんなこと、出来るの？　私達、他の世界の人間よ」

　千紘が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「来訪者には特別の措そ置ちがされるんです。もちろん、それなりにお金はかかりますけど」

「大だい丈じよう夫ぶなの？　君、高校生でしょ」

「元の世界では確かに貯金なんてろくにありませんけどね。こっちの世界じゃ、割と沢山、報酬をもらっているので」

　風也が向かった店には、看板に家屋の絵が描えがかれている。不動産屋だ。

　扉とびらを潜ると、大きく腹のせり出た男が出で迎むかえてくれた。ブランという名前の店主だ。

「やあ、カザヤさん。どうかしたかね」

「いや、この前勧めてもらった物件ね、売ってもらおうかと思って」

「本当かね！　そいつは嬉しいね。でも、どういう風の吹き回まわしだい？　あんまり長くこっちに居ないから、家は必要ないって言ってたのに」

「まあ、ちょっと事情がありまして」

　風也が言うとブランは後ろに居る千紘を見て、「ああ」と納得した顔になる。

「そっちの女性と結けつ婚こんして所帯を持つんだね。いや、綺麗な人だ。羨うらやましいよ」

　何か多大な誤解をされてしまったようだ。風也は手を振って否定する。しかし、

「うちのダーリンがいつもお世話になっています！」

　千紘が悪のりして笑え顔がおを作ったので、慌てた。

「せ、先輩！　勘違いに拍はく車しやをかけないで下さい！」

「フフ、恋こい人びとから一気にステップアップね……！」

　不敵な顔をする千紘。どこまで本気か分からないのが恐おそろしいところだ。

「なんだか分からないけど、ひとまず馬車を出すから乗っておくれ」

　ブランはこちらのやりとりを不思議そうに見ながら、店を出ていった。

　外に出ると大き目の馬車が停とまっている。御ぎよ者しやから促うながされるままに、風也と千紘は中に乗り込んだ。間もなく小さく揺ゆれて、馬車がゆっくりと動き始める。

「わ、こっちの世界に来て、こういうものを使うのは初めてね。映画みたい！」

「乗り心地ごこちはそんなに良くありませんけどね」

　今は舗ほ装そうされているが、街を出て荒れた道を進むと、小さめの地じ震しんが続くかと思うほどに縦たて揺ゆれがある。下手をすれば酔よってしまうほどだった。

「えー、でも馬車よ？　馬車。それくらい些さ細さいなことじゃない！」

「先輩、あんまり動き回ると後で酔いますよ」

　椅い子すの上で跳はねる千紘に注意した風也だったが、テンションがフルスロットル状態の彼女には効かないようだった。

「なに言ってるのよ、滅めつ多たにない機会なのよ、全力で堪能しなきゃ！」

　と、子どものようにはしゃいでいた彼女だったが――ものの十分もしない内に馬車全体が上下に振れ始めると、急に大人しくなった。

「あの、先輩？　どうしました？」

　様子を窺うと、千紘は口元に手を当て、窓まど際ぎわに近寄る。

「きぼちわるい……」

　案の定、馬車酔いをしたようだ。風也は千紘の背中を摩さすった。

「だから言ったじゃないですか。オレより年上なんだからその辺の分別はして下さいよ」

「ご、ごめんなさい。つい、楽しくて……」

　千紘は、一旦、馬車を止めてもらうとすぐに良くなった。再び出発する。

「ふう。どうなることかと思ったわ。馬車も油断しちゃダメね」

「そうですね。先輩は少し気を引ひき締めた方がいいです」

「な、なによ冷静に、大人ぶっちゃって！」

「少なくともさっきの先輩よりオレは大人だったような……」

　冷静に返すと、千紘は頬ほおを赤くして咳せき払ばらいした。

「そ、それにしても、家なんて……来訪者では当たり前のことなの？」

「そんなでもないですけどね。ただ、人によっては元の世界よりこっちが過ごしやすいって、別荘の気分で買う人もいます」

「そうなんだ。だから、こっちも評判の来訪者がいると勧めにいくってわけさ」

　前に座すわっていたブランが言った。

　やがて馬車は首都を離れ、街かい道どうを進むと、徐じよ々じよに山の方へと入っていく。

　悪路で派手に震ふるえ、舌を噛かみそうになるのを耐えていると、やっと目的地へと到とう着ちやくした。

　風也と千紘が降りると、ブランは先導する様に前を歩き始める。

　林の中を進むこと、五分少々。間もなく見え始めてきたのは、木製の家だった。地球でいうバンガローと呼ばれるものに似ている。

「どうだい、街から少し距きよ離りはあるけどその分、閑かん静せいだし、土地もあるから中も広いよ」

　ブランに勧められるまま、風也達は家へと足を踏み入れた。

　確かに言っていた通り、規模はかなりのものがある。

　居間となっている場所には滑なめらかな光こう沢たくをもつ木製のテーブルと椅子が置かれ、奥おくには台所が設置されていた。右の方には暖だん炉ろが置かれ、その前方には絨じゆう毯たんが敷しかれている。ブランいわく談話スペースなのだという。

　家の各所にはランプが置かれ、淡あわい明かりで全体を照らしていた。

「素す敵てきね。北ほく欧おうの家みたい」

　千紘は家を見回しながら感想を漏もらす。

「ブランさん、前に言ってたものは？」

　風也が尋ねると、ブランは「ああ、こっちだよ」と案内してくれた。奥へと行くと、ベッドの置かれた寝しん室しつの他に扉がある。開けると共に、熱い煙けむりが漏れ出してきた。

　脱だつ衣い所じよになっている部屋の隣となりに、岩によって作られた浴よく槽そうがあって、湯が沸いている。

「この辺りには温泉が湧わいていてね。カザヤさんみたいなニホンジンはお風呂が好きだというから、需じゆ要ようがあるかと思ってさ。湯を引っ張ってきてあつらえたんだよ」

「凄すごい！　まさか、異世界で温泉に入れるなんて！」

　千紘は興きよう味み津しん々しんといったように風ふ呂ろ場ばを覗のぞき込んでいた。

「どうだい、カザヤさん。家具や寝しん具ぐに風呂場までついて、この値段だ。中々ないよ」

　ブランから提示された金額は、確かに今見てきたような物件にしてはかなり安めに設定されていた。とはいえ、一いつ介かいの高校生には気が遠くなるようなものだったが――。

「買います。お金は銀行に連れん絡らくしておきますので、そこで受け取ってください」

　風也は迷いなく決断する。ブランの顔が輝かがやいた。

「毎度！　いやぁ、良かった、良かった。疾しつ風ぷう迅じん雷らいの魔剣使いに家を買ってもらったとなっちゃあ、うちの店も評判が上がるよ」

　太たい鼓こ腹ばらを叩いて、ブランが呵か々か大たい笑しようする。

「よろしくお願いします！　それじゃ、帰りましょうか、先輩」

　呼びかけると、なぜか少し戸惑いながら頷うなずいて、千紘はこちらの後をついてきた。

　馬車に乗り込み、来た時と同じ道を辿たどると、レアンカスに帰還する。

「じゃ、あたしはこれで失礼するよ。家のことで何かあったらまた連絡してください」

　ブランは手を振ふると、その場を立ち去っていった。

「思ってたより良い感じの造りで良かったですね、先輩」

　喜んでくれるかと思ったが、「……そうね」と答えた千紘の反応は思わしくない。

「どうかしました？　何か問題が？」

「ううん。問題はないけど……津守君、本当に良かったの？　あの家を買ったの、私の為でしょう？　私が漫画やゲームを買っても置くところがないからって……」

「ええ、まあ、そうですね。あの家に仕舞っておけばいいかなって」

「なんだか、申し訳ないわ。私のわがままの為に君が無理したんじゃないかって」

「別に無理はしてないですよ。貯金が全部無くなったわけでもありませんし」

　この世界に置いて、島での探たん索さくや依い頼らいで得られる報酬の使い道は、それほど多くない。来訪者によっては美味おいしい食べ物や珍しい品を買い求めることもあるらしいが、風也はどちらもそれほど興味があるわけではなかった。自分は単純に、グリムヴェリアを冒険すること自体が好きなのだ。

　その為、手に入れたお金のほとんどはレアンカスにある来訪者専用の銀行に預けていた。

　今回はそれを使ったまでのことだ。残額はほぼ無くなってしまったが、あっても言うほど減りはしないのであれば、寧むしろ有効還かん元げん出来たと思うべきだろう。

「それにこれで先輩が今まで楽しめなかったことを楽しめるっていうなら、そっちの方がオレは幸せですよ」

　千紘は目を瞬まばたかせた。しかし、すぐに満面の笑みを浮かべる。

「津守君――ありがとう。とても嬉うれしいわ！」

　こちらの手をとって、両手で包つつみ込んできた。

「い、いや、いいんですよ。オレが出来ることなんて、これくらいだし」

「そんなことないわよ。でも、感謝してる」

「は、はい。ええと……あ、家を買ったんだから、今週の休みにでも遊びに行きませんか」

「ええ、そうね。今週の土曜日なら大だい丈じよう夫ぶ。一カ月に一度だけもらえる、完全オフの日だから。父は明日から海外に出張で、母は私の自由をある程度は許容してくれているし」

「分かりました。それじゃあ、何処に集合します？　駅前とか？」

　そうね、と頷くと、千紘はこちらの肩を叩いてくる。

「とっっても楽しみにしてるわね、津守君！」

「え、ええ。オレもですよ、先輩」

　答えた後で、ふと、風也は気付く。

（あれ……これってひょっとして、先輩とデートの約束してる!?）

　無む闇やみやたらと胸が高鳴り始めたのは、すぐ後のことだった。




　その週の土曜日。テストの結果も上々であった風也は親からお褒ほめに与あずかり、大手を振って遊びに行くことが出来た。

　休日とあってか駅前の噴ふん水すいがある広場は、大勢の人で賑にぎわっている。カップルの姿も多く見られ、これまでの自分であれば嫉しつ妬との心で燃え盛らんばかりになるが、今日は違う。

（なにせ、あの御子戸先輩とデートなんだ……！）

　今なら、全ての恋人たちの幸せを全力で祈いのることが出来そうだった。

　やがて低いエンジン音が聞こえてくる。なんだろうと思っていると、風也の目の前に黒くろ塗ぬりの車が止まった。その辺りに疎うとい自分でさえ知っているほど有名な、高級車種だ。

　扉が開き、誰だれかが現れる。いかにも上品そうな着物に身を包んだ女性だった。女優かと思うほどに顔立ちが整っている。

「津守風也さん？」

「……え？　あ、はい、そうですが」

　自分の名前を知っているということは、母親の友達か何かだろうか。しかしそれにしても息子むすこにどんな用事だろうか。

「初めまして。チヒロノハハです」

　チヒロノハハとは一体なんのことか、風也は理解できなかった。しかしそれが『千紘の母』を指すのだと気付いた瞬間、体に稲いな妻ずまが落ちたような衝しよう撃げきを受ける。

「せ、せ、先輩のお母さん!?」

「ええ。御子戸聡さと美みと申します。いつも娘むすめがお世話になっております」

　深々と頭を下げる女性の後ろから、千紘が現れた。今日は花の飾かざりがついたワンピース姿だ。が、その表情を見て風也は怪け訝げんに思った。どことなく気まずそうに見える。

「あなたのことは娘から話を聞いております。一度ご挨あい拶さつをと思いまして」

「あ。は。はあ。え、あの、こちらこそ！　先輩には何かとお世話になっておりまして！」

　女性から言われて、慌あわてて腰こしが折れんばかりに、風也も一礼する。

「いえいえ。何かと至らぬ娘ではありますが、今後とも宜よろしくお願い致いたします」

「は、はい！　あの、ほんと、先輩ともその、アレとかドレとかで！　ねえ、ほんと！」

　混乱して自分でも何を言っているか分からなくなってきた。

「お、お母さん、もうその辺りでいいでしょ？　ほら、津守君も困ってるし」

　見かねた千紘が口くち添ぞえしたが、彼女の母親である聡美は首を横に振る。

「もう少しだけ待って。津守さんと話をしたいの。あちらに行っても宜しいかしら？」

　聡美が指差した場所に、風也は頷いて、急いで向かった。緊きん張ちようし過ぎて筋肉が凝こり固かたまっているのか、非常にぎこちない歩き方になってしまう。

「どうも、突とつ然ぜんにすみません。嫌いやですよね、いきなり母親が来るなんて」

　とんでもない、と答えつつも、一体なんの話をするつもりなのか、皆かい目もく見当もつかなかった。加えてここは千紘のいるところからは離れた地点だ。

（も、もしかして、娘にこれ以上近付くなってことか……!?）

　厳格だという父親にこちらのことがバレ、怒り心頭に発しているのかもしれない。逆らうとどんな目に遭あわされるか。

（でも、先輩は異世界でのびのびとしてるんだ。まだ不ふ馴なれなところはあるからオレが傍そばでサポートしなきゃいけないし、いくらお父さんでもそれを邪じや魔まさせるわけには……！）

　だが自分に千紘を守り切ることが出来るだろうか。お金持ちの力によって結集された何か物凄い秘密部隊みたいな存在に脅おどされたら、抗あらがいきれるかどうか。我ながら発想が貧困だとは思ったが、一高校生にはその程度しか考えがいかなかった。

（いや。頑がん張ばる。やってみせるぞ！　先輩の為だ！）

　風也は拳を固めて、覚かく悟ごを決めると、口を開いた。

「あ、あの！　何を聞いているかは分かりませんが！　先輩はちょっと余暇を楽しんでいるだけなんです！　勉強もやってますし！　だから、それくらいはいいじゃないですか！」

「え？」

「か、か、仮にお父さんが反対だとしても！　娘さんを縛しばり付つけすぎるのもどうかと思います！　せ、せ、先輩は、物じゃないんです……っ！」

　言い切った。なんとか言い切った。最後は声が引きつってしまったが、思っていたことは口に出来た。風也は胸を撫なで下おろす。

　聡美は口を半開きにして、何か物もの珍めずらしいものでも観察するようにこちらを見つめていた。だが、やがて、

「……ぷっ。あはははははははは！　あははははは！」

　品の良い身なりに似合わず、腹を抱かかえて笑い始めた。

「ええ!?　な、なんですか!?」

「ああ、おかしい。ごめんなさいね、津守さん。違うのよ。あの人――千紘の父親は関係ないの。夫は何も知らないわ。わたしが上手うまく誤魔化してるから。安心して。わたしはあなたと千紘の味方よ」

「……そ、そうなんですか？」

「ええ。あの人は頑がん固こだからわたしも全部逆らえるわけじゃないんですけどね。それでもなるべく千紘の自由を確保しようとしています。今日みたいに完全オフの日があるのもわたしが言ったからなんですよ」

　なんだ――と、風也は安堵のあまり腰が砕くだけそうになった。

「そうでなければ、千紘がわたしにあなたのことを話すはずもないでしょう？　詳しよう細さいは知りませんけど、少し前から後こう輩はいと遊ぶようになっていて、良い気分転てん換かんになっていると聞いています」

「そ、そうでしたか。すみません、失礼なこと言って」

「いいんですよ。あの人が千紘を束そく縛ばくしているのは事実だから。わたしも何とかしたいと思っているんですけど、こちらの話はあまり聞いてくれなくて……。でも、なんとかしてみせるわ。努力の甲か斐いがあって、最近では以前よりはマシになっているんですよ」

　とてもそうは思えないが、と風也は後ろの方で待機している千紘を見た。昔はどれほど厳しかったというのだろうか。

「今日来たのはね、津守さん、あなたにお礼を言いたかったからなんです」

「お礼、ですか？」

「ええ。ご存知でしょうが、父親の言いつけで、千紘は外ではあまり自分を出ださないようにしているんです。そのせいか、昔から中々友達作りが出来なくてね。何かを諦あきらめたように学校へ通っているのが、わたしはとっても辛つらかったんです。こちらには何も言わないけれど、たった一人で過ごしてるんじゃないか……って」

　聡美はちらりと実の娘の方を振り向むいて、瞳ひとみに悲しげな感情を宿した。

「でもあなたと付き合うようになってから、あの子、毎日すごく楽しそうにしているわ」

「……そ、そうでしたか」

「そうなの。ですから、わたし、あの子をそんな風にしてくれたのがどんな方か、お会いしたいと思ったんです。ほっとしました。男性というのは驚おどろきましたけど、津守さんのように優やさしい方で。きっとあなたの誠実さを、あの子は信じたのね」

「いや、オレなんて別に。なにもしてませんよ」

　買かい被かぶられても困る、と風也は手を振る。

「いいえ、先程の態度で確信しました。あなたは素す晴ばらしい人よ。改めて、千紘を宜しくお願いしますね」

「は、はい。こちらこそ！」

　勢いよく返事をすると、不意に聡美が身を屈かがめてきた。こちらの耳元で囁ささやく。

「ただ、まだ高校生なんですから、あまり羽目を外してはいけませんよ。せめて成人式を終えるまでは、清く正しい異性交遊をお願いします」

「は!?　え、いえいえ、あの、お母さん、オレと先輩は別にそんな――」

「いいんですよ、隠かくさなくても。それじゃあ、邪じや魔ま者ものはそろそろ失礼しますね」

　微笑ほほえみを浮うかべたままで、聡美は振り返かえると、停まっていた車に戻った。

　やがて再びエンジン音を響ひびかせて、場を去っていく。

「……完全に勘かん違ちがいされてるな」

　親が公こう認にんということで悪い気はしないものの、妙みようなことにならなければいいが、と思う風也だった。

「ご、ごめんね、津守君。今日、いつもの後輩と出かけるってうっかり話したら、母がどうしても君を見たいからついてくるって聞かなくて」

　近付いてきた千紘が、頭を下げてくる。

「い、いえ、いいんですよ。良いいお母さんですね。先輩に似て美人ですし」

「なに言ってるのよ」千紘は吐と息いきをついて、「何かと気き遣づかってくれて感謝はしているけど、好奇心が旺盛で困るわ。もう四十を過ぎてるっていうのに、子どもみたいで」

　四十、と思わず繰り返した。とてもそうは見えなかったが、千紘を産んでいるとすればそれくらいの年ねん齢れいでもなんらおかしくはない。

「……先輩はお母さんに似たんですね」

　類たぐいまれなる美び貌ぼうと年ねん齢れい不ふ詳しような部分が同じだ。

「どーかしら。私としてはあんまり似てないと思うんだけど。……それより、母と何を話していたの？」

「え？　ああ、いえ、別に大したことじゃありませんよ」

「本当？　あの人、私にウインクして車に乗り込んでいったわよ。母がああいう表情をする時は、なにか面白おもしろいものを見つけた時なの」

「え。……いや、ほんと、なんでもないんで」

「…………」

「先輩、恐いんで無言で睨にらむのやめて下さい」

　風也が怯おびえていると、千紘はやがて「ま、いいわ」と首を横に振る。

「予定外の時間がかかってしまったわね。そろそろ行きましょう。……と、その前に」

　千紘は持っていた鞄かばんから何かを取り出すと、後ろを向いてごそごそとし始めた。

　やがて振り返った彼かの女じよは――髪かみを纏まとめて帽ぼう子しを被かぶり、目にはサングラス、口にはマスクをしている。

「これで完かん璧ぺきね！」

「ええ、完璧な不ふ審しん者しやです！」

　怪あやしさが全身から迸ほとばしっているかのようだ。

「どうしたんですか、その格好は」

「だって、ここは異世界じゃないのよ。誰に見られているか分からないでしょ。でもせっかく津守君に色々と案内してもらうんだから、いつもの私は嫌だと思って。変装してみた」

「逆に不自然だからやめた方がいいですよ。マスクとサングラスは外したらどうですか？」

「……そう？　バレない？　バレてインターネットとかに上げられない？　テレビでやってたわ。ネットに写真が上がると体が燃えるのよね？」

「滅め茶ちや苦く茶ちや色々間ま違ちがって覚えてる！　どこから説明すればいいのか分からないほどに！」

　とりあえず、風也は現実で炎えん上じようすることはないと説明した。

「仮に先輩だってバレそうになってもオレが全力で誤ご魔ま化かしますから。信用して下さい」

「そ、そう？……分かった。君に任せるわ」

　千紘はサングラスとマスクを外し、鞄に仕し舞まう。

「ところで、どこに行きます？　先輩の行きたいところに付き合いますよ」

「……そうねえ。まずは、漫まん画がが見たいわ！」

　それなら、と風也は駅に向かった。電車で少し行ったところまで向かうと千紘に伝える。

（……そういえば先輩の私服姿は初めてだな）

　傍を歩く千紘を見つめながら思った。今まで制服かグリムヴェリアでの装備しか見ていないので、妙な気持ちだ。

「どうしたの？……この服、変だった？　あの、男の子と一いつ緒しよに出で掛かけるなんて初めてでどうすればいいのか迷っちゃって」

　服の裾すそを握って、千紘が顔を赤らめる。

「い、いいえ！　す、す、すすす、ステーキだと思います！」

「……私、そんなに牛みたいな体形？」

　少しショックを受けた顔をされた。

「ち、違ちがいます！　素敵です、素敵！　あの、なんていうか、お嬢じよう様さまって感じというか、あ、ああ!?　先輩はそんなこと言われても嬉しくないですよね、違うんです、清せい楚そというか貴族の娘というか高貴な感じというか、それでいて自然体で庶しよ民みんと親しくしていそうというか農民の娘と草原でクッキーを食べながら語らったりみたいなそんな風に思えてというかオレは何を言ってるんですかね!?」

　フォローしようとして完全に混乱してしまう。千紘はしばらくぽかんとした顔をしていたが、やがて爆ばく笑しようした。

「つ、津守君ってたまに変になるわよね」

「……すみません。でも、あの、とても似合ってます」

　やってしまった、と俯うつむいていると、千紘が「でも――」と続ける。

「ありがとう。君のそういう一いつ所しよ懸けん命めいに何かをしようとするところ、好きよ」

「ええっ!?」

　一気に全身が熱くなった。千紘はそんなこちらを不思議そうに見ていたが、やがて自分の言った意味に気付いたのか「あっ」と口にして顔を赤くする。

「ち、違うわよ!?　そういう意味じゃなくて……あ、あの、好きは好きなんだけど、そういうことではなくて、え、ええと、も、もう！　何を言わせるのよ！」

　思い切り背中を叩たたかれた。痛かったが、風也はなんだか幸せな気持ちになる。

　やがて改札の前まで来てから、風也は電子マネーで切きつ符ぷ代だいを払はらう為に専用のカードを取り出した。

　すると、甲かん高だかい音が鳴る。無賃乗車を防ぐ為に改札のバーが閉じる際に生じるものだ。

「ん？　まだ改札通ってないけど――」

　と言いかけたところで犯人が分かった。千紘がバーに阻まれた状態で止まっている。

「先輩？　切きつ符ぷ入れました？」

　あるいはカードの読み取りが出来なかったのかもしれない。そう思って尋たずねると、千紘は真ま面じ目めな顔でこちらを向いた。

「切符って何？」

　冗じよう談だんかと思ったが、千紘は大おお真ま面じ目めの様子である。

「……いや、電車に乗るのには切符が要いりますよ。お金を払ってそこで手に入れるんです」

　風也は改札のすぐ横にある切符の自動販はん売ばい機きを指差した。

　千紘はしばらくの間、風也の指した方を見ていたが、やがて長い髪を払う。

「もちろん――知っていたわ！」

「嘘うそをつかないで下さい」

「う、嘘ではないわ！　その……今のは君を試ためしたの。ちゃんと知っているかと思って」

「知ってますよ。高校生にもなれば」

「……そう。高校生になれば知っているものなのね」

　俯く千紘。なにかしら傷つけてしまったらしい。

　風也は頬を掻かいた後で、自動販売機で切符を買うと、千紘に手て渡わたした。

「どうぞ。これを改札の空いている穴に入れて下さい」

　言われた通りにする千紘の手から切符が離はなれ、改札に吸い込まれていった。

「津守君、騙だまさないで。盗とられたわ！」

「盗られてません。あっちに出てます」

　向こう側を指すと、出口側からはみ出す切符を見て、千紘ははっとする。

「駅に着いて出る時にも使いますから、失なくさないで下さいね」

　改札を抜ぬけると、千紘は切符を取り、大事そうに財さい布ふに仕舞った。

「先輩、電車使ったことないんですか？」

　ホームに出たところで風也が質問すると、千紘は頷く。

「遠出する時は今日みたいに車を使うから」

「ああ……じゃあ、さっきのは貴重な体験でしたね。覚えて帰って下さい」

「ええ！　この切符は、記念に一生とっておくわ！」

「改札を出る時になくなりますけどね」

　千紘がこちらを見る。滅茶苦茶ショックを受けた顔をしていた。

　間もなく電車がホームへと滑すべり込んできたので、風也は千紘と共に乗り込んだ。

「意外に狭せまくて小さいのね」

　物珍しそうに車内を見回す千紘。

　……と、風也はそこで誰かの視線を感じて振り返った。いや、誰か、ではない。車内にいる男性のほとんどが千紘を見ていた。この美貌である。無理もなかった。

　ただ、彼かれ等らは知らない。知的でクールに見える彼女の中に、本当は無む邪じや気きな部分が眠ねむっているのだということを。

「津守君、この端はしの方の席に貼はってある携けい帯たい電話のようなマークはなに？　斜しや線せんが入って使用を禁止しているように見えるけど」

「ここで携帯電話を使うと、危険性によって電車が緊きん急きゆう停止しますという意味です」

「そんな些細なことで動かなくなるの……!?」

　胡う散さん臭くさい嘘を、すぐに信じてしまうほどに。

「嘘ですが」

　強めに鼻をつねられた。

「もう！　津守君の言うことなんて、金輪際、信用しないからね！」

　風也が頭を掻いていると、電車が目的の駅へと着く。

「ここにはなにがあるの？」

「大型だったりマニアックな漫まん画が本ぼんを扱あつかっているような書店が幾いくつか。後はゲーム屋とかアニメ関係のグッズを売る店とか。いわゆるオタク街ですね」

「ああ。聞いたことがあるわ。アキハバラね」

「ええ。まあ、秋葉原は別にオタク街の総そう称しようじゃなくて東京にある駅の名前ですが」

　改札を出ると大通りが延びていて、左右に美少女やゲームのキャラが描かれた看板を掲かかげた店が軒のきを連ねていた。

「なにか欲ほしい漫画とかあります？」

「ううん、あまり詳くわしくないのでそう言われると出てこないんだけど……」

「じゃあ、好きなジャンルとかでいいですよ」

「そうね。小説だとその辺りはこだわらずに読むんだけど、ホラー以外がいいわね」

　つまりホラーは苦手なんだな、と風也は判断した。意外だ。

「じゃあ、まあ、オレのお勧すすめをいくつか教えますよ。気になったら買って下さい」

　言ってから、近くにある店へと入る。

「ここは小さいけど品しな揃ぞろえが良いんですよ。都心に行かなきゃないようなものもあります」

　狭い店内には巨きよ大だいな本ほん棚だなが所ところ狭せましと並び、漫画の単行本がみっちりと詰つまっていた。

「すごいわね……！　これ、みんな、漫画なの！」

　客の間をすり抜けるようにして、風也は棚たなの前に立つ。

「ええと。先せん輩ぱいは漫画を読み慣れていないでしょうから、あんまりコマが複雑なのはやめておいた方がいいと思います。こっちとか、こっちとかもいいですね」

　風也は気に入って家に置いてある漫画のシリーズを幾つか手に取ると、手渡した。

「これ、恐こわくないわよね？　恐くないのよね？」

　やけに念を押おしてくる千紘。が、答えにくい質問だった。

「あの。先輩にとっての恐いが何に当たるかにも依よるんですよ。ほら、単純に幽ゆう霊れいとかお化けとかも『恐いもの』ですが、血が飛び散ったり、残ざん虐ぎやくなシーンがあるヤツも人によっては恐いでしょう。アクション漫画とかだと、結構、グロいものもあったりするので。先輩にとって恐いの基準が何なのか教えてもらわないと」

「そうね…………。……ムカデ、かしら」

「むかで？　むかでって、あの、体の長い虫の？」

　千紘はその名前を聞くのも嫌だとばかりに、顔をしかめて頷く。

「小さい頃ころ、母方の実家へ行った際に寝ね床どこに現れてね。顔の前で噛みつかれそうになって、それがとても恐かったの。今でもトラウマよ！」

「…………」

「どうしたの？　津守君」

「ああ……いや。なんでもないです」

　堂々としている千紘からは少し想像できないようなものだったので、面食らってしまっただけだった。

「恐いのはムカデだけですか」

「ええ。後、お化けなんかもあまり好きじゃないわ。血が飛び散ったりするのは大丈夫よ」

「なるほど。じゃあ、今渡わたしたのは問題ありません」

「寧ろ、首が飛んだり腕うでが引きちぎれたり、断だん末まつ魔まや泣なき叫さけぶ声がするのは好きよ！」

「それはなんていうか、問題が別のところにある気もします」

　個人の好みはそれぞれなので、おかしいとは思わないが。

「津守君は、こういうものが好きなのね。どういう基準で選んでいるの？」

「そうですね。雑誌で読んで面白かったものとか、ネットで評判になってたりするのを買ったりしますが。後は勘かんです。こう……本屋を回りながら、表紙をみて『お、これは！』みたいなのを感じたら手に取るんです。絵とか雰ふん囲い気きとかそういうのですね」

「ふうん。それでいざ買ってみたら外してしまったとか、そういうことはあるの？」

「ありますけど、そういう賭かけ的なところも含ふくめて前情報なしで選ぶのが好きなんですよ。当たった時の嬉しさはひとしおですし」

「なるほど……いいわね。人間心理の深しん奥おうを覗いている気分よ」

　そんな大げさなものでもないが、千紘が興味を惹ひかれたようなので、それでいいかと風也は思った。

「よければ先輩も試してみたらどうです？　理由はなくてもいいから、なんとなく気になったものを手に取ってみるとか」

「ええ。やってみるわ！　少し待ってて」

　頷いて、千紘は店の中を歩き始めた。楽しそうなので良かったと思いつつ、風也は自分の分を品定めし始める。やがて十数分ほど経たった頃、声を掛かけられた。

「津守君。決まったわ」

「それは良かったです――って、ええ!?」

　振り返って驚きよう愕がくする。千紘の姿はなかった。代わりにあったのは本の塔とうだ。遅おくれて大量に積み上げた本を持っている為ため、彼女が見えなくなっているのだと気付く。

「そんなに買うんですか、先輩!?」

「ええ。吟ぎん味みしたわ！」

　少しだけ顔を覗かせて、千紘はきりっとした表情を見せた。そんな表情を見せている場合でもないような気もするが。

「吟味って量じゃないですよ。こんなに買って持てます？」

「……しまった。そのことは考こう慮りよしていなかったわ」

　千紘は残念そうに何冊か残し、全すべてを棚へと戻もどしに行った。

「これぐらいでどうかしら！」

　やがて彼女は十冊ほどをこちらに提示する。

「ああ、いいですね。まあ、また買いたくなったら来ればいいですよ」

「……そうね。また来ればいいわ」

　その言葉を噛み締しめるようにして、千紘はレジに向かった。会計を済ませて、店を出る。

「毎月幾らかお小こ遣づかいは貰もらっていたんだけど、別に使い道も無いからずっと貯金していたの。こんなところで散財できるとは思ってなかったわ」

　漫画の入った紙かみ袋ぶくろを下げながら、千紘が言った。心成し、声が弾はずんでいる。

「良かったですね。紙袋、持ちますよ」

「いいわよ。重いから」

「だったら余計に持ちます。気にせずに」

　手を差し出すと、千紘は最初、躊ちゆう躇ちよしていた。が、こちらが足を止めてじっとしていると、やがては渡して来る。

「……異世界だけじゃなくて、こっちでも、津守君は頼たよりになるわね」

　風也が紙袋を持とうとすると、彼女は片側の取っ手を掴つかんできた。指先が触ふれ合あって、風也はどきりとする。

「一緒に持ちましょ。君だけに負担をかけるわけにはいかないわ」

　はい、と頷き、風也は千紘と共に、同じ袋を持って道を歩いた。周りから見れば仲睦むつまじい恋こい人びと同士に見えるかもしれないと思うと、つい、にやにやしてしまう。

「津守君、なにか面白いことでもあった？　笑ってるけど」

「え!?　あ、いや、なんでも。それより、次に行きたいところはありますか？」

　胸中を悟さとられない内に、風也は急いで話題を変えた。

「そうね……あ、こういうところにはゲームセンターというものはあるの？」

「ありますよ。すぐ近くにオレが行き着けにしているところが」

「行ってみたいわ。少し遊んでみたい！」

　喜んで、と請うけ負おって、風也は千紘を馴な染じみの店に案内した。

　四階建てのビルで、全ての階に多種多様のゲームが揃そろっている。

　一階にはキャッチャーマシーンで様々な景品を取れる筐きよう体たいが並んでいた。千紘はその内の一つに足を止め、ガラス越ごしに中を覗く。

「なにか気になるものでもありますか」

　後ろから問いかけると彼女はある一点を指差した。そこには可愛かわいらしいクマに似たキャラクターや、人気漫画の登場人物をデフォルメしたぬいぐるみの中に、ひと際目立つものが置いてある。

　ゴリラだ。

　ふさふさの黒い毛を生やしたごつい体のゴリラ。

　さすがに他が女性向けのラインナップとあってこれもいくらか愛らしく作ってはあるが、それでも尚なお、圧あつ倒とう的てきなまでの違い和わ感かんがあった。

　アニメか何かに出てくるキャラなのかと思って確かめてみたものの、そんな表記はどこにもなかった。首から下がっているタグには『森の王』とだけ書かれている。ゴリラだ。間違いなくただのゴリラ。

「なんでこんなものがここにあるんだ……」

　店員側のミスかと思ったが、他にこのぬいぐるみに相応ふさわしいところがあるとは思えなかった。と言うことはそもそも、こいつがここにあること自体がおかしいということになる。

「すごいですね。ギャグで置いてるのかな」

　最近はＳＮＳなどで気軽に写真をネットに上げられるようになっている。その為、話題を呼ぶために店がわざと妙なことをして、客側に宣伝してもらうといった行こう為いがたまにあった。このゴリラもその一興なのかもしれない。

「でもさすがにゴリラはないですよね。なんか女子会におっさんが紛まぎれ込んでいる感じっていうか、この子も居い心地ごこち悪そうですよ」

　笑えるという意味で千紘が目の前のぬいぐるみを指したのだと思って、風也はそう言った。だが、

「……可愛い」

　千紘から想定外の言葉が漏れる。

「すごく可愛いわね！　素晴らしいわ！　このゴリラを作った人は天才よ。間違いなく十年、いえ、百年に一人の逸いつ材ざい！」

「え、せ、先輩!?　そこまで!?　先輩、ゴリラ好きなんですか!?」

　思わず訊きくと、千紘はこちらを向いて無表情で応こたえた。

「別に。普ふ通つう」

「いやでも滅茶苦茶興味もってません？　そのゴリラに」

「これはゴリラではなく、ゴリラのぬいぐるみよ。津守君、いくら私でもゲームセンターに本物のゴリラが居たら欲しがらないわ。珍めずらしいとは思うけど！」

「珍しいっていうか、異常ですけどね」

　どう考えても動物園から逃にげ出して居い座すわっている状態だろう。

「でもこのゴリラはいいゴリラだわ！　見れば見るほどに愛らしい。ゴリラのゴリラたる雰囲気を活いかしながらも本物のゴリラにはない絶ぜつ妙みような柔やわらかさとふわふわ感を出しているわね。ゴリラをここまでゴリラにしておきながら、ゴリラではないゴリラに仕立て上げているのは見事よ！」

「先輩、何回ゴリラっていうんですか!?」

　千紘の美貌から出るとは思えない単語の連続に、風也は呆あつ気けにとられた。

「……良いゴリラ」

　尚もずっとゴリラのぬいぐるみを見つめ続ける千紘。対象が対象だけに認にん識しきしにくいが、その可愛いと思うものに対して送る、どこかうっとりとするような眼まな差ざしは、同年齢の女の子とそう変わらないように思えた。

「先輩。良かったら手に入れましょうか。このキャッチャーは動きを自由に出来るので取りやすいんですよ」

　風也は彼女と入いれ違いに前へ出て、財布から百円玉を取り出すと、筐体に入れた。キャッチャーマシンを少しずつ角度調整しながら動かしていく。

「でもあんなに大きいゴリラなのに」

「コツがあるんです。重心とか考えれば意外と簡単ですよ……っと」

　ボタンを押すと、キャッチャーマシンが下がっていき、ゴリラの首元に食い込んだ。そのまま、ゆっくりと引き上げていく。だが、ここからだ。景品取り出し口へと移動する前に落ちる可能性があった。

　風也が千紘と共に息を呑のんで見守っていると、やがてキャッチャーマシンは筐体内の端にある穴へと移動し、ゴリラを解放した。鈍にぶい音がして、見事にぬいぐるみを手に入れる。

「よし、成功しました。どうぞ」

　持ち上げたゴリラを渡すと、手にとった千紘はそれをじっと見つめた。

　やがて、ゆっくりと抱だき締めて、目を閉じる。全身で喜びを味わうように。

「お役に立てて何よりです。それ、プレゼントしますよ」

「え、でもそんなの、悪いわ」

「気にしないで下さい。百円で取れましたし。今日の記念ってことで」

「そ、そう？……うん、ありがと」

　千紘はゴリラを抱きながら、微笑んだ。

　その後、店を出た千紘は少し歩いたところにある雑貨屋に寄った。

「なにか欲しいものでもあるんですか？」

「ううん。ちょっと提案なんだけど、グリムヴェリアにある君の家に置く物を買わない？　ほら、あそこ、家具はあるけど少し殺風景だったでしょ」

「ああ。いいですね。了りよう解かいしました」

　そういうことなら、と風也は千紘と共に、小物や壁かべにかける飾りなどを購こう入にゆうする。花もあるといいかもしれないということで、花屋によって鉢はち植うえ付きのものを手に入れた。

「……ところで、今日買った漫画なんかは、グリムヴェリアに持っていけるの？」

　一段落したところで、千紘が尋ねてくる。
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「そこ、気になりますよね。もちろん、大だい丈じよう夫ぶです」

　そうでなければ意味がなくなってしまう。

「身に着けられるものや手に持てるもの程度なら、そのまま向こうに移動できます。ただ、あまりに大きい――例えば車なんかは無理ですね」

「その辺りは融ゆう通ずうが利きくのね。逆に向こうの物をこちらに持って帰ることは出来るの？」

「ええ。そっちもこっちと同じです。可能ですが、あまり規模のあるものはダメですね」

「そう、分かったわ。良かった。……津守君、次に行きたいところはある？　どこでもいいのよ。メイド喫きつ茶さとかいつも行ってるんでしょ？」

　千紘がなぜか自信満々な態度をとる。

「いや、行ってませんよ！　なんでそんなに確信をもって言うんですか！」

「え、高校生の男の子は皆みな、メイド喫茶に週一で行っているんじゃないの!?」

「どこから得た情報なんですかそれは！　先輩、ちょくちょく思いますけど誰かに騙だまされて変な情報吹ふき込まれてません!?」

　心配になってしまう。が、千紘は「どこで聞いたんだっけな……？」と首を傾かしげるだけだった。

「まあ、えと、オレからは特に。今日はとことんまで先輩に付き合うって決めてますので」

「そうなの？　ありがとう！　じゃあ、もう少しだけ一緒に居てね」

　もう少しどころかいつまででも、と言おうと思ったが、恥はずかしくなってやめておいた。

　と――その時。思いもよらぬ相手から声を掛けられる。

「あれ、風也だ！　やっほー！」

　前から鮎あゆ川かわがやってきたのだ。風也はびくりと体を竦すくませた。

「よ、よぉ。どうしたんだよ」

「いやぁ、読みたい漫画の新刊が出てたの思い出してさぁ、慌ててやってきたってわけ。風也こそ、買い物？　暇ひまならちょっとお茶でも……って、あれ？」

　言いかけたところで、鮎川は隣となりに居る千紘に気付く。

「んんんんん？……ひょっとして、御子戸先輩です？」

　不味まずい、と思った風也が振ふり向くと、千紘は真顔になっていた。

「ち、違うよ。この人はその……オレの姉さんでさ」

「いや、風也、一人っ子じゃん」

　即そく座ざに嘘がばれる。これだから幼おさな馴な染じみというやつは面めん倒どうなのだ。

「親しん戚せきのお姉さんで、たまたまこっちに来たから、オレが街を案内してだな……」

「なに言ってんの。帽ぼう子し被かぶってたから最初は分からなかったけど、どう見ても御子戸先輩じゃん。……おやおや？　ひょっとして、ひょっとして、おデートというやつですか？」

　勘づいた鮎川がにやけた笑いを浮かべた。

「そ、それは、あの、なんていうか――」

「そうね。デートよ」

　取とり繕つくろおうとする風也だったが、その前に千紘が言い切ってしまう。

「ちょ、せ、先輩!?」

「おお！　やっぱり二人とも付き合ってたんだ、へぇ、へぇー」

　面白い物を見つけたような顔で、鮎川がこちらと千紘を交こう互ごに眺ながめてくる。

「にしても、風也もやってくれるわねぇ。あたしってもんがありながら」

　近付いて、軽く肘ひじ鉄てつを当ててくる鮎川。

「そういう冗談はやめろって、まじで」

　ため息をついた風也に、鮎川が「ごめん、ごめん」と頭を下げる。

「鮎川さん、だったわね。津守君とは長い付き合いだそうだけど」

　不意に千紘が声を発し、佇たたずんだまま、じっと鮎川へ視線を送る。

　最初は朗ほがらかな顔をしていた鮎川だったが、表情を変えず、微び動どうだにしない千紘に、少しずつ冷ひや汗あせを流し始めた。

「……あの、風也？　なんか心なし、先輩が仁に王おうのような迫はく力りよくをお出しになられているようだけど？」

「そ、そうかな。気のせいじゃないか？」

　心の中では鮎川に同意した風也だったが、ひとまずは否定しておく。

「私は津守……風也君とは知り合ってまだ間もないけど。これから仲良くしていくつもりだから、よろしくね」

　わざわざこちらのことを苗みよう字じではなく名前で呼んで、千紘は少しだけ頭を下げた。

「は、はあ。はい、了解です、こちらこそ……あの、風也。あたし、そろそろ行くね」

　いわく形容しがたい何かを感じたのだろう、鮎川は言って、そそくさと去っていく。

「あの、先輩、どうしたんですか？　なんか変でしたよ、今」

　しばらくしてから話しかけると、千紘はふっと息をついた。

「なんでもないわ。……我ながらちょっと子どもっぽかったかしらね」

　ぽつりと呟つぶやいて、頬ほおを桜色に染める千紘。

「べ、別に、鮎川さんと津守君を見てどうとか思ったとか、そういうことじゃないから！」

「どうとか思った？　なにをです？」

　訳が分からずに風也が首を傾げると、

「なんでもないの！　ほら、行くわよ！」

　半ば強ごう引いんにこちらの手を引いて、千紘は歩き出すのだった。

　風也はその後、千紘と共に様々な店を巡めぐり、その都度、欲しい物を買っていく。

　やがて陽ひが傾かたむき始めた頃になると、互たがいの両手には巨大な紙袋が下がっていた。

「よっし、買ったわね、豪ごう快かいに！　津守君、まだ時間はある？　これを早さつ速そく、グリムヴェリアに持っていきたいんだけど」

「いいですよ。そもそも今日はそれが目的でしたから」

　二人で路地裏に移動すると、紙袋を持ったまま転移石を握にぎった。

　周囲が暗くなって間もなく、気づけばレアンカスの広場に居る。買ったものはちゃんとあった。風也が、馬車を拾って家に向かおうと、千紘と共に移動を始めようとした時。

「あー！　カザヤさん！」

　聞き覚えのある声がして、振り返ると、ニーナが走ってきた。

「こんにちは、ニーナちゃん！」

　千紘が話しかけると、ニーナは彼女の方を見て「ああ！」と叫んだ。

「チ、チヒロさん！　最近、ちょっとカザヤさんと一緒に居過ぎではありませんか！」

「そうかしら？」

「そうですよ！　前まではカザヤさんお一人で島に行ってらしたのに、この頃ごろはいつも千紘さんと一緒で！」

「ああ、そう言われれば、そうね。ダメ？」

「ダメっていうか……」

　ニーナはちらりと風也の方を見てきた。

「その、来訪者さん同士で仲が良いのはいいとは思うんですけど、なんていうか、あんまりべたべたとするのも良くないんじゃないかな、とか、そんなことを……思ったりもするんです！　ええ！　個人的感情ではなく、公衆道徳的に！」

「別にべたべたはしていないと思うけどねぇ。してるかしら、津守君」

「え、いや、してないんじゃ……ないですかね」

　突とつ然ぜんに振られて風也は困こん惑わくした。

「でもでも！　今日だってご一緒しているじゃないですか！　これからまた島ですか？」

「いや、今日は違うよ。家に行こうと思って」

　首を傾げて「いえ？」と鸚おう鵡む返しに言ったニーナに、風也は答える。

「ああ。ニーナに会ったら言おうと思ってたんだけど、オレ、街から少し離れた場所に家を買ったんだ。そこで過ごすつもり」

「……チヒロさんと一緒にですか？」

「そうだね。その為に本とか、花や小物を買ってきたんだ。飾かざろうと思って」

　ニーナは両手を上げ、「んなっ！」とつま先立ちをする奇き妙みようなポーズで停止した。

「――そんなのっ！　ちょっと！　ダメですよ！」

　やがて再生ボタンを押されたように急に動き出だし、ぶんぶんと腕を振り始める。

「ふ、二人きりで過ごすんでしょう!?　しかも誰だれもいないところで！　おまけに小物や花で家を飾る？　そ、そんなの、そんなの、なんていうか！」

　まるで続きを話すことで自己認にん識しきしてしまうことを避さけたいというように、ニーナは言こと葉ば尻じりを曖あい昧まいに誤魔化した。だが、

「ああ。言われてみれば、なんだか、し、新しん婚こん家庭みたいねぇ」

　千紘が、顔を赤くしてはっきりと言ってしまう。

「わぁ――ッ！　言っちゃった！　わざと、わざとですか!?　優ゆう越えつ感かんですかっ!?」

「べ、別にそういうわけじゃないわ！　ただ、人によってそう見えてしまうかもって、つまりはそういうアレよ!?」

「ひいいいいい！　勝者の余よ裕ゆううううううう！」

　ニーナは己おのれの体を抱いて、風也の後ろに隠かくれてきた。

「いや、そ、そんな、新婚家庭だなんて。大げさな。あはは」

　笑いながらも風也はまんざらでもない気持ちになっている。意識していなかったがやはり家を買って正解だったかもしれない。

「と、とにかく！　そういうことだから。ニーナちゃん、ごめんね。私達たち、そろそろ行くわ」

　千紘が告げると、ニーナは「むううううう」と唸うなり始める。

「まずいですよ、これは。好敵手登場と思いきや、まさか先を行かれてしまう可能性も……これを捨て置いていいんですか。いや、よくない。ニーナ！　よくはないです！」

　俯いてぶつぶつと呟いていたニーナが、不意にばかりと顔を上げた。

「よし！　ニーナもカザヤさんの家にお邪じや魔まします！」

「え、でもお店は!?」

「いいんです！　今日はお父さんが近所の集まりに行くから、後ちょっとで閉店するつもりだったので！　今はお客さんもあんまりいませんし！　カザヤさん、お願いします！　ニーナも一緒に遊んで下さい！」

「……いや、オレはいいけど。先輩はどうします？」

「え。えーと……まあ、その、いいわよ？　ニーナちゃんに、来る勇気があるのならね！」

　長い髪を指先でさらりと流し、千紘は何故なぜか挑ちよう発はつ的てきな笑えみを浮うかべる。

「……なんでしょう。この、かかってこられるものならかかってこい感。ま、負けませんよ！」

　なぜか自分を鼓こ舞ぶしながら、ニーナはこちらに向かって言う。

「ではここで少し待っていて下さい。ニーナ、店に戻って許可もらってきますので！」

　風也が頷うなずくと、ニーナは「少しだけですから、待っていて下さいね。先に行かないで下さいね！」と念を押してから、駆かけ足あしで去って行った。

「先輩、なんであんなにニーナを煽あおったんですか？」

「いや、なんとなく……あの子、ノリがいいから面白おもしろくて。まぁ、二人きりっていうのも、なんていうか、こう、緊きん張ちようしちゃうし。……うっかり新婚家庭とか言っちゃったから」

　最後の方は小声であった為に聞きとれなかった。風也が怪け訝げんな顔をしていると、

「お、カザヤ！　お前も来てたのかぁ！」

　馴染みのある大きな声と共に、貫とおるが現れた。

「やけにでかい荷物を持ってるけど、今日は島を攻こう略りやくしにきたわけじゃないのか!?」

　貫にも家を買ったことを話すと、彼かれは目を見開いた。

「まーじかよ！　すっげぇな、お前。俺もいつか欲しいとは思ってるけど、中々金が貯たまらなくてな！　いくら稼かせいでもすぐに食い物買っちまうから！　なあ、俺も行っていいか？　どんなものか、興味があってよ！」

「え？　オレの家に？　や、それは……」

　振り返かえって、千紘を見ると、彼かの女じよは少し笑った。

「別にいいわよ。大勢居た方が楽しいかもしれないしね！」

「おお！　さっすがカザヤの彼女、心が広いな、おい！」

「別に彼女ってわけじゃ――」

「さっき酒場にイズミもいたからよ、そんなら、あいつも連れてくるわ！　いいか!?」

　こっちの言葉を最後まで聞かずに、貫はそんな話を持もち掛けてくる。

「別にいいわよ。津守君も構わない？」

　千紘が訊かれて、風也が首しゆ肯こうすると、

「よっしゃ！　じゃあ、ちょっと待っててくれよおお！」

　叫びながら、貫は走り去っていった。

「いつもながら、豪快な子ねぇ」

　半ば感心したように千紘が零こぼす。確かに勢いだけは誰にも負けないと風也も思った。

　と、貫を待っている内に、ニーナが戻ってくる。

「ど、どうも。で、では、参りましょう」

　相当に急いできたのだろう。酷ひどく息を切らせた状態だった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　バドさんに了解はとれた？」

　確かく認にんをとったこちらに対して、ニーナはがくがくと頷く。

　本当に平気だろうかと心配になりつつも、本人が言うのだからと信じることにした。

「お待たせ！　イズミを連れてきたぞ！」

　するとタイミング良く、貫が帰って来た。腕に泉を抱かかえている。

「ちょっと、こら！　あたしは別にいいって言ったっしょ!?」

「いーじゃねえか、なんか面白そうだからよ！　遠えん慮りよすんなって！」

「それはあんたじゃなくてカザヤが言うべき台詞せりふでしょーが！」

　じたばたと暴れる泉だったが、やがては「まったく」と諦あきらめたように息をついた。

「まあ、カザヤの家ってのはあたしも興味あるし、行くのはやぶさかではないけどね」

「やぶ蚊かがなんだって!?」

「なんでもないわよ、鼓こ膜まくまで筋肉男！」

　泉に叩かれ、貫は「はっはっは！　鼓膜まで筋肉だってよぉ！」と意味が分かっていないだろうに、呵か々か大たい笑しようした。

「あ、トオルさんにイズミさん！　お二人も行くんですか」

「おうよ！　よろしくなー、ニーナ！」

　驚おどろいたように言ったニーナは、貫に軽く肩かたを叩かれる。

「どうでもいいけどいい加減に放しなさいよ、コラ！」

　泉に叱しかられ、貫は「お、わりぃ、わりぃ！」と腕の力を抜く。突然にされた為、反応出来ず、泉はそのまま地面に落ちた。

「いだっ！……こんのおおおおおおお、将来、巨きよ万まんの富を生み出すあたしの腕が怪我けがでもしたら、どうしてくれんのよ！」

「おお？　そいつはごめんな、まあ、許せや！　はっはっはぁ！」

「な・ん・で・上から目線なのよおおおおお！」

　泉から食ってかかられ、蹴けられながらも、貫は全く意に介かいしていなかった。

「……なんだか、騒さわがしいことになりそうねえ」

　千紘の言葉に、風也もまた頷く。

　その後、こちらの世界で言うタクシーのような意味合いを持つ乗り合い馬車を掴まえて、皆で家へと向かうことにした。

「わあ！　あれがカザヤさんの買われた家ですか。素す敵てきですね」

　到とう着ちやく後、馬車から降りたところで、ニーナが目を輝かがやかせる。

「ほぉ、こいつは大したもんだな！　さすがカザヤだ」

「トオルに同意するのはハラワタ煮にえくり返るくらい悔くやしいけど、まぁ、そうね」

　貫と泉もまた称しよう賛さんし、風也はどうにも照れくさくなった。

　御ぎよ者しや台だいの人間に数時間後に迎むかえに来てくれるように頼たのんでから、帰す。

　中に入ると、風也と千紘は購入したものをテーブルの上に置くことにした。

　漫まん画がや小物、飾りを取り出しては並べていく。

「これ、なんですか。本？　綺き麗れいな絵が描えがいてあります」

　単行本を手に取って、ニーナがしげしげと眺める。

「漫画だよ。前に教えただろう。オレの世界にある、絵のついた本」

「ああ！　これがですか！　へえ……」

　ページをめくっていたニーナだったが、やがて眉み間けんに皺しわを寄せて唸り始めた。

「……カザヤさん。読めません」

「まあ、オレの世界の言葉で書いてあるからね」

　来訪者はグリムヴェリアの言語を聞いたり読んだりすることは可能である。

　ただ、こちらに住んでいる者は文字に関してのみそれが出来ないらしい。あまり必要がないから、ということかもしれなかった。

「うぬぬぬ。悔しいです。なんとか絵から推測して読んでみようかな……」

　ニーナが単行本を自分に近付けたり離はなしたりしている。

「大丈夫だ、ニーナ。俺だって小学校三年までカタカナが読めなかったんだぜ、お前だってすぐに日本語が分かるようにならぁ！」

「例外中の例外に言われても何の安心にもならねーわよ」

　妙みような慰なぐさめ方かたをした貫を、泉が半眼で睨にらんでいた。

「津守君、これはここに置いていい？」

　向こうの方から千紘に呼びかけられた。見ると彼女はゴリラのぬいぐるみを、部屋にある暖だん炉ろの上に置こうとしている。

「随ずい分ぶんと目立つところに置きますね」

「こうすればこの子が家を見守っているように思えるでしょ。番犬ならぬ番ゴリラよ」

「別にいいですけど、ワードから与あたえられる力が半はん端ぱないですね……」

　泥どろ棒ぼうも腰こしを抜ぬかして逃げ出しそうだ。

　千紘は、暖炉の上に座すわったゴリラの頭を、微笑ほほえみながら撫なでた。

「宜よろしくね、ゴリロード・ブランクス・ギラン三世」

「ゴリロード・ブランクス・ギラン三世!?」

「うん。ゴリロード・ブランクス・ギラン三世。この子の名前」

「中々ネーミングセンスがあるじゃない、チヒロさん」

「ええ!?　センスが!?」

　泉が感心したように言ったので、風也は驚愕した。

「……まあ、いいですけど。やけに仰ぎよう々ぎようしいなぁ」

「長いなら略してゴリさんにしましょ」

「一気に馴染みやすくなった！」

　そちらの方がしっくりくる、と風也が思っていると、千紘は満足そうにゴリラのぬいぐるみに何やら話しかけていた。

「おい、カザヤ。こっちの置物はどこに置くんだ？」

「この絵、大きいからここにかけておくわよ。いい？」

　飾り付つけの作業を手伝ってくれている貫と泉から声を掛けられて、風也はそれぞれに対応した。すると、

「ねえ、津守君。こっちの花は台所の方に飾りましょうか」

　千紘も訊いてくるので、頷く。

「ああ、そうですね。華はなやかな感じになりますし」

　二人で相談しながら植うえ木き鉢ばちを持って行こうとすると、

「待って下さい！　それは机の上に置いた方が良くないですか！」

　滑すべり込むように前にニーナが現れた。

「ほら、あの机、大きい割りに何も載のっていないので寂さびしく思えますし！」

「ああ、そう言われればそうだね」

「でも台所の方が水仕事している時なんかに目を向けられて良くない？」

「……確かに」

「いいえ！　食事の際にふと視線を向ければそこに花！　それこそ生活の彩いろどり！　落ち着き！　平へい穏おん！　癒いやしです！」

　両手を腰に当て、千紘に対たい抗こうするニーナ。

「ほほう……面白い。私と勝負するというのね？　ニーナちゃん」

　千紘が不敵に笑うと、ニーナが身構えた。

「も、もちろんです。受けて立ちますよ！」

「いいわね、ならこうしましょう。一日ごとに花を机と台所、双そう方ほうに置いてその景観を確かめる！　その後により優すぐれた方に決定権を与える！」

「な、なるほど、それなら平等ですね！　よおし、ニーナやる気になってきましたぁぁ！」

「と思ったけど、いざやるとなるとちょっと面倒くさそうだからやめるわ！　ニーナちゃんの言う通り机に置きましょう！」

　両手を掲かかげていたニーナが膝ひざを崩くずして床ゆかに突つっ伏ぷした。

「先せん輩ぱい、盛り上げるだけ盛り上げておいてハシゴを外さないで下さいよ。ニーナがやる気の向けどころをなくして倒たおれました」

「あら、ごめんなさい。大丈夫？」

　千紘が気き遣づかうとニーナは「らいじょうぶれす……」と突っ伏したまま答える。多分この反応が見たくて、わざとやったんだろうなと風也は見み抜ぬいた。

「チヒロさんも中々の策士ね。トオルをハメる時の勉強になるわ」

　泉がにやりとして、ニーナの頭を笑いながら撫でている貫を目線で指した。

「どうかな……あいつのことだから、そんなことしても全く気付かないんじゃないか」

　風也の予想に泉は「うぐっ」と押おし黙だまる。

「た、確かに。ああ、もう、鈍さを通とおり越こして不感に近いから面倒なのよ！　知性派のあたしがなんであんな奴やつと一いつ緒しよにいるわけ!?」

「性格が反対だから馬が合うってこともあるわよ。相手の足りないところを補うというか」

「あたしに足りないところなんてねーわよ」

　千紘にきっぱりと言い切る泉。

「……お前の自信は自信で物もの凄すごいな」

　中々出来ることじゃないと風也は苦く笑しようした。

「お？　おーい、カザヤ。なんだこれ？」

　その時、紙袋の中を探さぐっていた貫が、包装紙に包まれた四角い箱を取り出してこちらに見せる。

「ああ。トランプだよ。暇つぶしに携けい帯たいゲームとかも持ってきてるんだけど、バッテリーが切れたら使えなくなるからね。アナログゲームもいいかと思って」

　風也は貫に近付くと、トランプを受け取って包装紙を破いた。

「いいわね。やってみましょうか。五人だから、何にしようかしら」

「そうですね。ニーナはトランプとかやったことがないだろうし、簡単にババ抜きとか」

　千紘に答えながら、風也は箱の蓋ふたを開けて、カードを切り始める。

「とらんぷ？　ばばぬき？」

　ようやく復活したニーナが、ぽかんとした顔で首を傾げた。

「オレの世界での遊びでね。一から十三枚までと数字とジョーカーっていう絵の描かれた札を使ってするんだ。順番で札を一枚選んで、数字が揃ったら捨てる。ただしジョーカーだけは一枚しかないから、最後までそれをもっていた人が負けっていうわけ」

「ああ。レナントのブルンカスみたいなものですね」

　トランプを見ていたニーナが言った。

「そうだね。そう思って問題ないよ」

　千紘達たちがテーブルについたところで、風也はトランプのカードを配り始める。

「れなんとって、なに？」

「グリムヴェリアのカードゲームよ。酒場とかでよくやるわね」

　泉が説明したのを、風也は引ひき継ついだ。

「カードの種類や枚数は違ちがいますけど、トランプとほぼ一緒。ブルンカスもババ抜きと似ていますが、全部を捨てきる前に『ブルンカス！』って叫さけばないと、その時に捨てた札が戻もどってきた上、手番も抜かされるんです。つまりは自分の番がまたくるまで、一周分待たなきゃいけないってことですね」

　ブルンカスという名の男が考案したと言われているが、随分と昔のことなので、グリムヴェリア人もよく分かっていないようだった。ちなみにレナントスは古くからいる魔ま獣じゆうの名からきているらしい。ただ札の絵に描かれているのは想像上のもので、本物は誰も観みたことが無いとのことだ。

「へえ。世界が違っても、文化の歴史は似通った部分があるのかもしれないわね」

　千紘が興味深そうに言った。

「なら、せっかくだし、グリムヴェリアのルールを適用しちゃいましょうか」

「いいんですか？　そんなことして。ニーナ、勝っちゃいますよ」

　自信満々な態度のニーナに、千紘は「それは楽しみね」と口元を緩ゆるめる。

「俺も得意だぜ！　なにせ、仲間とやったらいつも最後までカードが残ってるからな！」

「いや、それ、ボロ負けしてるじゃないか」

　拳こぶしを掲げた貫に風也が突っ込んだが、当の本人はきょとんしていた。

「あれってババを最後までもってた奴が勝ちなんじゃねえのか？」

「あんた今さっきカザヤがした説明聞いてた!?」

　泉が頭を抱える。

「宗そう谷やらしいというかなんというか」

「自由な発想の持ち主なのね！」

　風也の言葉に千紘が斜ななめ上うえの捉とらえ方をした。

「ただのアホでしょ、アホ。今世紀最初にして最後の究極的なアホ」

　泉が呆あきれたような顔をすると、貫は頭を掻かく。

「そんなに褒ほめられるとさすがに照れるぜ！」

「褒めてねーわよ！　あたしは何回あんたに同じことを言わなきゃならないの!?」

「確かにいつも言われてるな。作家志望ならマンネリはダメなんじゃないのか、イズミ！」

「なんであんたにダメ出しされなきゃならねえのよおおおおおお！」

　泉は貫に掴つかみかかったが、「ははははははは！」と笑った貫に片手で止められていた。

「二人とも、仲良いいのは分かったからそろそろ始めるぞ」

　風也が声をかけると泉が「仲良くないわよ！」と歯を剥むき出しにする。

　やや時間はかかったものの、ゲームはスタートした。無造作に置いたカードをとり、最も数字が大きい者からスタートすることにする。引いたのは千紘だった。

　改めて五で割った数のカードを配り終えたところで、ババ抜きを始めることになる。

　……が、せっかくの勝負もすぐに終わりそうだと、風也は確信することになった。

「じゃ、私からいくわね」

　千紘が言って、左側に座っていたニーナの持つカードから一枚を指先で挟はさむ。

「ああ!?」

　その瞬しゆん間かん、ニーナは明らかにショックを受けた顔になった。

「……こっち？」

「ああああ!?」

　またもや同じ表情になるニーナ。

「なら……こっちね」

「ふふふ」

　今度は不敵な笑みを浮かべるニーナ。

「と思わせてこっちね」

　千紘は別のカードをとると自分の札に加えた。ニーナはあからさまにがっかりした様子で肩を落とす。

「では、次はニーナがイズミさんの札を取りますね……」

「その前にごめん。ニーナ、ポーカーフェイスって知ってる？」

　風也の質問に、ニーナはきょとんとした顔になった。

「ぽぉかぁふぇいす？」

「こういう勝負の時に、相手へこっちの表情で持っている札を見抜かれないように、感情を出さないようにすることなんだけど」

「へえ！　ニーナは得意ですよ！」

「どこが!?」

　即座に突っ込むとニーナが怪訝そうに眉まゆを顰ひそめる。

「え？　だってニーナ、いつも酒場でブルンカスをやる時は勝ってますよ。それって、ぽぉかぁふぇいすが上手うまくいっているということではないんですか？」

「……多分、違うと思う」

　この世界は本当に優やさしい人が多いな、と風也はしみじみ思った。

「あのね。ニーナ、あなた、ジョーカー持ってるわよね？」

　泉が尋たずねると、ニーナは跳とび上あがった。

「ええ!?　ななな、なんで分かるんですか!?　それも来訪者の能力ですか!?」

　誰にでも分かるよ、と風也は苦笑した。

「ニーナちゃんは選ばれる札によって表情が変わり過ぎなのよ。そんなことだとすぐに手札の内容がばれて負けちゃうわ」

「そ……そうだったんですか。なら、今度はそのぽぉかぁふぇいすをやってみます！」

　千紘のアドバイスに、ニーナは頷き、泉の手札をとった。直後にあからさまににやりとする。多分、同じ数字が揃そろったのだろう。

「ニーナ。顔」

「……はっ！　わ、わ、分かってます。ぽぉかぁふぇいすです」

　唇くちびるを真一文字に結ぶと、ニーナはきりっとした顔になる。いや、自分としてはしたつもりなのだろう。こちらとしては、ぶつけたお尻しりが痛むのを我が慢まんしているように見えるが。

「お、なんだ、ニーナ、ケツでもぶつけたか？」

　全く同じことを思っていたらしき貫が指し摘てきすると、ニーナは顔を真っ赤にした。

「ちち、違います！　ええ、ええー？　難しいなぁ、ぽぉかぁふぇいす……」

　両頬を手で押さえて、ぐにぐにと上下に動かすニーナだったが、上手くいかないようだ。

「……まあ、要努力だね。じゃあ次は琴こと蕗ぶきの番」

　泉が貫の差し出した札の一枚をとり、捨て札をした。

　そして次に貫が風也の差し出した札をとり――直後。

「ああ！　くっそおお、ババじゃなかったあああああ！」

「だからルールを把は握あくしろおおおお！」

　泉から蹴られて、貫は「なにが!?」と意味の分かっていない表情をする。

「大体、ジョーカーは今、ニーナがもってるって分かってるでしょうが！　あんたんとこにくるわけないでしょ!?」

「え、あ！　そうか！　あっはっは！　頭いいなあ、イズミは！」

　豪快に笑い飛ばす貫に、泉は頭痛がするように額を押さえた。

「なんかそもそも問題外の子もいるわよ、津守君！」

「これはかなり波は瀾らんを呼びそうですね……」

　ババ抜きってこんなに難しいゲームだったっけ、と風也は困惑した。

　次いで、今度は風也が千紘の札を取る番となる。ちらりと彼女の顔色を窺うかがう。が、表情は全く変わらなかった。どれを取ろうとしても同じだ。

「す、すごい。これがぽぉかぁふぇいす……どうやったらそんなに、面白くなさそうな顔が出来るんですか……」

「まあ、私が今ジョーカーをもってないってのもあるけど。日ごろの鍛たん錬れんの賜たま物ものかしらね」

　得意げな顔をする千紘。

「なによ、日ごろの鍛錬って。何か特とく殊しゆな訓練でも受けてるの？」

　事情を知らない泉が怪訝な顔をした。確かに日ごろに学校で鍛錬しているといえばそうだろう。ポーカーフェイスに関しては世界一得意と言えるかもしれない。

　風也が、えい、と千紘のカードを取ると数字が揃った。一組を捨て札にする。

「よ、よぉし。挑ちよう戦せんしてみますよ。選んで下さい、チヒロさん！」

「んー……そうね。じゃあ、これ」

　千紘がカードを指先で摘つまむと、ニーナが妙な顔をした。唇を曲げ、目は斜め上を向き、頬を膨ふくらましている。

「なにそれ。どんな感情？」

　風也が尋ねると、ニーナは得意げに鼻の下を擦こすった。

「ふふふ。ずっとこうしていれば感情が出ません。すごいでしょう」

　確かにすごい。すごい間が抜けて見える。と、思ったが、風也は口に出さなかった。

「確かにすごく間が抜けて見えるな！」

　と思っていたら、滅め茶ちや苦く茶ちや正直に貫が口にして、泉に怒ど鳴なられていた。

　隣では、千紘が顔を背そむけて肩を震ふるわせている。笑いを必死で堪こらえているのだろう。

「……まあ、ニーナがそれでいいなら」

　複雑な気持ちになりながら、風也は呟いた。

　が、『変顔作戦』が功を奏したのか、千紘はジョーカーを引いてしまったようだ。ニーナが喜色満面となったのでそれが分かった。

　その後、順番にカードを引いていき、ジョーカーが行ったり来たりしながら、手持ちの札の数も少なくなっていく。

「よし――これです！」

　ニーナが泉のカードを引いた瞬間、目を輝かせた。

「や、やったぁああああ！　全部そろったあああ！　ニーナの勝ちですうう！」

　両手を振り上げて、カードを場に置く。

「ニーナが勝ちましたあああああ！　ひゃああああああああ！」

　椅い子すの上に乗って、くるくると回るニーナ。物凄いテンションの上がりっぷりだった。

「待ちなさい、ニーナちゃん。君は一つ大きなミスをしているわ！」

　そんな彼女に千紘が極きわめて冷静に呼びかける。

「え、ニーナが何の失敗をしていると！　見事に勝利を手にしたこのニーナが!?」

「ブルンカス」

「……ふえ？」

「ブルンカスって――言ってないわっ！　今捨てた札をとりなさいっ！」

　千紘は無情に先さき程ほどニーナが置いたカードを、彼女に押し付けた。

「なっ……なっ……い、いやあああああああ！」

　ニーナは椅子から飛び降りると、そのまま床でゴロゴロと転がり始める。

「ニーナが勝ってたのにいいい！　そんなのおおおおおお！　だめえええええ！」

「ふははははははは！　甘あまい、甘いわね、ニーナちゃん！　勝負は最後の最後まで神経を集中させないといけないのよ！　勝利を目前にして浮かれてしまうとは、君もまだまだ未熟ね！　ババ抜き皇こう帝ていには程ほど遠とおいわっ！」

　千紘が椅子の上に立って尊大に告げた。

「……ババ抜きの勝敗でここまで調子が上下する人達、初めて見たよ」

　あとババ抜き皇帝ってなんだと風也は思ったが、口に出すと長くなりそうなのでやめておいた。

「ま、ニーナは常に一いつ生しよう懸けん命めいなのよね。それはいいことだと思うわよ」

「そうですか!?　そうでしょう！　なら、今回はニーナの勝ちということで！」

　泉の言葉に勢いよく体を起こすニーナ。

「ダメよ、規則は規則！　捨て札を戻した上、ニーナの手番を一度、飛ばすわ！」

「ふふふ、どこまでも落ちていくのよ、ニーナちゃあああんっ！」

「いやあああああああ！　イズミさんとチヒロさんがひどいですうううう！」

　ニーナは転がったまま、台所の方まで行く。

「帰って来なさい、ニーナ」

　風也が声をかけると、しばらくしてからニーナは洟はなを啜すすり上げながら戻ってくる。

「なんですか、ブルンカスって言わなきゃいけない規則って……そんなの滅茶苦茶ですよ」

「君のところの世界が作ったものだけどね」

　風也の指摘にニーナは頬を膨らませて、再度、席についた。

「いいですよ。ここから挽ばん回かいしてみせます。ニーナはここからが強い女ですから！」

　気合を入れるように拳を握りしめるニーナ。――が、結局、勝利したのは千紘だった。二番手が風也。三位が泉で、四位は貫。彼女は最下位だ。

　机に突っ伏して、ニーナは「はわ、はわわわわ」と言葉にならない言葉を口にする。千紘はと言えば満面の笑み。年下相手に本気である。

「しかしペナルティがあったとは言え、まさかの一位から最下位とは……」

　運が悪いというかなんというか、と風也は複雑な気持ちになった。

「それにトオルに負ける奴がいるとはねぇ」

　呆れを通り越して感動したように、泉が零す。

「いやぁ、白熱した戦いだったよなぁ！　あれだけババを抜いたのは初めてだぜ！　でも後ちょっとのところでとられちまったのが敗因だな！」

「宗谷は宗谷で結局最後までルールを間ま違ちがえたままだったし！」

　それでよく四位になれたな、と風也は愕がく然ぜんとなる。と同時に、そんな彼に敗れたニーナが少し可哀かわい想そうになった。

「残念だったわね、ニーナちゃん。もう一回する？」

　千紘が訊きくと、ニーナが顔を上げて「します！」と断言した。

　――そして、彼女は十回やって、十回とも最下位という結果になる。

「ば、ばかな、この無敗のニーナが……あああ、ああああ、あああああ」

　椅子から立ち上がると、ふらふら後ろに下がり、壁かべに背を押し付けたままで、ニーナはずるずると床に腰をつけた。

「……ちょっと手加減してあげた方が良かったかな」

　一方的に攻せめられたボクサーのようになっているニーナを見て、風也は気の毒になる。

「そうね。やり過ぎてしまった気はするわ。まさかこんなに弱いとは思わなかったから」

　と、連戦連勝していた千紘が言った。

「確かに。今度は負けてあげた方がいいのかな……」

　風也が小さく呟つぶやいたが、そこで、小さな音が聞こえてくるのに気づく。ニーナからだった。風也が近付いて耳を澄すますと、寝ね息いきである。

「あれ。寝ねてる」

「悔し泣なきとは聞いたことがあるけど、悔し寝は初めて見たわね。可愛かわいい寝ね顔がおだこと」

　興味深げに眺ながめた後で、千紘はニーナの肩を抱だいた。

「寝しん室しつまで運びましょ。津守君、手伝って」

「あ、ああ。そうですね」

　二人で起こさないように気をつけながら、ニーナをベッドに移動させる。

　布ふ団とんをかけると、彼女はむにゃむにゃと何事かを呟きながら、気持ち良さそうに眠ねむり始めた。風也と千紘は互たがいに目を合わせて微笑み合う。

　もう少しニーナの寝顔を見ている、と言った千紘を残して、風也は居間に戻ると、

「ニーナは寝たのか。んじゃ、馬車も来たことだし、俺たちはそろそろおまといするか」

「おいとまでしょ。そうね。あんまり長居してもなんだし」

　ちょうど、貫と泉が立ち上がっていたところだった。

「あ、そうか。悪いな」

「気にしないでいいわよ。……ところでカザヤ、ちょっと訊いていい？　あなたって、未踏破島の攻略はしないの？」

　突とつ然ぜんに泉から尋ねられて、風也は首を傾かしげる。

「ん？　うん。まあ、今のところは。どうして？」

「ううん。実はあたしはそろそろしようかと思っててね。ただ、どのタイミングにしようかなって考えてて。そういやカザヤはどうなんだろうと気になっただけよ」

「おお、俺もやろうかなって思ってたんだぜ！　偶ぐう然ぜんだな、イズミ！」

　貫が嬉うれしそうに言って、泉は殊こと更さらに嫌いやな顔をした。

「あんた、まじであたしにつきまとってるとかじゃないでしょーね。警察突き出すわよ」

「おいおい、イズミがなぜか俺の行くところへ一緒にいるんじゃねえか。絆きずなだろ、絆！」

「今すぐ断たち切きりたいわよ、そんなもん！」

　二人は言い合いながら、現れた千紘と共にこちらに見送られ、転移石を握にぎって消える。

　風也と千紘だけになると、急に家が静かになった。

「ううん。さすがに少し疲つかれたわね」

　椅子に腰かけると、千紘は息をついた。

「今日は大分歩きましたからね。お疲れさまです」

「ううん。津守君こそ、お付き合いありがと。……でも、楽しかったわ」

　胸に手を当てて、千紘は口元を緩める。

「こんなに遊んだのは多分、生まれて初めてだから。なんだかスッキリしたみたい」

「そうですか？　なら良かったです」

「ええ。でも……結局、私の都合で振ふり回まわしてしまったような気がするんだけど、津守君は本当に良かったの？」

　申し訳なさそうに言われたので、風也はすぐに首を縦に振った。

「別に構いませんよ。先輩が喜んでくれたなら」

「でも、迷めい惑わくばかりかけているような気がして……」

「いいんですよ。オレも楽しかったし。それに――」

　少し躊躇ためらったが、風也は素す直なおな気持ちを告げる。

「その……前にも言いましたけど、オレ、先輩が自分のままで居られるとこを見るのが好きなんです。だから今日は夢中で漫画を選んでいるところとか、嬉しそうに小物を選んでるところとか、皆みんなで盛り上がってるところとか沢たく山さん見られて、寧むしろ、オレからお礼言いたいくらいですよ」

　すると、千紘は口を半開きにしたまま、ぽかんとした。

「……ん？　どうかしました？」

　首を傾げたこちらに対して、千紘は何も言わずに、顔を俯うつむける。

　ちらりと上うわ目め遣づかいになった時には、耳の辺りまで真っ赤になっていた。

「前にも思ったけど、どうして君は、そういうことを躊躇いなく言うのよ」

「へ？　あ、いや、何か不味まずかったですか!?」

　風也が慌あわてると、彼女は視線を逸そらした。

「そういうことじゃないわ。そういうことじゃないけど……もう、ばか」

　小さく呟いた最後の言葉が、風也の胸をまた苦しくする。心をわしづかみにされる感かん触しよくとは、このことだろう。

「……あ、そ、そうだ！　ここってお風ふ呂ろがあるのよね」

　突然に千紘は立ち上がると、踵きびすを返した。まるで、自分にとって都合の悪いことを誤ご魔ま化かすような仕草だった。

「え、はい。ありますよ。確か不動産屋の人が体を拭ふく布とか用意してくれてるはずです。シャンプーとかはさすがにないですけど。石せつ鹸けんはあったかな」

「なら、体だけ浸つかってくるわね。それじゃ」

　小走りで、千紘は風ふ呂ろ場ばへと向かっていく。

　一人残された風也は、いささかぼうっとしたままでそれを見送っていた。

（さっきの反応……単に照れただけなのかな）

　だが、あからさまに動どう揺ようしていた気もする。そういえば勉強を教えてもらった時もあのような対応になっていたような。

（まさかオレのこと……いやいやいや。いやいやいやいや。調子に乗り過ぎだ、オレ）

　そこまで自分に都合よく世界が回っているはずもない。なにせ相手はあの千紘だ。

（そ、そうだよな。気のせいだ。率そつ直ちよくに言い過ぎて恥はずかしがらせてしまったとか、そういうことだろう。先輩にとってオレは単なる後こう輩はいで、友だちってことだろうし……）

　深呼吸を繰くり返して、己おのれを必死で落ち着かせようとする。

「――津守君」

　しかしそう声を掛かけられて、びくりと体を竦すくませた。

　慌てて視線を向けると、千紘が風呂場の扉とびらから顔だけを出だしている。

「脱だつ衣い所じよに布がないんだけど……」

「あ、ああ。こっちの棚たなですかね」

　台所の方まで行って、棚を開くと、そこに積まれていた。戻って手て渡わたすと、千紘は受け取る。その際に、彼かの女じよの白く艶なまめかしい肌はだが垣かい間ま見みえ、石鹸の良い匂においが鼻をくすぐった。

「……どこ見てるのよ」

　細めた目で指摘され、風也は「ごご、ごめんなさい！」と慌てて背中を向ける。

　扉が閉められた後で、風也は零こぼした。

「いや、でも、これ、誤解はするよなぁ……」

　思春期男子としては、憧あこがれの先輩との夢溢あふれる展開を望むのも、無理からぬ話ではあるのだった。
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第三章　望むプレイスタイル







　千ち紘ひろと遊びにいってから一週間ほど経たった頃ころ。

　風かざ也やはいつものように放課後、グリムヴェリアに行って、島を探たん索さくしていた。

　同行している千紘も、すっかり体の動かし方や武器の扱あつかい方を覚えている。

「津つ守がみ君、右に避よけてっ！」

　指示に従って風也が横手に飛とび退のくと、すぐ傍そばを光の矢が駆かけ抜けていった。前方には複数の魔獣、【組織する子鬼グラン・ゴブリン】がいる。肌の色が違う、クラス・ゴブリンの上位種とも呼べる存在だ。

　矢の先せん端たんが一匹ぴきに突き刺ささると、大きく爆ばく発はつする。破は片へんが周囲の仲間に降り注ぐと、それらも一緒に倒れた。

　千紘が新しく得た御み業わざの能力だ。一つ一つのダメージ自体は低くなるもの、拡散した攻こう撃げきは範はん囲い内ないの敵を傷つける。

「やりますね、先輩。そいつらを単独で倒すとは！」

　風也の称賛に、千紘は親指を立てた。

「負けてられないな――喰くらえ魔獣、オレの力に怯おびえて裂さけろッ！」

　風也はグラン・ゴブリンと共に現れた、別の魔獣に対し、風の力を持つ魔ま剣けんを振り払はらった。衝しよう撃げき波はが相手を切り刻んで止とどめを刺す。

「……他た愛あいもない」

　グラン・ゴブリンを合わせて八匹居たので半分を風也が、残り半分を千紘が虫むし籠かごに収めた。そのすぐ後で、軽快な音が鳴なり響ひびく。レベルアップのお知らせだ。

　ただし、今度は千紘ではなく風也の方だった。

「おめでとう、津守君。そのなんか格かつ好こいいプレイも絶好調ね！」

「ありがとうございます。でも、あんまり気にしないで下さい……」

　どうしても癖くせが出てしまうようだ。風也は照れて顔を背けた。

「……と、そろそろ休きゆう憩けいしましょうか」

　今、風也達たちがいるのは第だい四よん島とうだった。岩山が多く、家や道に使うのに適した石材や、それらを作る為ための工具、それに来訪者用の防具に適した鉱石が多くとれる。

　実際、今回来たのも、バドの店に大工から依い頼らいが届いていた為だった。千紘の修しゆ行ぎようもかねてそれを受けたのだ。

「はい、どうぞ」

　風也は千紘から渡わたされたものを受け取った。行きがけに春はる鐘がね亭ていで買ってきた弁当だ。

　分厚いパンに厚い鶏とり肉にくと数種類のチーズが挟み込まれていて、間にあるキュウリに似た野菜がアクセントになっている。バドが得意としていて、グリムヴェリアでは割合とポピュラーな料理らしかった。

　近くの岩に腰かけてかじりつくと、胡こ椒しようの効いた鶏にわとりの肉にく汁じゆうが広がって、かなり美味おいしい。

　昼食を取りつつ、自身のレベル画面を表示させていた風也は、「ううん」と唸うなった。

「どうしたの？　津守君」

　水すい筒とうに入れた紅茶を飲みながら、千紘が訊いてくる。

「ああ、いや。さっきレベルが上がったでしょう？　もう一つ上がると新しいスキルを覚えられるんですけど……通常の長なら、十匹は倒さないとダメだなって」

　千紘は、じゅっぴき、と鸚おう鵡む返しに呟いて、驚おどろいた様子を見せた。

「それは確かにかなりのものね。大変そう」

「ええ。ただ、オレの御業である【魔剣】っていうのは、能力が便利な分、覚えるスキルが少ないので。より強力になるのは確かだから、なんとか手に入れたいんですけど」

「なにか良い方法はあるの？」

「あるにはあるんですけど……それでもどうかなぁ」

　判断に迷うところだ、と思いながら、風也はパンの残りを口へと放ほうり込んだ。

「でもそれより、先輩もすっかり強くなりましたね。クラス・ゴブリンを単独で倒すだけでもすごいのに、それより上の魔獣までやっつけてしまうなんて」

「ふふ、ありがとう。それもこれも、優ゆう秀しゆうな指導役である津守君のおかげね」

　答えながら、千紘は、少し目を伏ふせた。

「でも……ここまできてしまったら、津守君と一緒に居るのも終わりかしら」

「え？　どうしてです？」

「だって、さっきのゴブリン、だっけ。あいつらを一人で倒せたら一人前だって、以前に言っていたでしょう。つまり君に色々と教えてもらうのも、そろそろ終わりってことにならない？」

「……あ。そ、そうでしたね」

　完全に忘れていた、と風也は頬ほおを掻いた。

「うん、でも、いつまでも津守君に付き合ってもらうのも悪いしね。本来は一人でやっていたんでしょ？　私のことは気にしないでね。今まで、ありがとう」

　千紘は笑って言ってくれたが、その表情には寂しさが滲にじんでいた。ここしばらく行動を共にした風也だからこそ悟さとることが出来た、わずかなものだ。

　感情を制せい御ぎよするのに長たけた彼女のことだ。恐おそらくは、本来の心を抑おさえこんでいるのだろう。その姿を見ている内、

（……あれ、なんだろう、この気持ち）

　風也は、ある想おもいを抱き始めた。あるいはそれは、自分の中に、随ずい分ぶんと前からあったのかもしれない。

（そうか、オレ……そういうことか）

　ようやく気付けた。そして、認めることが出来た。

「……先輩」

　風也は呟いた。千紘の目を見つめ、心を決める。

「先輩、オレは――」

　が、言いかけた瞬間だった。レベルアップ時に鳴るのとは、また違う音楽が響き渡る。

「……託たく宣せんか」

　タイミングが良いのか悪いのか。風也は思わず苦笑した。

「たくせん？」

「レベル画面を出してみて下さい」

　風也の言葉に千紘が指を虚こ空くうに滑すべらせる。風也もまた同じようにした。

　すると、いつも浮うかび上がる三つの数字とは別に、文章が表示されている。

『グリムヴェリアからの重要なお知らせ！　今から二週間、全すべての魔獣から得られる経験値が増量キャンペーン！　長おさならなんと二倍！　これを機会にどんどん狩かりをして、がんがん資材や食材を集めちゃおう！』

　じっと文章を読んでいた千紘が、こちらを向いた。

「……なに、この、やけに明るくてハイテンションなノリは」

「ソシャゲのイベントみたいですよね。実際、そんなものなんですけど」

　表示画面を消して風也は説明する。

「来訪者による島の攻こう略りやくを活性化させる為に、神様がたまにこうしてお知らせしてくるんですよ。魔獣を倒せってのが多いけど、たまに珍めずらしい素材を集めれば無条件で一レベルアップとか、御業に合わせた特別なスキルを取得するっていうのもあります」

「へえ。神様も色々と考えるものねぇ」

　恐らくは現状のまま停てい滞たいさせず、どんどんと島を切り開いていって欲ほしいのだろう。

　それこそがグリムヴェリア神が来訪者に望んでいることであろうから。

「それにしても、経験値倍増ねえ。津守君がレベルを上げたいなら、ぴったりじゃない？」

「……ええ。そうですね」

　風也は頷うなずいた。まるで自分を後あと押おししているかのようだ、と口を開く。

「先せん輩ぱい。頼たのみたいことがあるんですが」

　こちらの言い方に、真しん剣けんな相談だと思ったのだろう。千紘もまた顔を少し引き締しめる。

「色んな人に訊かれてましたし、オレ自身、ずっと挑戦してみたいことがあったんです。先輩もかなり戦い慣れてきましたし、ここにきて、神様からの託宣です。やるなら今しかない、と思うんですが」

「何をするつもりなの？」

「オレと一いつ緒しよに――未踏破島の攻略を、してもらえませんか」

　こちらの言葉に、千紘は小首を傾げた。

「未踏破島……あれ。以前、換かん金きん所のおじさんが君に言ってたっけ」

「ええ。あの時はまだ先のことだろうと思って何も言わなかったんですが、説明しますね」

　風也は懐ふところに手を入れ、地図を取り出す。近くにあった平たい岩の上にひろげて置いた。千紘はパンを片手に近付いてくる。

「前に話しましたが、グリムヴェリアには幾いくつかの島があります。その島々は大きく二つ、『攻略済み』と『未攻略』に分けられるんです」

「攻略済み……は、今まで私達が行ってきたようなところ？」

　はい、と風也は頷いた。

「既すでに長も倒たおされ、ある程度は探索されてしまっているところです。ただ島の中には未いまだ誰だれも攻略していない、つまりは長を一度も討とう伐ばつしていないものもあるんです」

「それは、どうして？」

「理由は幾つかありますが、大きなところでは単純に長が強過ぎるんです。だから誰も敵かなわない。ただし攻略済みの島は沢山ありますし、食材や資材も今のところ枯こ渇かつする様子はないので、放置されても問題ないんですね。だから、ずっと放っておかれている」

「ずっとって、どれくらいかしら」

「オレも数カ月前にこの世界に来たので詳くわしくは分かりませんが、恐らく随分と長くです。中には来訪者という存在が、この世界に呼ばれ始めた時からのものもあるかもしれません」

「……それに津守君は挑戦しようというのね？」

　確かく認にんするように千紘から顔を覗のぞき込まれ、風也は顎あごを引いた。

「先輩と会った時に言いましたよね。オレはこの世界の全てを探索し尽つくすのが夢だって。その第一歩なんですよ。未踏破島を攻略するのは」

　ただ、と前置きして、続ける。

「これだけ大勢の来訪者が居て、尚なお、攻こう略りやく出来ないで居るところです。当然ですが難易度は他より遥はるかに高い。おまけに放置されて長いこと経っているせいか、長の情報も入って来てない。はっきり言って、成功するかどうかも怪あやしいところです」

「だから今まで手を出してこなかったのね」

「ええ。前みたいに一人だったら多分、今回も諦あきらめていたかもしれません。もう少しスキルを覚えてからって。ですが今、オレは独りじゃない。先輩がいます」

　風也は眼まな差ざしを真まっ直すぐと千紘へと向けて、

「先輩の協力があれば、何とかなるかもしれません。いえ、何とかしてみせます」

「でも、君、一人でやるのが好きだって聞いたけど……」

「ええ。でもさっき戦っていた先輩を見ていたら……そういう気持ちに、なったんです」

　少し照れくさくなりながらも告げると、千紘もまた、頬を赤く染めた。

「え、えーと。でも、私、いくらレベルが上がったっていっても、まだ経験不足よ」

「大だい丈じよう夫ぶです。先輩には戦せん闘とうセンスがあります。アクションゲームにおいて肝かん心じんなのは反射神経と咄とつ嗟さの判断能力、それにどんな状じよう況きようにおいても冷静さを保てるかどうかです。オレの見たところ、先輩にはその全てがある」

　言い切ったところで、深々と頭を下げた。

「お願いです。危ない目とか恐こわい目にあってしまうかもしれませんが――協力して下さい」

「いいわよ！」

　無む茶ちや苦く茶ちや速い返答だった。

「い、いいんですか!?　もう少し考えなくても!?」

　さすがに想定外でこちらが動揺してしまう。

「なに言ってるの。今まで津守君には私の夢を叶かなえてもらってばかりだったわ。恩返しが出来るならこっちからお願いしたいくらいよ！……それに、嬉しいのよ」

　風也の手をとると、千紘は笑えみを浮かべた。

「今まで一人でやっていた君が、初めて一緒に冒ぼう険けんしたいって選んだ相手が私でしょ。すごく誇ほこらしいし、やりがいがあるわ。やりましょう、津守君。私に出来ることがあるなら――君の夢に、手を貸すわ！」

「……先輩。ありがとうございます」

　千紘の手を上から空いた掌てのひらで覆おおいながら、風也は胸の内が温かくなるのを感じる。言って見てよかった。心からそう思った。

「では、明日。また放課後にこっちの世界で」

「ええ。未踏破島の攻略、開始よ」

　言葉を交かわし合い、風也と千紘は、互いに頷き合った。




　決行日は綺き麗れいに晴はれ渡っていた。まるでグリムヴェリア自身がこちらを応おう援えんしてくれているようだ。良い気分になりながら、風也は千紘と共に船に乗る。

　船頭の男性に目的地である【第だい十じゆつ島とう】を告げると、彼かれは目を丸くした。

「第十島!?　そりゃ、未踏破島には他の島にはない資材や食材が眠っているかもしれませんしね。商売をやってる連中は喜ぶでしょうよ。ただ、旦だん那な、危険ですよ」

「承知の上です。お願いします」

　頭を下げると、船頭はしばらく無言でいたが、やがて頷く。

「分かりやした。他ほかならぬ【疾しつ風ぷう迅じん雷らい】なら、希望ももてらぁね。ご案内しましょう」

　彼は仲間達に指示をすると、船を動かし始めた。

　潮風に吹ふかれ、青い海を切るようにして進むこと、一時間ほどあまり。

　間もなく、目の前に草木の生おい茂しげった小さな島が見え始めた。

「先輩、あれが第十島。……未だ、誰も攻略したことのない場所です」

　風也は身み震ぶるいするような感覚を味わいながら、言った。恐れではない。抑え切れないほどの好こう奇き心しんだ。丁度、ＲＰＧにおいて、手に入れた船で新しい大陸へ渡った時の感動に似ていた。何が待ち受けていて――何が起こるのか。そう考えただけで胸が高鳴る。

「なにかしら。すごくわくわくしてる。初めてこの世界に来た時みたいよ」

　千紘も同じ気持ちなのか、顔を綻ほころばせる。

　やがて船は第十島へと到とう着ちやくした。二人で降り立ち、浜はま辺べを進んでいく。

　目の前に現れたのは、アマゾンの奥おく地ちさながらの大密林だ。背の高い木々によって島全体が覆われており、奇き怪かいな声がそこかしこから聞こえてくる。

「うわー。なんだか不気味ね。ライオンとか棲すんでそう」

　千紘が密林を見上げながら喉のどを鳴らした。さすがの彼女とて言い知れぬ不安を感じているらしい。

「ライオンは密林には棲んでませんよ」

「し、知ってるわよ。なら、ほら、あれよ。スズメ」

「棲んでたとしても別に良くないですか!?」

　突っ込むと千紘は舌を出した。ただいつもと同じようなやりとりのおかげで、緊きん張ちようは解ほぐれた気がする。もしかしてそれが目的でわざと軽口を叩たたいたのかと思った風也だったが、

「密林ってミツリーンにすると外国人女性の名前みたいに聞こえるわね」

　と訳の分からないことを呟いているのを見て、天然だと悟った。

「……どんなことがあるか分かりません。慎しん重ちようにいきましょう」

　風也は言って、歩き始めた。千紘が後ろから追ってくる。

　風也は、行く先を遮さえぎる草木を呼び出した魔剣で薙なぎ払っていった。陽ひの光が遮られていて密林全体は薄うす暗ぐらく、少し前でさえ視し認にんし難がたいものがある。これではいつ不意打ちがあってもおかしくない。

　と、千紘が「あら？」と小さく声を漏もらした。風也が振り向むくと、何かを見つけたように立ち止まっている。彼女の視線を辿たどると、少し離はなれた木の下に、小さな生き物が居た。

　地球の生き物で例えるならばウサギだ。長い耳とふわふわの白い毛に赤い目をもっている。ただし額に尖とがった角が生えていて、尻尾しつぽが二つあった。

「可愛いわね！　あれも魔ま獣じゆうかしら」

　恐らくはそうだが、風也にも見覚えがない。他の島では生息していないもののようだ。ウサギ――のように思えるもの――はじっとこちらを見つめている。ただし、敵意は感じられなかった。寧ろ、珍しいものがあったので観察としているといった印象を受ける。

「君はなんて名前なのかなー？」

　しゃがみこんで、尋たずねる千紘。だがウサギもどきは首を傾げるだけだ。

「答えるのは無理ですよ。相手は魔獣なんですし」

「そんなこと分からないじゃない！　意思疎そ通つうの図はかれる魔獣が居てもおかしくないわよ」

　言われてみれば、確かにそうかもしれない。今まで出会ったことがないだけで、他の未踏破島には知性の優すぐれた物もいる可能性はあった。

「ほーら、おいで、おいでー。なにもしないから、絶対になにもしないからちょっとだけだから。本当に嘘うそついてないからなにもしないから」

　千紘がウサギもどきに向かって手を前後に振った。だが相手は一向に近付いてこない。

「それ絶対になんかする奴やつの台詞せりふですよね」

　風也は言った。ただ、相手は警けい戒かいしているわけではないようで、鼻をひくひくさせたままで何かを期待するような眼差しを送ってきていた。

「こちらから近付いてみようか？」

「危険ですよ。魔獣っていうのは人を敵視する生き物なんです。もし何かの罠わなだったら」

「それはそうかもしれないけど……あんな小さい子に大したことが出来る訳ないわよ」

　それはそうなのだが、と風也が頭を掻かいていると、千紘は少しずつウサギもどきに歩み寄っていった。相手は一いつ瞬しゆん、身を引いたが、逃にげる様子もない。

　それどころか、すぐ傍まで行って千紘が慎重に手を伸のばすと、大人しく撫なでられ始めた。

「ほら、なんともないわよ。人ひと懐なつっこい子。可愛いー！」

　念ねんの為に魔剣を構えていた風也は、拍ひよう子し抜ぬけした気分で「そうですね」と言った。

（考え過ぎか？　魔獣ってのは基本的に狂きよう暴ぼうだって思ってたけど、例外もあるのかな……）

　自分の認にん識しきを改める必要性があるのかもしれない。――と、思った瞬しゆん間かんだった。

　突とつ如じよとしてウサギもどきの後ろに膨ぼう大だいな気配を感じる。何度も魔獣とやりあった風也だからこそ察することの出来た、背筋に寒気が走るほどの殺意だった。

「これは……ッ!?」

　ウサギもどきに向けていた視線を上げた風也は、驚きよう愕がくする。

　見上げるほどに巨きよ大だいな獣けものが立っていた。針のような剛ごう毛もうがびっしりと生はえ揃そろっており、丸太のような太い腕うでの先にはナイフのような爪つめを持っている。目は血が滲んだように赤く、開け放たれた口からは、鋭するどい歯がらんぐいのように生え揃っているのが見えた。まるでハリネズミと熊くまを合成したような生き物である。これもまた見たことのない魔獣だった。

　視界が暗いため、接近に気付かなかったのだ。

「先輩！　離れて下さい！」

　急いで指示をして、風也が後ろに向かって地を蹴けった刹せつ那な。

　魔獣が手を振り下おろし、先程まで自分達が居た場所をいとも容易たやすく抉えぐった。

　粉ふん塵じんと土ど塊かいが飛び散り、相手は獲え物ものを捕とらえ損そこねたことを憤いきどおるように咆ほう哮こうする。

　しかし愕然となったのはその攻こう撃げき力りよくだけではなかった。

　針熊とでも称しようする魔獣が息を吐はきながら、己の長い『尻尾』を鞭むちのように振る。

　その先端に、先程のウサギもどきがくっついていたのだ。それもしがみついているというわけではない。

「生えてる……!?　さっきの子が！」

　千紘が困こん惑わくした声を漏らした。そう。尻尾の先とウサギもどきの尻しりの辺りが完全に融ゆう合ごうしていた。つまり、ウサギもどきは針熊の一部だったのだ。

「……そうか。疑ぎ似じ餌え」

　思い当たって風也は奥おく歯ばを噛かみ締めた。

　深海に棲む提灯ちようちんアンコウという魚は、頭の先に付いた名の通り提灯のような光で敵をおびき寄せ、油断したところを隠かくれていた砂から飛び出して襲おそうという。

　それと同じことを、この針熊はやってのけたのだ。

「あんな可愛いものを囮おとりに使うなんて、許せないわね。――お仕置きするわ！」

　千紘が柳りゆう眉びをつり上げて、自らの御業を呼び出した。弓に光の矢をつがえ、射出する。真っ直ぐ飛んだ得物が針熊を直ちよく撃げきした。一瞬、相手は怯ひるんだが、すぐに体勢を整える。

　次いでそのまま、こちらに向かって突とつ進しんしてきた。

「先輩は右へ避けて下さい！」

　言ってから風也は左に転がる。素す早ばやく魔剣を構えて飛びかかった。

「獰どう猛もうな獣め、このオレが来訪者の名に於おいて、成敗する！」

　切っ先が針熊に当たる間ま際ぎわ、鋭い音が鳴る。

　相手が尻尾を振って盾たてにしたのだ。まるで鋼を相手にしているかのように硬かたい。

「中々の防ぼう御ぎよ力りよくだ。それなりにやるみたいだな！」

　こちらが着地すると同時に、相手が尻尾を振り回してきたので、飛び退いて距きよ離りをとった。守護結界があるものの、無む駄だに耐たい久きゆう度どを消費するわけにはいかない。

（この手の敵に有効なのは、攻撃力の高い武器で強ごう引いんに押おし込むか、物理以外の方法でいくかだ……）

　ただ、相手は縦じゆう横おう無む尽じんに尻尾を振り回して、自分の領域に誰も踏ふみ込めないようにしている。無む闇やみやたらに突っ込んでしまうのは、逆効果だろう。だとすれば、方法は限られた。

「先輩、【散さん裂れつ矢や】を放って下さい。ただし、敵の少し前に」

　先日彼女が使っていた、矢を爆発させる御業のスキルことだ。

　一瞬、意味が分からないというような顔をした千紘だったが、すぐに頷く。こちらが何の策も無くそんなことを言うわけがないと、信じてくれているのだろう。

「オレが合図をしたら撃って下さい」

　風也は、千紘が弓を構えたタイミングで走った。針熊が吼ほえ、自ら懐に飛び込んできた愚おろか者ものを叩きのめそうと手を振り上あげる。

「――今！」

　目の前に猛もう速そく度どで矢が落ちた。地面に触ふれた直後、爆ばく裂れつして拡散する。だが敵には当たっていない為、地面に穴を空け、猛もう烈れつな勢いで砂すな煙けむりを噴ふき上げただけだ。

　ただ、それが狙ねらいだった。

　濛もう々もうと立ち込める砂さ塵じんのせいで針熊はこちらの姿を見失っている。その隙すきに横手へと回り込むと、風也は叫さけんだ。

「我わが手に現れよ、凍いてつく嵐あらしを纏まとう武器――雹ひよう結けつ王おう！」

　針熊がこちらの存在に気付いて尻尾を振り下ろしてくる。守護結界に当たって弾はじけたが、一いち撃げき程度は何でもない。

　風也は手に現れた細身の剣けんを、相手の巨きよ体たいに向けた。冷たい風が巻き起こり、相手の体は一瞬にして凍こおり付つく。すかさず今持っている武器を消し、新たに呼び出した。

「我が手に現れよ、全てを断ち切る天の武器――蒼そう穹きゆう王おう！」

　身みの丈たけ以上もある大剣を両手で持ち、

「その魂たましいを、神へと返すがいいっ！」

　上段から一気に振り下ろす。針熊は完全に凍り付いているということもあり、身動き一つとれない状態のまま――粉こな微み塵じんに砕くだけ散ちった。

　討とう伐ばつ完かん了りよう。風也は肺に溜たまっていた息を一気に吐き出して、体を起こす。

　近付いてきた千紘が「やったわね！」と声をかけてきた。

「ええ。それにしても、こんな魔獣は初めてだから驚きましたよ。さすが未踏破島ですね」

　風也は答えながら、虫籠に針熊を納める。次いで、

（しかし、勝つことは出来たけど、凍らせてから倒すと相手の体がバラバラになってしまうから、素材の利用という点ではあまり宜よろしくないんだよな……。未発見の魔獣だったのだし、もっと効率の良い勝ち方を研究した方がいいかも）

　などと考えていると、千紘が尋ねてきた。

「ところでこの魔獣、名前は何ていうの？」

「うん？　ああ、無いですよ。今のところは」

「そうなの。でも、今まで出で遭あってきた魔獣にはついていたような」

「ああ。あれは倒した来訪者が勝手に名前を付けたんですよ。それが酒場とかで広まって定着しました」

　魔獣が地球の漫画やゲームで良く見るような『オーク』や『スライム』という名めい称しようになっているのは、その為だ。

「へえ。なら、私達がつけてもいいかもしれないわね。はりぐま太た郎ろうとか、どうかしら！」

　がくん、と膝ひざから崩くずれそうになる風也。

「あの。皆が呼ぶようになるかもしれないから、もうちょっと格好良いものにしません？」

「えー。格好良いじゃない。なら、ベア・スピアズ・マウザー・グラウルスとか！」

「長いし大げさですよ！　どうしてそんな極きよく端たんなんです……」

　頭の中をふっとゴリさんのことが過よぎった。

「なによ、人に文句ばっかりつけて。なら、津守君がつけてよ！」

「……うーん。【針獄の熊スピアーズ・ベア】とか」

「ほほう。シンプルでいいかもしれないわね。略してスピべー！」

「略さなくていいです」

　首を横に振って、風也は再び歩き始めた。

　見たことが無いのは、魔獣だけではない。他の島にはないような動植物や果実等などが、そこかしこに生えていた。

「津守君、これ、食べられると思う？」

　千紘が差し出してきたのは、レモンに似た果物だ。ただし緑の斑はん点てんがまるで病気のようにびっしりとついている。

「……毒あるんじゃないですか？」

「そう？　でも、ほら、見た目の悪いものほど美味しいって言うし！　平気かも！」

「その理り屈くつで言うと、毒キノコも大たい抵ていは食べられることになりますが」

　赤や白などの派手な色のオンパレードだ。

「はっ……それもそうね。ううん。ダメかな。でもほら、食べて平気なら先せん駆く者しやになれるかもしれないし、私――食べる。食べてみるわ、津守君！」

「先駆者の前に死んだら元も子もありませんよ！　一応は虫籠に仕し舞まっておきますから」

　千紘を止める為に、風也は取り出した箱でレモンのような果物を吸い込んだ。

「あ、じゃあ、津守君、あの果物は？」

「あれこそ恐いですよ。マンゴーとナスとパイナップルがくっついたみたいな形してるし。ありえない味がしそうです」

「そこをあえて果物界の革命者になりましょ！　未踏破島に来た私達が、私達だけがやれることよ!?」

「なる前にお腹なか壊こわしたらどうするんですか！　嫌いやです！」

「ちぇー。残念ねぇ。津守君ったら、フロンティア精神がないわよ。……あれ、あの植物、なんだかスカイツリーに似てない？」

「本当ですね。まさしく文字通り、スカイツリーだ。珍しいから写真撮とっておきましょう」

　色々ありつつも、未知の場所を探索するのは楽しかった。

「でも、この島の長は何処どこにいるのかしらね。今のところ、見当もつかないけど」

「そうですね。他の島だと大体が島の中心辺りに居ることが多かったから、そっちを目指してるんですけど」

　何かヒントになるものでもあればいいのだが、と思っていると、大きな音が聞こえた。

「……ん？　なんだ？」

　この先を行ったところだ。千紘と目を合わせ、無言で頷き合うと、風也は足を速めた。

　草木を掻き分わけながら前に進むと――思わぬものと出くわす。

「おっしゃ、いくぞおおおおおお！」

　島中に響き渡るかのような大声を出していたのは、巨大なリュックを背せ負おった宗そう谷や貫とおるだった。彼は腕を覆う鋼鉄を掲かかげて、その先の拳こぶしを握にぎりしめる。彼の前にはサイのような姿をした魔獣がいた。

　魔獣は両りよう刃ばの剣にも似た角を額へ無数に生やしており、鼻息荒あらく地を何度も蹴ると、一気に突とつ撃げきを開始する。それに対して貫は真っ向から立ち向かった。

　前ぜん傾けい姿勢を取ると共に、拳を引いて――それをサイの魔獣の顔面に直撃させる。

「うおおおおおおお！　喰らえ、【大・鋼鉄・砕き】ッ！」

　彼が雄お叫たけびを上げると、拳から光が溢れ出した。直後、掘くつ削さく機きで硬い岩がん盤ばんを砕いた時のような轟ごう音おんが鳴り響く。相手の体から、巨大な光の杭くいのようなものが飛び出していた。

　間もなく、サイの魔獣は白目を剥むいて倒れ込む。

「……凄すごいわね。あれが宗谷君の御業？」

「ええ。【爆ばく槍そう】って言いまして。あの手てつ甲こうみたいな武器の先から杭が飛び出て敵を仕留めるんです。大工道具の釘くぎ打うち機ってありますよね。あれの大きなやつみたいなものです」

　それにしても、とサイの魔獣を虫籠に吸い込んでいる貫に、風也は声をかけた。

「お前も来てたのか。宗谷」

　すると貫がこちらに気付き、笑え顔がおで手を振ふって、近付いてくる。

「カザヤ！　お前も結局来たのか。もしかして、経験値二倍キャンペーンにつられたか？」

「まあね。でも、まさか同じ島だとは」

　未踏破島は他にもあるのに、つくづくも妙みような縁えんがあるな、と風也は思った。

「後、来てるのは俺おれだけじゃないぜ！」

　貫は後ろを指差して、ついてこいというようにこちらに背を向けた。

　千紘と目を合わせると、彼女が同意するように顎を引いたので、風也は続く。

　なんとなく予想はつくが、と開けた場所に出ると、そこには見覚えのある人物が居た。

　やはりというべきか、琴こと蕗ぶき泉いずみはポケットに手を突っ込んだままで、佇たたずんでいる。

　泉が対たい峙じしていたのは、彼女より二回りほど大きな虫の魔獣だった。斑まだら模様の光こう沢たくある体に小さな頭を持ち、そこから全てを断たち切きるような鋏はさみ形の口が生えている。丁度、地球で言うカミキリムシと呼ばれる生き物に似ていた。

　ぎちぎちと音を鳴らしながら迫せまる魔獣だったが、泉は微び動どうだにしない。ただ挑ちよう発はつ的てきな笑みを受かべて突つっ立たったままだ。

「危なくない？　琴蕗さん」

　千紘が小声で話しかけてきたが、風也は首を横に振った。

「大丈夫ですよ。琴蕗もグリムヴェリアの歴戦来訪者です」

　まるでこちらの言葉を証明するように――。

　体をわずかに持ち上げ、鋏で体を挟はさみ込もうとする相手に対して、泉が手を振り上げた。

「――行きなさい」

　指をすり合わせて、乾かわいた音が鳴る。瞬間、何処どこからともなく伸びてきた植物の蔓つるが虫の魔獣を何重にも亘わたって捕らえた。それと同時に、地じ響ひびきと共に物もの陰かげから何かが現れる。

　それは、体中に葉や苔こけを生やした、身の丈十数メートルはあろうかという木で出来た巨きよ人じんだった。今までしゃがんで隠れていたのだろう。

　巨人は泉が指差した魔獣に近付いていくと、無言で拳を振り上げた。

　次いで――腹の底に響くかのような音が鳴る。魔獣は幼子に弄もてあそばれるようにして、巨人の拳でいとも容易く叩き潰つぶされてしまった。

　泉はひしゃげた魔獣の死し骸がいを確かめると、虫籠を取り出しながら言う。

「ご苦労様、休んでいいわ」

　すると巨人は膝をつき、微動だにしなくなる。電源を落とされたロボットのようだった。

「これはまた私や津守君とは、次元が違ちがうわね。彼かの女じよの御業はどういうものなの？」

　少し呆あつ気けにとられた様子の千紘が質問してくる。

「【傀儡くぐつ】って言いまして。無機物や植物なら、触れたものを意のままに操あやつることが出来るんです。あの巨人みたいに、木とか岩をある程度なら自分の都合良いように形を変えることも出来るし、便利な能力ですね」

　風也が説明していると、泉はこちらを向いた。

「あれ。やっぱりカザヤも来てたんじゃない」
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「うん。琴蕗もオレや宗谷と同じところにいるなんて、気が合うな」

　風也が告げると、泉は露ろ骨こつに嫌な顔をする。

「あなたはともかく、トオルと同じはやめてよ。あたしがこのバカと同じ発想だと思ったらうんざりするわ」

「でも実際、被かぶってたじゃんかよ！　俺達なんだかんだでいつも一緒にいるよなー！」

　貫は近付いていくと、泉の背中を何度も叩いた。

「コラ、気安く触んな！　こういうのを腐くされ縁っていうのよ、腐れ縁！」

「はっはっは！　悪い悪い！」

　全く反省していない様子で、貫は豪ごう快かいに笑い飛ばす。

「こいつ、今度本気でぶっ飛ばしてやろうかな。巨人で」

「来訪者に御み業わざは効かないよ。あれは魔獣専用だから」

　念の為に風也が忠告すると、泉は「知ってるわよ！」と噛みついてきた。余計なことを言ってしまったらしい。

「それより、あなたとトオルが島に来てるのも長の為だっていうなら、ぼやぼやしてられないわね。トオルはともかくとして、カザヤには下手をすれば先を越こされるわ」

「はっはっは！　俺だって油断してたら追おい抜ぬいてやるぞー！」

　貫の大声に泉は顔をしかめて耳を塞ふさいだ。

「あー、もう、だから、少しは声量抑えろっての！　あんたは壊こわれたテレビか！」

「ははははははははは！　壊れたテレビはははははは！　ははははは！」

「そこまで面白おもしろくないわ！　馬ば鹿かにしてんの!?」

「はははは！　してねえしてねえ！　壊れたテレビぶわはははははは！」

　泉は「しつこい！」と貫の脛すねを蹴ったが、彼にはまるで効いていないようだった。

「ともかく、ここからはいつもみたいに馴なれ合あわないから。誰が先に長を倒すか競争よ」

　泉が腰こしに手を当てると、貫が「おお！」と掌に拳を打ち付ける。

「いいねえ！　ライバルか！　うおおおおおお！　燃えてきた！」

「そのまま燃え尽きればいいのよ、あんたなんか」

「ははははは！　俺は炭にはならねえ！　永遠に炎ほのおと共に生きるぜええええ！」

「なんなのこのメンタルは……」

　辟へき易えきしたように言った後で、「とにかく！」と泉は仕切り直した。

「この島の長を倒すのはあたし！　これ、決定事じ項こうだから！」

「なあ、琴蕗、この島の長がどこにいるか知らないか？」

　質問をした風也を、泉は呆あきれたように見てきた。

「あなたねぇ。今さっき、ライバルだって言ったわよ。どうして競争相手に情報をあげなきゃいけないのよ」

「ここから北に五キロほど行ったところだと思うぞ。島全体が見み渡わたせる場所から眺ながめたら、そこにやけに大きな洞どう窟くつがあった。多分、巣だ」

　あっさりと貫が教えてくれる。

「ってなにを容易くバラしてんのよ！　アホか！　アホなのかあんたは！」

　背を伸ばした泉が、貫の襟えり首くびを掴つかんで揺ゆさぶった。

「はっはっは！　だってさっき、イズミには教えただろう！　カザヤにだけ言わないのはフェアじゃない！」

「ああ、もう、だから嫌なのよ、体育会系は！　このスポーツマンシップ野や郎ろう！」

　地じ団だん駄だを踏んだ泉は、鋭い眼差しでこちらを睨にらんでくる。

「いいわ！　これで全員が同じスタート地点に立ったということね。ここからが勝負よ！」

「うん、面白そうだ。受けて立つよ」

　風也が胸を叩くと、隣となりの千紘もまた頷いた。

「ええ。二人には負けないわ！」

　その言葉に泉は口くちの端はしを吊つり上げた。

「見てなさい。絶対に長を倒してやるんだから。起きなさい、ゴーレム！」

　泉の命に、木の巨人が起き上がった。差さし伸べられた手に乗って、彼女はその肩かたに乗る。

「あ！　いいなあ、あれ。私も欲しい！」

　千紘が言った。確かに、と風也も心の中で同意する。ザ・異世界ファンタジーという感じがして羨うらやましかった。

　泉が手を振ると、巨人はゆっくりと、しかし、大きな歩ほ幅はばで進み始める。

「よし。じゃあ、俺も行くか！　そんじゃな、カザヤ！」

　リュックを背負い直すと、貫も意い気き揚よう々ようといった感じに歩いていった。

「よし、私達たちもあの子達には負けてられないわよ！　えいえい！　行きましょ」

「あれ!?　オーは!?　オーは先輩!?　なんか据すわりが悪いんですが!?」

　なんだかんだと言い合いながら、二人が去って間もなく、風也と千紘もまた長が居るであろう場所に向けて出発する。

　ひょんなことから開始された長までのレース――最初、圧あつ倒とう的てきなまでにリードしていたのは泉だった。なにせ彼女が乗っている巨人は、例えるなら動く城だ。

　目の前にどんな高い木があろうと物ともせずに薙ぎ倒し、鬱うつ陶とうしい草むらがあっても強引に引きちぎっていく。たださえ一歩の大きさが違い過ぎるのに、そんなことをされてしまっては、こちらとの距離が空いていくばかりだった。

「ちょっとー。ずるくない？　琴蕗さんの御業！」

「確かに。でも御業はランダムですからねぇ。こっちで選ぶわけにはいかないし」

　千紘に返して、風也は小さく息をつく。神がどういう基準で来訪者に御業を割り当てているのかは、今のところ謎なぞだった。

「はははははは！　進みなさいゴーレム、どんどん進めー！　この冒険を基もとに一大ファンタジー小説を書いて新人賞に投とう稿こうしてやるわー！」

　肩の上で前方を指差す泉に従って、ゴーレムはトップを独走し続ける。

　だが――彼女が調子に乗っていられたのも、それまでだった。

　数キロほど歩いた頃ころだろうか。魔獣を相手にしながらどうにか長に近付いていった風也達は、突とつ然ぜんに轟音が聞こえてきて、何事かと走った。

　するとそこには、落下したような体勢のゴーレムが居る。

「ああ、もう！　しっかりしなさいよ！」

　泉から叱しかりつけられ、ゴーレムは頭を掻きながら立ち上がった。

　彼女が何に苦戦しているのかは、すぐに分かる。

「うわ……これはえぐいな」

　風也は目の前にある『壁かべ』に向かって言った。正確には壁ではない。左右へと延々に続く岩山であった。頂上はそれほど高くないようだったが、険しくて登り辛づらそうだ。

　泉のゴーレムは岩いわ肌はだを登っていくが、どうにも手こずっていた。どうやら歩いたり、敵を攻こう撃げきしたりという単純なことは出来ても、細かい動作は苦手としているらしい。

「はははは！　イズミの御業も完かん璧ぺきじゃないな！」

　下から貫が笑うと、上の方で泉が「うっさい！」と怒おこった。だが彼の言葉を証明するようにゴーレムが足を滑すべらせ、ずるずると地上に向かって滑っていく。

「さて、それじゃ俺も行くか。カザヤ、お先にな！」

　言って貫はリュックを下ろすと、中から何かを取り出した。先が尖った棒状のものは、ピッケルと呼ばれるものだ。

　彼はそれを両手に持つと、更さらに取り出したロープを腰に回し、フックのついた先を振り回まわした。勢いよく放ほうり投なげて岩がん壁ぺきに食い込ませると、ピッケルを使って器用に登り始める。

「うっわ、手慣れてるわね、宗谷君。本当に高校生？」

　感心する様に見上げていた千紘に風也は頷く。

「部活もそうですけど、趣しゆ味みでボルダリングもしてるって言ってましたし、こういう場面は何度も経験済みなんじゃないですか」

　実際、貫は驚おどろくべき速度で頂上に向かっていた。苦戦している泉のゴーレムをあっという間に追い越していく。

「っと……私達もこうしちゃいられないわね。でも、どうする？　私、こんなところを登ったことはないわよ。九十パーセント以上の確率で落ちることをお約束するわ」

「そんなことを約束されても困りますが。これほどのものはないですけど、オレは何度か似たような場面に出くわしたことはあります。なんとかしてみせますよ。――我が手に現れよ、永遠の鎖くさりにして全すべてを拘こう束そくするもの、蛇じや咬こう王おう！」

　呼び出した魔ま剣けんを、風也は天に向かって振り上げた。

　瞬間、刃はが意思を持つようにするすると伸びていく。瞬またたく間まに遥か上に到着すると、わずかに切っ先が曲がり、そのまま岩肌に食い込んだ。千紘が目を輝かがやかせる。

「おお！　以前に言っていた別の使い方とはこういうことなのね！」

　何度か引っ張って、剣が外れないことを確かめると、風也は岩壁に足をかけた。

「ただしこのままエレベーター式に上がっていくことは出来ません。多分、重さで切っ先が外れてしまいますから。登りながら徐じよ々じよに縮めていくしかないんです。先せん輩ぱい、オレと一いつ緒しよに剣を持って下さい」

　千紘は頷うなずくと、剣の柄つかを握り締しめた。

　風也達は右手に柄を、左手を岩壁の出っ張った部分にかけて、登山を開始する。

　剣のおかげで、丁度、垂らされた縄なわを向こうから引っ張り上げられているような感覚になっていた。普ふ通つうに登るよりは楽だが、それでもきついことはきつい。

　加えて、まだ来訪者になって間もない千紘は不ふ馴なれな為ために、中々先に進めないでいた。

　だが、こちらとて同じようなものだ。幾いくらか経験は積んでいるもの、楽勝というわけにはいかない。神の加護があるおかげで普ふ段だんより身体能力も体力も上がっていたが、さすがにこれほどの山登りはいささか辛つらかった。

　貫はとっくの昔に見えないところまで行っていて、泉のゴーレムも遅おくれてはいるものの、その姿は既すでに小さくなっている。風也達は順位としては最下位になっていた。

「うぬぬ。不味まずいわね。このままでは二人に負けてしまうかも」

　不安そうに呟つぶやく千紘。そんな彼女に、風也は息を切らせながら言った。

「今の時点ではそうですね。でも、オレ達には一つ大きな利点があります」

「利点？」

「独りじゃないってことですよ」

　微笑ほほえみを浮うかべたまま、風也は次の出っ張りに向かって手を伸ばす。

「オレと先輩。二人で攻こう略りやくしていることの意味が、きっとこの先で出ます。だから大だい丈じよう夫ぶです。遅れは必ず取とり戻もどせます！」

「……そうね！　津守君、いいこと言うわ！」

　確信をもって紡つむいだこちらの言葉に、千紘はわずかに口元を緩ゆるめた。

　一歩ずつ、ゆっくりと、だが確実に。頂上を目指し、風也と千紘はひたすらに登って行った。やがて、どれほどの時が経たった頃か――。

「……っしゃ！　到着！」

　頂上の突とつ端たんを掴み、風也は己おのれの体を持ち上げた。

　振り返かえると、千紘に向かって手を伸ばす。彼女が握り返してきたのを確かく認にんしてから、勢いよく引っ張り上げた。

　頂上に立つと、達成感に感じ入っているように、千紘は胸に手を当てる。

「やったわね……ドキドキしたけど、すごく面白かった！」

「ですよね。これがグリムヴェリアの醍だい醐ご味みです」

　風也は息をついて、前を見み詰つめた。

　頂上はごつごつとした岩の大地が広がっており、少し離れた先には小さめの洞窟がある。

「しまった、二人はもう先に行ってしまったみたいね」

　辺りの様子を確かめていた千紘が言う。風也は「オレ達も急ぎましょう」と返して、早足で歩き始めた。だが――目的地まで後少しというところで、思わぬことが起こる。

　突然に洞窟から、貫と泉が出てきたのだ。ひょっとして長おさを既に倒たおしてしまったのかと危き惧ぐした風也だったが、どうにも様子がおかしかった。

　二人はひどく焦あせったように駆かけてくると、こちらに向かって手を振る。

「ダメダメ！　カザヤ、ダメよ！　行っちゃダメ！」

「とんでもない奴だった！　こりゃダメだ！　作戦を練り直さないと！」

　熟練者二人の、あまりの慌てっぷりに、風也は眉まゆを顰ひそめた。

「どうしたんだよ？　二人とも。なにがあったんだ」

「さすが未踏破島だ。今までみたいな長じゃないんだよ！　何せ――」

　貫が言いかけた時、けたたましい鳴き声が聞こえてくる。

　それと同時に洞窟から何かがするりと現れた。

「ひっ……！」

　その姿を目もく撃げきした千紘がらしくもなく怯おびえた声を上げる。

「これが……第十島の長？」

　風也は目を見開いた。

　硬い甲こう羅らのようなものを持つ巨大な体は、洞窟を取り囲む山を一回りするほどに長く、短い足が無数に生え揃っていた。二つの赤い宝石のようなものが並んだ胴どう体たい、その先せん端たんにある顔に二本の牙きばを蠢めかせたそいつは、地面を這はい、凄すさまじい速度で迫ってくる。

　こちらの世界で例えるならば、それは――。

「ちょ、ダ、ダメ、ダメよ、ムカデだけは……！」

　千紘が蹲うずくまって顔を伏ふせた。そう。目の前にいる魔獣は巨大なムカデそのものだった。

「ただのムカデじゃないのよ！　こいつは！」

　泉が足元の地面に触れ、岩で出来たゴーレムを呼び出した。ムカデに立ち向かおうとした彼女だったが、直後に相手が耳みみ障ざわりな鳴き声を上げる。

　すると、驚くべきことが展開された。

　泉のゴーレムが、瞬く間に砂のように溶とけて消えていったのだ。

「くそ、やっぱりダメか！　気をつけろ、カザヤ。この長は――」

　貫が大ムカデに向かって突進し、拳を振り上げる。胴体に当たった刹那、御業が発動して光が溢あふれた。しかし、またもや相手が鳴いた直後、その光は消え去ってしまう。

「――この長は、御業を無効化するっ！」

　大ムカデが頭を振って貫を吹ふき飛とばした。守護結界のおかげで直接的なダメージは避さけられたが、彼かれは地面を何度か転がった後で、近くにあった岩に体をぶつける。

「さすが未踏破島の長ってことか……面白い。敵は強ければ強いほどに倒しがいがある！」

　風也は何の能力も持たない基本形の魔剣を呼び出して、強く握った。

（ただ、御業の無効化を失なくすにも、その方法が分からないぞ）

　あの鳴き声によって、いわゆるスキルキャンセルを行っているのだとして、どうすれば防げるのかの見当がつかなかった。頭を落とせばいいのかもしれないが、それをする前にこちらの手を防がれてしまえば敵の良い的だ。

「ひとまずは色々と試ためしてみよう。先輩、オレが敵の目を惹ひきつけるので、その間に攻撃を仕し掛かけて……」

　言いかけたところで、風也は口を閉ざす。千紘は先さき程ほどと同じ状態で、しゃがみこんだまま、震ふるえていた。そこに、普段の気き丈じようさはどこにもない。

「ご、ごめんなさい。ムカデだけは。ムカデだけはどうしても無理なの……」

　そうか、そうだった。以前に聞いた話を思い出して、風也は息をつく。

「分かりました。オレが一人でなんとかしてみます！」

「え、で、でも、津守君……」

「今回の冒ぼう険けんに誘さそったのはオレの方です。先輩は無理しないでいい」

　前を向き、巨大な魔ま獣じゆうを見み据すえて言った。

「さあ、かかってこい。このオレの魔剣が、お前の邪じや悪あくを断ち切るッ！」

　風也は、戦いを前にした高こう揚よう感かんと共に疾しつ走そうする。仕掛けられた攻撃をかわすと、跳ちよう躍やくし、剣を振り下ろした。だが甲かん高だかい音と共に刃が弾かれる。甲羅のような部分の強度が尋じん常じようではなかった。

「なら、こっちだ。我が手に現れよ、全てを断ち切る天の武器――蒼穹王ッ！」

　大剣を呼び出すと、両手で握る。勢いに任せて、真一文字に虚こ空くうを薙ないだ。

　切っ先が、相手の体を大きく削けずった。

「見たか、如何いかに強固な鎧よろいであってもオレの刃には敵かなわない！　このままいけば……！」

　流れに任せて攻こう勢せいに出ようとした風也だったが、こちらを向いた大ムカデが口を開いた途と端たん、全身を嫌な予感が貫つらぬく。

　案の定、甲高い鳴き声と共に、持っていた大剣が消きえ失うせた。

　素早く次の魔剣を呼び出そうとするが、それより前に体を持ち上げた相手から強きよう烈れつな頭ず突つきを喰くらって、強制的に後方へと飛ばされる。

　どうにか着地をしたが、守護結界の状態を呼び出して、驚いた。ゲージが半分ほど減っている。同じ攻撃をもう一度受ければ、それだけで強制帰き還かんだ。

「くそ、下手な動きは出来ないということか」

　呟きながら立ち上がろうとしたところで、風也は総毛立つような気持ちを味わった。

　いつのまにか大ムカデがすぐ目の前まで接近している。

　まずい、と風の魔剣を呼び出して衝しよう撃げき波はを飛ばした。相手は仰のけ反ぞったが、またすぐに体勢を整えて向かってくる。極きわめつけは咆哮からの御業無効化だ。次の手が間に合わない。

「カザヤ、危ない！」

　泉の声が飛び、迫りくる相手の牙を前にして、風也は咄とつ嗟さに腕を前に出して己を庇かばった。

　だが攻撃を受ける直前――相手の顔面が、爆ばく発はつするのを見る。

　大ムカデはそのまま吹き飛び、地面に横たわった。

「つ、津守君から離はなれなさい！　この化け物！」

　千紘が立ち上がり、弓を構えていた。その顔はまだ青ざめているものの、眼まな差ざしはいつもの強さを取り戻している。彼女の放った矢によって救われたのだと、風也は理解した。

「せ、先輩。ムカデが苦手だったんじゃ」

「に、に、苦手よ！　あのね、正直言って今だって蹲って現実逃とう避ひしたいと思ってる。背中を向けて全力で逃にげ出して、街に帰ってバドさんの作る美味おいしいスイーツをたらふく食べたいと切望してるわよ！」

「本当に正直に言いましたね!?」

「そうよ！　で、でも、でもね！　それは嫌なの！」

　千紘は足を小刻みに震わせながらも、はっきりと言い放つ。

「津守君は私にとって大事な人よ。こっちの世界に来てから、私は君に沢たく山さんのものを与あたえてもらった。だから、今度は私の番！　せっかく君がパートナーに選んでくれたのに――ここで逃げたら、私は自分を許せなくなる！」

　矢を呼び出し、弦げんを引いた。そして、

「君の夢を叶かなえる為の手伝いが出来るなら、ムカデだろうがお化けだろうが、かかってこいっていうのよ！　このやろーっ！」

　大ムカデが起き上がった。千紘に頭を向けて、口を開く。

　またあの鳴き声か、と思った風也だったが、ふとあることに気付いた。

　相手が叫ぶ間際、胴体にある二つの宝石が、わずかに光ったのだ。

　すると、千紘によって放たれた矢が消え失せた。

　――そうか、と気付く。鳴き声ではなかったのだ。あれは恐おそらくフェイク。

「先輩！　宝石だ！　体の宝石が輝いた瞬しゆん間かんを同時に狙って下さい！」

「え？――わ、分かったわ！」

　多くを語らずともこちらが何か手を考えたと踏んだのだろう。千紘は向かってくる大ムカデに対して弓を構えた。矢をつがえて狙いを定める。

　その彼女に対して相手が再び無効化を使おうとしたので、風也は声を上げた。

「どこを見ている、虫けら！　お前の相手は、こっちだ！　我が手に現れよ、罪過を劫ごう火かで薙ぎ払はらう、灼しやく熱ねつ王おうッ！」

　火を纏う刃を地面に突き刺さすと、マグマが湧わき起おこる。大ムカデの体が焼け、嫌な臭においを辺りに漂ただよわせた。相手は体をくねらせ、邪じや魔ま者ものを排はい除じよするように、こちらへと攻撃対象を変える。

　刹せつ那な、千紘が矢を放った。流星にも似た閃せん光こうはその途と中ちゆうで二つに分かれる。彼女の持つスキルの一つだ。二本になった矢は――見事に、大ムカデの体にある宝玉を貫いた。

　絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり、相手が何度も鳴き声を上げる。

　だが風也の持っていた魔剣は全く消え去らなかった。どうやら推測が当たったようだ。

「我が手に現れよ、全てを断ち切る天の武器、蒼穹王！」

　大剣を呼び出し、構えると、風也は疾走した。

　悶もだえる大ムカデの体を駆かけ上のぼり、跳躍すると同時、天に向かって得物を掲げる。

「――その魂、オレの刃が打うち砕くッ！」

　勢いのままに、剣を振り下おろした。刃が大ムカデの頭頂に当たると同時、全体重を乗せた一いち撃げきが後あと押おしし、そのまま、相手の体を真一文字に切り裂さいていく。

　風也は大地に着地すると同時に、剣を引ひき抜いた。

　間もなく――大ムカデの長く巨きよ大だいな体は真っ二つに分かれ、ゆっくりと、左右にそれぞれが倒れていく。鈍にぶい音と共に横たわった相手は、二度と起き上がらなかった。

「……倒した」

　実感が湧かずに呆ぼう然ぜんとなっていた風也だったが、やがて、ふつふつと喜びが生まれ始める。それが頂点に達した時、

「未踏破島の長を、倒したああああああああっ！」

　両手を上げてガッツポーズを取った。

　素す早ばやく懐ふところから虫むし籠かごを取り出すと、大ムカデを吸い込む。

　全ての作業を終えたところで、「津守君！」という千紘の声に振り返った。

　彼女は駆け寄よると同時に、こちらを強く抱だきしめてくる。

「わぶっ。せ、先輩!?」

「やった、やったわね、津守君！　本当におめでとう！」

　心底から嬉うれしそうな声を上げて、千紘はこちらの体を抱く力を更に強めた。

「え、ええ。先輩のおかげです」

「違うわよ、君が頑がん張ばったから！　津守君の助けになることが出来て、本当に良かった！」

　千紘がほっとしたように言った。

「ずっと手助け出来たらって、そう思ってたの。私に喜びや、楽しさを教えてくれた君に」

　風也の胸の内から、じわりと温かさが溢れ出してくる。手を伸のばすと、千紘の背中に手を回した。

「……先輩。オレからもありがとうございます。先輩が居てくれて良かったです」

「ふふ、感謝しなさい」

　千紘が微笑みと共に小さな声で答えた、その時。不意に頭上で高らかな音が鳴なり響ひびいた。

「レベルアップだ」

　それでふと冷静になったのか、千紘は「あ……ま、またやっちゃった」と言ってこちらから離れた。頬ほおが赤い。風也も照れくささを誤ご魔ま化かす為に咳せき払ばらいする。

「……よし。新しいスキルゲットだ！」

　風也がレベル表示を見て拳を握ると、千紘が大きな拍はく手しゆをしてくれた。

「あー、くっそ。今回はカザヤの勝ちかぁ！　でも次は負けないからな、絶対に！」

　貫が空を仰あおいで嘆なげいたが、すぐに挑ちよう戦せん的てきな眼差しを向けてきた。風也も不敵に笑う。

「ああ。望むところだ。次も勝つ」

「あたしだって負けないんだからね。覚かく悟ごしてなさいよ！」

　泉は腕うでを組んで、鼻息荒く言った。と、そこで、

「……あ、そうだ。津守君、ところで、どんなスキルを手に入れたの？」

　首を傾かしげた千紘に、風也が答えようとしたところで――。

　地鳴りが起こり、雄叫びが聞こえてきた。

「……おいおい。おいおいおい」

　貫がさすがに動どう揺ようした顔で腰を上げる。

「ちょっと。何かの間ま違ちがいよね？　そうと言ってよ!?」

　泉もまた、愕がく然ぜんとなった様子で口に手を当てた。しかし、現実は非情である。

　不ふ愉ゆ快かいな音を立てて地面を這いずりながら、『それ』はこちらに迫ってきた。

　新たに現れた、大ムカデが。

「長が二匹ひき居るなんて、聞いてねえぞ!?」

　貫がわめくが、もちろん、大ムカデが配はい慮りよしてくれるはずもなかった。

　敵意を剥き出しにし、頭をもたげ、耳障りな鳴き声を立てる。

「ラスボスを倒したと思ったらもう一匹――か。ＲＰＧじゃ常じよう套とう手しゆ段だんだな」

　風也は冷静に零こぼした。

「……ど、ど、どうする？　津守君。さっきと同じように？」

　確認をとってきた千紘だったが、風也は首を横に振る。

「その必要はないですよ。すぐに済みます」

　右手を真横に出すと、巨大な敵を前にして言った。

「我わが手に現れよ、凍いてつく嵐あらしを纏まとう武器――雹結王！」

　出現した細身の剣けんを握り締め、更に続ける。

「同列励れい起き。我が手に現れよ、嵐巻き起こす――風かぜ斬きり王おう！」

　直後に左手に違う剣が現れた。

「二刀流!?　おい、カザヤ、それって」

　貫の質問に風也は笑う。

「そう。オレの、新しい力だ！」

　魔剣の同時二種発動。先程手に入れたばかりのスキルを使い、風也は声を張り上げた。

「氷ひよ帝うていの裁きにて、凍てつく永遠の牢ろう獄ごくへと逝いくがいい！　双そう魔ま剣けん――轟ごう嵐らん雪せつッ！」

　交差した刃を、振り払う。周囲の温度が一気に下がり、巨大な獣けものが吼ほえるような音が鳴った。発生した風の唸うなりと氷の風が混じり合い、猛もう吹雪ふぶきの竜たつ巻まきとなって、敵に向かう。

　凍てつく唸りを全身に浴びた大ムカデは、宝石を光らせることすら出来ずに、そのまま氷の彫ちよう刻こくと化した。

「先輩、散裂矢を！」

　風也の指示に呆然としていた様子の千紘は、我に返ったように頷いて、矢を放つ。

　光の軌き跡せきが大ムカデに当たり、爆ばく裂れつした。ばらばらと氷の塊かたまりが地上に落下して、あっという間に溶けていく。後に残ったのは、無む惨ざんな魔獣の欠片かけらだけだった。

「――フッ、いささかやり過ぎてしまったようだ。力の調整がまだ上手うまくはいかないか」

　息をつきながら、風也は、心の中で考えていた。

（轟嵐雪ってどうなのかな、もうちょいカッコいい感じのが良かったかな……）

　そこで、鳴り響く軽快な音。すぐに自身のレベルを確かめていた千紘が呟いた。

「五つも一気に上がってる……」

「そりゃ、未踏破島のボスですし、キャンペーン中ですからね」

「ちょ、ちょっと！　何なのよ、今のは！　やばすぎるでしょ！」

　風也が笑っていると、泉が動揺しながら言ってきた。

「二本の魔剣を同時に呼び出すことで、両方の効果を倍増して放てるみたいだな。二つの力が混じり合ってしまうから、その辺りは選せん択たくを慎しん重ちようにしなきやいけないみたいだけど」

「きったない！　なにそれ、きったない！　無敵じゃん！」
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　地団駄を踏ふむ泉に、風也は「んなこと言われても……」と困こん惑わくする。

「ああ、もう、こうしていられないわ。あたしも早くレベル上げて新しいスキル手に入れなきゃ、未踏破島を全部クリアされちゃう！　じゃあね、二人とも！　あたしは帰るわ！」

　泉は転移石を取り出すと握にぎり締め、音も無く去った。

「じゃあ、俺もそうするか！　またな、カザヤ！」

　貫もまた同じようにして、この場から居なくなる。

「……それじゃ、オレ達も帰りましょうか、先輩」

　二匹目の大ムカデを虫籠に吸い込んでいた千紘に声をかけると、彼女はこちらを振り向むいた。

「ええ！……でも、津守君はやっぱりすごいわね。あんなに苦労して倒した魔獣を、レベル一つ上がっただけで一いつ蹴しゆうするなんて。今回も本当は、私が居なくても何とかできたんじゃない？」

　いじけているというよりは、どこかからかっているような口調だ。だからこちらも冗じよう談だんっぽく返せばいいのかもしれない。だが風也はあえて、真しん剣けんな態度で答えた。

「いえ。今回は先輩が居なきゃダメでした。全員やられて首都に強制帰還させられてたかもしれません」

　千紘の顔を正面から見つめ、

「言ったでしょう。二人で居る意味を持つ時が来るって。やっぱりそうだった。先輩の協力があってこそです」

「……うん、そうね」

「基本的にゲームはソロプレイをしているんですけど――二人で冒険するっていうのも、いいものですね。先輩と居てそれが良く分かりました」

　風也は微笑んだ。

「先輩がオレに楽しさを与えられたというのなら、先輩だってオレに同じぐらいの新しい楽しさを与えてくれました。だから、これからも宜よろしくお願いします」

　手を差し出すと、千紘は不思議そうにそれを見た。

「え、それって……」

「はい。先輩さえ良ければ、これからもオレと一緒に冒険してくれませんか。指導する、されるじゃなくて――相棒として」

「で、でも、いいの？　私がパートナーで」

「先輩じゃなきゃ、嫌いやなんです」

　風也がずっと思っていたことを、正直に言った。

「先輩とずっと一緒に居て、この人が隣に居てくれれば、今までよりずっと……独りで居た時よりずっと、グリムヴェリアのことを堪たん能のうできる。そう思えてきたんです。だから……ダメですか？」

「津守君……」

　千紘は頬を朱しゆに染め、差し出したこちらの手をじっと見つめていた。

　対等な立場で誰だれかと手を取り合い、絆きずなを確かめ合うというその行こう為いが――まるで、初めての経験であるというように。だが、すぐにその表情は変わった。

「……ええ」

　美しく、上品で、だけど――純じゆん粋すいで、屈くつ託たくのない。

「こちらこそ宜しく、津守君！　私だって君が相棒になるなら、大だい歓かん迎げいよ」

　最高の笑え顔がおを浮かべて、千紘は、風也の手を握った。

「あ、ありがとうございます。断られるんじゃないかって、ドキドキしてました」

　風也が胸を撫なで下ろしていると、千紘はまた口元を緩めた。

「そんなわけないじゃない！　私はいつだって、その言葉を待ってたわ！」

　その言葉に、風也は照れくさくなって、頭を掻かく。

「……あ、そうだ。さっきの魔獣についてた宝石、綺き麗れいだったし、二つだけ貰もらってペンダントに加工しましょうか」

「え？　どうして？」

「なんていうか、先輩と二人で初めて未踏破島をクリアした記念というか……あ、でも、ムカデの体についてたものなんて、ダメですよね。ごめんなさい、忘れて下さい」

　うっかりしていた、と風也は頭を掻いたが、

「いえ！　そうしましょ、津守君。君と私の絆の証あかし……よね」

　千紘は満面の笑えみを浮かべた。

「え、あ、え、ええ、そうですね」

　嬉しそうな響きを乗せて紡がれた言葉に、風也は照れくさくなってしまう。すると、

「……ごめん。私もつい言ったけど、自分で恥はずかしくなってきたわ」

　こちらの反応に、千紘も口を押おさえて顔を背そむけた。

「い、いえ、そんなことはありませんよ！」

「い、いいのよ！　それに、あの、さっきの大事な人とか、そういうのも、咄嗟に出ただけで、なんでもないから忘れてね！　本当に、なんでもないんだからね!?」

　そう強調した千紘の顔は、まだ紅色に染まっている。

（そんなリアクションされたら、なんでもないことには思えないんですか、先輩……）

　頬が熱くなってくるような気がして俯うつむき、

（き、期待していいのか。めくるめく日々を期待しちゃってもいいんですか、先輩！）

　ときめきを抑おさえられずに煩はん悶もんとする、風也だった。







最終章　あなたと一緒に







　津つ守がみ風かざ也やは平へい凡ぼんな高校生だ。

　特別に頭が良いわけでもなければ、目を見張るほどに運動神経が優すぐれているわけでもない。顔も不細工ではないが整ってはおらず、体つきも中肉中背だ。つまるところ、どこをどう切り取っても全国に山ほどいる平均的な思春期男子と言えた。

　ただ風也には秘密がある。

　放課後になると異世界グリムヴェリアへと転移し、恐ろしい魔獣を相手にしながら、謎がひしめく島々を冒険しているのだ。こちらの世界では何の変へん哲てつもない高校生だが、向こうの世界ではともすれば英えい雄ゆうとして扱あつかわれる。

　その二重生活には何の不満もなかったし、グリムヴェリアでの日々が刺し激げき的てきで魅み力りよく的てき過ぎた為、学校では目立たない生徒であったとしても気にもならなかった。

　しかし最近、自分自身がにわかに校内で注目され始めていると感じている。

　理由は一つ。御み子こ戸と千ち紘ひろの存在だ。

　文武両道。眉び目もく秀しゆう麗れい。冷静沈ちん着ちやく。完全無欠。唯ゆい一いつ無む二に。空前絶後。

　およそ完璧を意味する四字熟語全てが当てはまる、二次元から抜ぬけ出でてきたような美少女は、風也の一年上の先輩だ。彼かの女じよは全校生徒から常に憧あこがれの目で見られ、にも拘かかわらず誰も寄せ付けず、孤こ高こうの冷れい徹てつさを貫いていた。――しかし誰も知らない。

　千紘が実はゲームや漫まん画がが好きで、少し抜けたところがあって、突とつ拍ぴよう子しもない行動をとることがあることを。

　だから不思議に思って、風也のことを噂うわさする。どうしてあんな地味な奴やつが、誰もが知って尚なお、近付くことさえ許されぬ御子戸千紘と交流があるのか――と。

「……見て、御子戸先輩よ」

「やっぱり美人だよなぁ……」

　風也が廊ろう下かを歩いていると、そんな声が聞こえてきた。

　まるでモーゼが超ちよう常じようの力で海を割るように、向こうから千紘がやってくると、周囲の生徒が左右に引いていく。皆みなが恐れ多おおいものを崇あがめるように千紘を見る中、彼女はこちらの姿を見かけると、小さく目を見開いた。

　風也が軽く会え釈しやくすると、彼女もまた頷く。そしてすれ違ちがう間ま際ぎわ――千紘は耳元で囁ささやいた。

「……また、例のあの場所でね」

　鼓こ膜まくをくすぐるようなその響きに、風也は胸を高鳴らせる。

　振ふり向くと、千紘はこちらにだけ分かるように小さく舌を出して、胸むな元もとからそっと何かを持ち上げた。美しい煌きらめきを宿した、赤い宝石のペンダントだ。風也も同じものを持っている。

　彼女はそのまま、来た時と同じように、凛りんとした姿勢のままで去っていった。

「おい、風也。さっき御子戸先輩に何か言われてなかったか？」

　立ち止まっていた風也に、通りかかった友人の前まえ崎さきが訊きいてくる。

「ほんとに、なんでお前だけあの御子戸先輩と仲良くなれたんだよ。教えてくれよ」

　縋すがるように言ってくる彼に、風也は答えた。

「さあ、どうしてかな」

　風也には秘密がある。以前までは一つ。今ではもう一つ。

　自由に異世界グリムヴェリアへ行くことが出来ることと。

　放課後――そこで憧れの先輩と一緒に、冒険をしていることだ。

「なんか風也、最近、楽しそうよね」

　鮎あゆ川かわの羨うらやましそうな声に、そうかもしれないな、と風也は思った。

　今までだって楽しかった。だがこれから先もっと楽しくなるかもしれない。

　異世界での生活も、学校での生活も。何故なぜなら――。

　いつだって、あの御子戸千紘が、傍そばにいるのだから。

ｆｉｎ
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あとがき







　少年少女が、ドキドキしながら甘酸っぱい青春を過ごす、学園ラブコメディが大好きです。

　少年少女が、ワクワクしながら胸躍る冒険を繰り広げる、異世界ファンタジーが大好きです。

　ただ普通は、どちらか一方しかやることが出来ません。

　カレーもとんかつも好きだけど、両方頼むとどうしたって無理がある。（主にお腹的な問題で）

　でも……本当にそうでしょうか？

　なんとかやれる方法があるんじゃないでしょうか？

　そう――世の中には、カツカレーという手があるじゃないか！

　そんな発想から生まれたのが、本作「異世界クエストは放課後に！～クールな先輩がオレの前だけ笑顔になるようです～」でした。

　初めての方は初めまして、お久し振りの方はお久し振りです、十一月に発売した別の作品を読んだ人は「またお前かよ」と思っているかもしれません。そうです、またぼくです。空埜一樹です。

　学園ラブコメディと異世界ファンタジー、両方の良いところ取りをやっちゃおうじゃん、という割と無茶な感じの物語を楽しんで頂けたのであれば、幸いです。

　お手軽に異世界から現代に帰ることが出来る、というアイディアで二つのジャンルをくっつけたわけですが。

　そこに何か新しい要素を欲しい、みたいな想いから、「ヒロインが現代と異世界で全然キャラ変わったら面白くない？」な発想が加わりました。

　結果、テンションの振れ幅が激し過ぎる先輩が誕生したわけですが、書いていて非常に楽しかったので、その気持ちが伝わればいいなと思っています。

　実はぼくにとって、「仲の良い先輩」というのにはある種の憧れがあります。

　何故なら、学生時代、学年が上の人との交流が皆無だったからです。

　今から思うと「まじでなんで？」と思うのですが、本当に、一切の記憶がないんです。

　部活には所属していましたし、後輩が居た覚えはあるのですが、先輩と何かを話したという思い出が脳内のタンスをいくら引っ掻き回しても出てきません。

　これはひょっとして、物凄く嫌なことがあって、無意識的に体が記憶を封印しているのでは……？

　これが解き放たれた時、謎の黒コートを纏った美女が現れて「ようやく思い出したのね。私があなたの先輩よ。さあ、約束の時が来たわ」と告げ、ぼくに超常的な能力が目覚めるのでは……？

　そして、地球の未来を巡る壮大な戦いに身を投じることになるのでは……！

　などと考えていると、無茶苦茶テンションが上がってきました。早く目覚めてくれ、ぼくの中の、先輩との思い出！

　まあ、そんなわけはなく、本当にどうしてかは分かりません。誰か教えて下さい。

　ただ、まあ、勉強から私生活の相談まで快く請け負ってくれる、頼りがいのある年上の人、しかもそれが美少女であった日には、気持ちを表現すべき言葉が見つからずに泡吹いて卒倒しそうなのですが――。

　ともあれ、いつまでも妄想を語っていても仕方ないので、謝辞に移ります。

　担当Ｎ様、新担当Ｓ様、割とややこしめな設定のお話に根気よく付き合って頂き、本当にありがとうございます。特に先輩のキャラではお世話になりました。

　イラストを描いて下さった児玉酉様。以前に担当して頂いた方にまたやって頂くのは、実をいうと初めての経験なので、なんだか不思議な気持ちでした。生き生きとしたキャラ達、特に先輩のギャップが本当に可愛らしくて、素晴らしかったです。ありがとうございました。

　各方面からメッセージを下さる方々。皆様から感想を頂く度、生きている実感を味わっております。本当に感謝の次第もありません。

　そしてもちろん、本作をお読み頂いた全ての読者様へ。

　最大限の、感謝を。

　それでは、また、お会いしましょう。

十一月　空埜一樹　ＢＧＭ『ＨＥＲＯＳ』

ブログ　『空ノページ』　http://sorano009.hatenablog.com/




追記：十一月に同じくＨＪ文庫から出た新作『勤労魔導士が、かわいい嫁と暮らしたら？　「はい、しあわせです！」』もよろしくお願いします！
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